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(
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一
号
)

二
、
原
理
と
利
益
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妥
協

O

沿
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ω
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統
領
ー
原
理

(以
上
第
二
十

三
巻
第

一
号
)

②

議
会
1
利
益

(
一
部
第
二
十

三
巻
第
二

・
三
号
、
第

二
十
五
巻
第
三
号
)

ω
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業
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と
し
て
の
議
員

㈹
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走
り
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い
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と
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て
の
議
員

409X61



⇔

方
法
と
限
界

ω

現
代
公
共
問
題
の
特
質

②

公
共
問
題
の
解
決
様
式

㈲

問
題
解
決
様
式
の
限
界

②

議
会
-
利
益

(続
稿
)

第

三
に
、
現
職
議
員

の
職
務

の
内
面
で
発
光
す

る
挑
戦
候
補
者

に
対
す
る
彼
ら

の
選
挙
上

の
優
位
性

は
、
時

問

の
次
元
に
表
出
す

る
。

こ
う
し
た
時
間

の
面

に
表
出
す
る
現
職
議
員

の
挑
戦
候
補
者

に
対
す

る
選
挙
上

の
優
位
性

の
結
像

は
、
現
職
議
員

に
対
す
る
微
視
と
巨
視

の
二

つ
の
角
度
か
ら
の
二
面
照
射

の
光
線

の
交
錯

の
な
か
に
、
立
体
的

に
浮
上
す
る
。

こ
こ
で
い
う
微
視
的
角
度

か
ら
の
照
射
と

は
、
現

職
議
員

に
認

め
ら
れ

る
選
挙
運
動

の
組
織
化

の
習
熟

で
あ

る
。
他
方
、
巨
視
的
な
角
度

か
ら

の
照
射
と
は
、
現
職
議
員

《
生
活
》
と

《
選

挙
運
動
》
と

の
等
価
的
結
合
を
可
能

に
す
る
議
会

の
制
度
的
改
革

で
あ

る
。

(
1

)

ま
ず
、
微
視
的
角
度

か
ら
の
照
射

に
つ
い
て
、
論
述
を
進

め
た
い
。

現
職
議
員

の
側

に
お
け

る
選
挙
運
動

の
組
織
化

の
習
熟

は
、
選
挙
運
動
組
織

の
編
成
と
、
組
織

ス
タ

ッ
フ
の
配
置
、
と
り
わ
け
、
選
挙

運
動
管
理
者

(§

舜
α。8

の
任
命

の
、
双
方

の
円
滑
化
を
指
す
と
考
え
て
よ

い
。

現
職
議
員

は
、
下
院
議
員

に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
少
な
く
と
も
選
挙
期
日
の
二
年
以
前

か
ら
、
再
選

の
た
め

の
精
密
な
設
計
図
を
引

き
、
そ
れ

に
基
づ
き
行
動
す
る
こ
と
が

で
き

る
。

こ
の
際
、
現
職
議
員

の
果

た
す
べ
き
最
初

の
課
業

は
、
選
挙
運
動

の
組
織
体

の
構
築

と

そ

の
運
営

を
統
轄
す

る
選
挙
運
動
管
理
者

(8
8
蜜
㎡
口

日
き
m
α・8

の
任
命

で
あ

る
。

し
か
し
な
が
ら
、
今

日
、
優
秀
な
統
轄
能
力

に
恵

ま
れ

た
選
挙
運
動
管
理
者

は
払
底
状
況

に
あ

る
。

現
職
議
員

の
場
合
も
、

こ
の
例

に
も
れ
な

い
。
「
選
挙
運
動
管
理
者

の
払
底

は
、

今

日

に
お
け
る
最

も
由

々
し
い
問
題

で
あ

る
。

こ
の
職
務
を

一
度
な
い
し
二
度
経
験
し
た
人
は
、
誰

し
も
、
余
り
に
も
使

い
古
さ
れ
た
り
、
あ

162(41の
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る
い
は
ざ

労
霰

し
い
た
め
レ
全

た
び

の
職
務

の
遂
行
が
・
不
可
態

な
露

と
・
評
さ
れ
る
所
以

で
あ

る
・
そ
れ
ば

か
り
で
は
な

い
。
選

挙
運

動

管

理
者

は
、

現
職

議
員

の
法
律
事

務

所

も

し
く

は

ス
タ

ッ
フ
内

に
お
け

る
地

位

を
、
数

ヶ
月

に
わ

た
り
、

占
守

し
な
け

れ

ば

な

ら

な

い
。

加

え

て
、

選

挙
運

動
管

理
者

は
、

そ

の
他

の
職

に
就

く

こ
と

を
禁

止

さ
れ

る
。

こ
う

し

て
、
選

挙

運
動

管
理
者

は
、

酷

使

と

拘

禁

と

の
間

に
宙

吊

り

に
さ

れ

る
と

い

っ
て

よ

い
。

こ
れ

故
、

選

挙

運
動
管

理
者

は
、
伝

統

的

に
、

候

補
者

自
身

の
個
性
、

人

格
、

改

築

.
イ
デ

オ

ロ
ギ

ー
体
系

、

生
活

様
式

、
価

値

観

な
ど

と
協

和
音

を
奏

で
得

る
共

感

と
共
鳴

の
弦

を
所
持

す

る
、

候
補

者

の
親
友

の
な

か

か
ら
、

あ

る

い
は
、

現
職

議

員

の
場

合

に
は
そ

の
ス

タ

ヅ
フ

の
な

か

か
ら
、
調

達

さ
れ

る

こ
と

に
な

る
。

し

か
し
、

最

近
、

こ
の
よ
う

な
伝

統

の
地

層

の
下

か
ら
、

対
価

を

得

て

い
か
な

る
候

補
者

の
た

め

に
も

時

間

.
技
術

.
役

務

を
提
供

す

る
職
業

的

な
選

挙
運

動
管

理

者

の

一
団
が
、

成

立

す

る

に
至

っ
て

い
る
。

例

え
ば

、

ニ
ュ
ー
ジ

ャ
ー
ジ

ー
州

選
出

の
民

主
党

上

院

議

員

F

。
R

.
ロ
ー
テ

ソ
パ

ー
グ

(津
雪

犀
"
.
冨

薦
。
口
げ
①
お
)

の

一
九

八
八
年

選
挙

に
お
け

る
選

挙

運
動

管

理
者

で
あ

っ
た
J

.
カ

ー
ヴ

ィ

ル

(冒

日
霧

O
碧
く
議
¢)

は
、

一
九

八
七
年

の

ケ

ソ
タ

ッ
キ

ー
州

知
事

選

挙

に
お

い
て

W

・
ウ

イ

ル
キ

ソ
ソ

ン

(芝
餌
一一薗
。φ

≦

一豪

昌
。。。
コ
)
を
勝

利

に
導

い
た
功
績

に
よ

り
、

そ

の
地
位

を
獲

得

し
た
。

な

お
、

カ

ー
ヴ

ィ
ル
は
、

一
九

八
六
年

に
、

R

.
ケ

ー

シ
ー

(男
o
げ
。昌

O
器
2
)

を

ペ

ソ
シ

ル
ヴ

ェ
ニ
ア
州
知

事

に
当

選

さ

せ

た
後

に
、
ケ

ン
タ

ヅ
キ

ー
州

に
赴

い
た

の
で
あ

る
。
カ

ー
ヴ

ィ
ル
の
敵

手

に
当

る

ニ
ュ
ー

ジ

ャ

ー
ジ

ー
州

上

院

議
員
挑

戦

候

補
者

P

・
ド

ー
キ

ソ
ズ

(
℃
①
8

U
悌箋
器
暴
)

の
選

挙
運

動

管

理
者

D

・
グ

ヅ
ド

イ

ヤ

ー

(b
。
信
oq
O
。
。を
。
ゆ
.)

も
、

一
九

八
六
年

の

コ

ロ
ラ
ド
州

に
お
け

る
上
院

議
員

選

挙

で
敗

退

し

た
共
和

党
挑

戦
候

補

者

の
選

挙
運
動

管

理
者

と

い
う
、

カ

ー
ヴ

ィ

ル
と
同

一
の
役

割

を
担

い
、

ま

た
、

コ
ロ
ラ
ド
州

共

和
党

の
執

行
委

員

長

(①
隅
O
O己再
一く
①
{一一目①OけO
同)

の
要
職

を

歴
任

し

て

い
る
。

資

金

・
技

術

・
人
員

な
ど

の
少

な

か
ら

ぬ
諸

資
源

の
享

有

を
跳

躍
台

と

し

て
、

現
職
議

員

は
、
経

験

の
あ

る
職

業

的

な
選
挙

運
動

管

理

者

の
確
保

へ
と
、

比
較

的

に
容

易

に
飛

躍

す

る

こ
と
が

で
き

る
。

議
員

選

挙

の
研

究
者

で
あ

る

ミ

シ
ガ

ソ
州
立

大
学

(¢
切
圃.
..。。ξ

。
{
竃
一,

。露
僑
碧
)

の
E

.
N

・
ゴ

ー

ル
デ

ソ
バ

ー
グ

(団
り伍
陣①
窯
・
(甲O
一α
⑦昌
げ
①同頓
)
等

は
、

現
職

議
員

の
選

挙
運
動

に

つ
い
て
、

次

の
よ
う

に
説
明

す

(411}163



(
3
)

る
。

「現

職

議
員

の
選

挙

運
動

は
、

選

挙
運

動

管
理

の
経

験

を
積

み
、

こ

の
種

の
職

務

の
遂

行

を
通

し

て
生
活

資
料

を
稼

ぐ
人

々
に
よ

っ
て
、

運

営

さ
れ

る
傾

向

に
あ

る
。

全
体

と

し

て
眺

め

た
場
合
、

現

職

議
員

の
選

挙

運
動

ス
タ

ッ
フ
は
、

相

対
的

に
規

模

の
大

き

い
異
質

構
成

の

テ

ィ
ー

ム
で
あ

る
。

こ
の
テ

ィ
ー
ム

は
、

日
を
追

っ
て
複

雑

の
度

を
深

め
そ

の
範

域

を
拡
げ

て
ゆ
き

次
第

に
技

術

に
依
存

す

る

に
至

っ
て

い
る
と

こ
ろ

の
選
挙

運
動

環
境

に
、
首

尾

よ
く
対
応

し
て
ゆ

く

た

め

に
不
可

欠

で
あ

る
き

わ

め
て
多
様

な
技
能

を
保
有

し

て

い
る
」
。

既

に
言

及

し
た

よ

う

に
、

選
挙

運
動

組

織

は
、
管

理
者

の
統

轄

能
力

を
核

と

し

て
、
選

挙

民
と

直
接

に
接

触

し
投
票

誘
引

活
動

を
繰

り
拡

げ

る
野

戦

組
織

(津
冠

o
茜
碧

冨

仲δ
昌
)
、

選

挙
運

動
組

織

成
員

へ
の
給

与

の
支

給

・
連
邦

選

挙
委

員
会

(
閃
①伽
..陣
一
包
.
。件同8

0
。
ヨ
a

。・。。一8
)

へ
の
報

告
書

類

の
提

出

等

に
当

る
選
挙

運

動

の
統

営

(。鋤
ヨ
窓
置
ロ

巴
巨

巳
の舞

瓜
。
旨
)、

資
金

調

達
、

報

道

関
係
、

係

争
問

題

及
び
対

立
候

補

に
関

す

る
調
査

研

究
、

そ

し

て
、

候

補
者

の
日
程
表

の
作

成

、

以
上

に
責

任

を
有

す

る

ス
タ

ッ
フ
の
諸
活

動

を
、
放

射

線
状

に
展
開
す

る
。

と

り
わ

け
、
報

道

関
係

へ
の
対
応

、

調

査
研

究
、

そ

し

て

日
程

表

作
成

の
三
…機
能

は
、

候

補
者

の
訴

求

活
動

に
お
け

る
す

べ

て

の
非

宣
伝

・
非

広
告

的

局
面

を
総

合

的

に
調
整

す

る

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
イ

シ

ョ
ソ
管

理
者

(OO
旨日5P信
ロ
一〇餌
峠…O
口
山
一同①
O件O
N)

の
指

揮

下

に
あ

る
。

選

挙

運
動

を

日
常

的

に
遂

行

す

る

こ
う

し
た
公

式

の

ス
タ

ッ
フ
の
外

周

に
、

選

挙

コ
ン
サ

ル
タ

ソ
ト
が
存

在
す

る
。

彼

ら

は
、

世

論
調
査

、
媒

体

に
よ
る
宣
伝

・
広

告
、

資

金

調
達
、

そ

し

て
、

選

挙
民

と

の
接
触

、

な
ど

を
担

当

す

る
。

最
後

に
、
多

数

の
選

挙
運
動

組
織

は
、
《
私

的

顧

問
団
》

(押
ぎ

冨
コ
$
び
冒
8

を
擁

し

て

い
る
。
《
私

設
顧

問

団
》

は
、

候
補

者

の
非

公
式

の
諮

問
委

員
会

で
あ

り
、

旧
友
、

支
持

者

、

重

要

な
政
党

指
導

者

、

そ
れ

に
、
自

発

的

な
資
金

提

供
者
、

な
ど

か
ら
構

成

さ
れ

る
。

な

お
、

一
九
七

八
年

の
選
挙

運
動

組
織

に
お
け

る

(
4

)

選
挙
資
金

の
使
途
を
図
で
示
せ
ぽ
、
図

1
の
よ
う

に
な
る
。

と

こ
ろ
で
、
候
補
者

は
、
選
挙
運
動
組
織

の
な
か
で
、
ど

の
よ
う
な
位
置
を
占

め
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
候
補
者
自
身

は
、
選
挙
運

動
組
織

に
お
い
て
最
も
重
要
で
あ
る
と
同
時

に
最
も
重
要
な
ら
ざ

る
構
成
員

で
あ
る
。
候
補
者

は
、

い
わ
ば
、

一
身

に
二
つ
の
中

心
を
抱

164(412)



え

込

ん

で

い

る

と

み

て

よ

い
。

X

・
ケ

イ

デ

ソ

(
×
g。
滋

旨

国
飴
琶

窪

)
女

史

(
ハ
!
ヴ

ァ
ー
ド
大
学
)
(
麟
鴛

く
鶴
㌫

α
診
く
①
邑

蔓
)
が

指

摘

ナ

る

(
5

)

よ
う

に
、

「彼

も

し
く

は
彼

女

(候
補
者
)

は
、
選

挙
運

動

ス

タ

ッ
フ
の
選
定

に
大

き

な
役

割

を
果

た
す

ほ
か
、

ス
タ

ッ
フ
間

に
お
け

る
紛

争

の
最

終

裁
断
者

で
あ

る
。

し

か
し
、

候

補
者

は
、

組
織
…の
主
体

(碑

■
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図1選 挙 運 動組 識 におけ る選挙 資金 の使途,1978年
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鷲
㊦
巳
冨

瞬)

と

い
う

よ

り

も

、

む

し

ろ
、

組

織

の
客

体

(
。
げ
蒼

件)

で

あ

る
」
。

自
ら
を
治
療
す

る
医
師

に
関
す
る
古

い
格
言
は
、
候
補
者

に
も
同
じ

く
妥
当
す

る
。
「
自
己
自
身

の

選
挙
運
動

の
指
揮

に
当
る
候
補
者

は
、

(
6

)

選
挙
運
動
管
理
者

の
代
り

に
愚
者
を
雇
う

こ
と
に
な

る
」
。

経
験
豊

か
な
あ
る
選
挙
運
動
管
理
老

は
、

こ
の
点

に
つ
い
て
、
次

の

(
7

)

よ
う

に
指
摘
し
て

い
る
。

「究
極
的

に
い
う
な
ら
ば
、
す
べ
て

の
選
挙
運
動

は
、
候
補
者

の
人

柄
を
反
映
す
る
。

ま
た
、
選
挙
運
動

は
、
候
補
者

の
人
柄
を
源
流
と
す

る
。
け
れ
ど
も
、
候
補
者
自
ら
が
運
営
し
よ
う
と
す
る
選
挙
運
動

に
は
、

一
人
と
し
て
、
選
挙
運
動
管
理
者

は
つ
か
な
い
。
候
補
者
自
身

に
よ
る

選
挙
運
動

の
運
営

の
場
合
、
管
理
者

の
権
限
は
、
ま
さ
し
く
候
補
者
自

身

の
も

の
で
は
な

い
意
思
決
定

に
容
豫
す
る
候
補
者

に
よ

っ
て
、
絶
え

ず
掘

り
崩

さ
れ
る
こ
と

に
な
る
。
候
補
者

は
、
彼
自
身

の
選
挙
運
動

の

管
理
者

に
は
な
り
得
な

い
。
な
ぜ
な
ら
、
候
補
者

は
諸
種

の
選
挙
戦
運

(413)165



営
上

の
要
求

を
予
定
通
り
消
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
か
ら

で
あ
り
、
ま
た
、
選
挙
に
お
け
る
勝
利

の
確
保

は
、
投
票
者

に
向

っ
て
時

の

係
争
問
題
を
徹
底
的

に
論
ず

る
候
補
者

に
、
大
き
く
依
存
す

る
か
ら
で
あ
る
。
選
挙
運
動

に
お
け

る
主
要
な
三
資
源

は
、

ま
ず
、
資
金
1

こ
れ

に
は
余

り
に
も
多
く

の
世
人

の
関
心
が
集
中
す
る
ー
、
次

に
、
候
補
者

の
時
間
、

そ
し
て
、
最
後

に
、

ス
タ

ッ
フ
の
時
間
で
あ
る
。

こ
れ

ら
の
す
ぺ

て
の
使

い
方

の
予
定
が
、
立

て
ら
れ
ね
ぽ

な
ら
な

い
。
も

し
干
渉
主
義

の
候
補
者
が
存
在
す
る
と
し
た
ら
、
自

己
の
時
間

と

い
う
貴
重

な
資
源
が
、
濫
費
さ
れ

る
こ
と

に
な

る
で
あ

ろ
う
」
。

ほ
ぼ
す

べ
て
の
現
職
議
員

は
、
右

の
ご
と
き
状
況
を
、
既

に
、
認
識

し
て
お
り
、
従

っ
て
、
選
挙
運
動

の
細
部

の
運
営

を
、
運
動
体

の

ス
タ

ヅ
フ
に
、
気
軽

に

一
任
す

る
。
現
職
議
員

の
選
挙
運
動
管
理
者

は
、

こ
れ
ま

で
、
当
該
議
員

の
選
挙
運
動

の
管
理
者

で
あ
る
場
合
も

多
く
、
ま
た
、
管

理
者

と
は
異
な
る
別

の
立
場

に
お
い
て
、
当
該
議
員

の
選
挙
運
動

に
従
事

し
た
り
、
あ

る
い
は
、
当
該
議
員
と
十
分
な

面
識
が
あ
る
と

い
う
場
合
も
、
少
な
く
な

い
。
現
職
議
員

の
選
挙
運
動
管
理
者

は
、
自
己

の
当
該
議
員

に
対
す

る
忠
誠
感
と
当
該
議
員

の

自

己

に
対
す

る
信
頼
度
と
を
既
に
実
証
済
と
し
て
お
り
、
当
該
議
員

の
信
任
を
確
保
し
て
い
る
。

こ
こ
に
、
現
職
議
員

の
選
挙
運
動
管
理

者

の
面
貌

の

一
端
を
明
確

に
示
す
外
形
上

の
標
識
を
、
認

め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

双
方

は
、
互

い
に
他
を
写
し
だ
す
鏡

の
よ
う
に
機
能

す

る
こ
と
が

で
き
る
。
選
挙
運
動

の
運
営
と

ワ
シ
ソ
ト

ン
事
務
所

の
長
と
し
て

の
職
務

の
遂
行
と
を
交
互
に
担
当
し
て
い
る
あ
る
下
院
議

(
8

)

員

の

ス
タ

ッ
フ
は
、

当

該
議

員

の
選

挙
運

動

の
状

況
を
、

次

の
よ

う

に
記

述

し

て

い
る
。

「
私
が

思

う

に
、
彼

〔当

該

下
院

議
員

〕

は
、

十
分

に
演

出
さ
れ

て

い
た
と

い

っ
て

よ

い
。
彼

は
、

恰
も
、

映

画

の
セ

ヅ
ト

に
お
け

る

俳

優

の
よ
う

で
あ

っ
た
。
彼

に

は
、

彼

を
知

り
尽

し

て

い
る
監

督

二
名

が
、

つ
き

そ

っ
て

い
た
。

そ
れ

は
、
我

々
が

、

何

を
な

す

べ
き

か

を
、

ロ
ボ

ッ
ト

に
命

じ

て

い
る

よ
う

な
情

景

で

は
な

か

っ
た
。

我

々
が
、

彼

に
命

じ
た

こ
と

は
、

ど

の
よ
う

に
行
動

し

て
も

よ

い
と

い
う

こ
と

で
あ

っ
た
。

彼

は
、
我

々
に
、

多
大

の
信
頼

を
置

い
て

い
た
。

多

く

の
場

合
、

私

は
、

彼

を
、

空

港

ま

で
行

っ
て
車

で
拾

い
、

そ
れ

か
ら
、
我

々
が
何

処

へ
行

こ
う

と

し

て

い
る

か
を

、
彼

に
告
げ

る
だ
け

で
あ

っ
た
」
。
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自

己

の
配

下

に
あ

る

ス
タ

ッ
フ

の
重

要

成
員

を

、
《
表

だ

っ
た
選

挙
運
動

の
開

始
期

の
相

当

以
前

》

(ざ
お

げ
。
{。器

野
⇔
げ
罐
三

昌
σq
。{
}
Φ

雲

8
導
亀

$
ヨ
冨
一σq
顕
)

に
、

当
該

運

動
体

に
■配

置

す

る

こ
と

は
、

現

職
議

員

の
再

選

に
、

き

わ

め
て
有
効

に
作
動
す

る
。

こ
の

こ
と

は
、

一
九

八
六
年

に
、

カ
リ

フ

ォ
ル

ニ
ア
州

選

出

の
民
主

党

上
院

議
員

A

・
ク

ラ

ン
ス
ト

ソ

(〉
一⇔
b「
()H⇔
昌
q摩貯O
コ
)

に
対
す

る
挑

戦

候
補

者

を
光

源
と

し
て
鮮

明

に
逆

照
射
す

る

こ
と
が

で
き

る
。

す

な

わ
ち
、

カ
リ

フ

ォ
ル

ニ
ア
州

に
お
け

る
共
和

党

は
、

三
選

の
民

主
党

上
院

議
員

を
、

究

極

的

に
打

倒

し
得

る
と
す

る
少

な

か
ら

ぬ
期
待

を
抱

い
て

い
た
。
当

時

、

七

二
歳

の
老
齢

で
あ

っ
た

ク

ラ

ソ
ス
ト

ン
上
院

議
員

は
、

シ

リ

コ
ソ

・
ヴ

ァ
レ
ー

(
ω
讐
8
ロ
く
鋤
=
醸
)
を
選

出
基

盤

と
す

る
若
年

の
、

魅

力

的

な
、

穏

健
派

の
、
E

・
シ

ャ
ウ

(臣

N
。。畠
碧
)
共
和

党

下

院
議

員

と
対

決

し

た
。

シ

ャ
ウ
下

院
議

員

は
、

ク

ラ

ン
ス
ト

ソ
上

院
議

員

の
前

回

に
お
け

る
保

守

派

の
対

立
候
補

者

が
侮

蔑

し

て
や
ま

な

か

っ
た

政
策

・
イ
デ

オ

ロ
ギ

ー
体
系

上

の
中
立

的

立

場

に
た

っ
て

い
た
。

こ

の
老

練

な
上
院

議

員

は
、

一
九

八
四
年

に
、

短
期

間

で

は

ひ
ん
し
ゆ
く

あ

っ
た
が
、
自

ら

の
大
統

領
選

挙

運
動

に
乗

り
だ

し

た
。

こ

の

こ
と

は
、

カ
リ

フ

ォ
ル

ニ
ア
州

に
お
け

る
多

く

の
穏

健
派

の
墾

萱

を
買

う

結
果

を

招

い
た
。

「
こ

の
大
統

領

選
挙

運
動

は
、

最
も

ひ

た
向
き

の
女

権
拡

張

論
者

(跨
。
ヨ
。
。・一
。・
冒
。⇔
甲

筥
冒
山
巴

{①
ヨ
三

。・邑

と
核
凍

結

の

(
9

)

熱

狂

者

(
コ
一　6
一①
m
増
{H
O
Φ
NΦ
㊦
コ
のゲ
己
[q自
一髄
o励
陣oゆ)

に
、

集

中

的

に
訴

え

た

よ

う

に

お

も

わ

れ

る
」
。

そ

し

て

、

こ

の
選

挙

運

動

の

期

間

中

に
、

思

慮

あ

る

選

挙

民

を

、

痛

憤

さ

せ
、

ま

た
、

慨

嘆

さ

せ

た

こ

と

は

、

「
彼

が

、

自

分

の
毛

髪

を

、

滑

稽

な

オ

レ

ン
ジ

の
色

合

い

で
染

め

あ

げ

て

(
10

)

い
た
」

と

い
う
事

実

で
あ

る
。

し

か
し

な

が
ら
、

ク

ラ

ソ
ス
ト

ソ
上

院
議

員
が

、

大
統

領

選
挙

の
戦

線

か
ら
撤
退

す

る
寸
前

に
実

施

さ
れ

た

カ

リ

フ

ォ
ル

ニ
ア
州

民
主

党
員

を
対

象

と

し

た
大
統

領
選

挙

に
関

す

る
世
論

調
査

に
よ
れ
ば

、

ク
ラ

ン
ス
ト

ン
上
院

議
員

に
対

す

る
支
持

率

は
、

W

・
モ
ソ
デ

ー

ル

(dく
薗
一齢⑦
鴎
竃
O
口
傷
帥
周O
)

に
対
す

る
そ

れ

よ
り
も
、

三

ニ
ポ

イ

ソ
ト
も

下

廻

っ
て

い
た
。

加

え

て
、

一
九

八

六
年

に
お
け

る
上
院

議
員

選
挙

の

た

め

の
資

金

調
達

は
、

一
九

八

四
年

の
大
統

領
選

挙
運

動

の
負

債

三
〇

万

ド

ル
に
よ

っ
て
、
錯

雑

な
様

相

を

呈
す

る

に
至

っ
た
。

こ
う

し

た
苦

境

に
陥

い

っ
た

に
も

か
か
わ

ら
ず

、

ク

ラ

ン
ス
ト

ン
上
院

議

員

は
、

大
統

領

選
挙

戦

か
ら
撤
収

す

る
と

同
時

に
、

こ
う

し

415167



た
過
去
と
の
連
続
性
を
性
急

か

つ
潔
癖

に
断
ち
切

っ
て
、
上
院
議
員
選
挙

の
た
め
の
運
動
体
を
編
成
し
得

る
有
利
な
地
歩
を
、
既

に
築

い

て
い
た
。
彼

の
対
立
候
補
者
が
、
彼

よ
り
も
後

に
選
挙
運
動

を
開
始
し
、
経
費

の
嵩
む
痛
烈
な
激
戦

の
予
備
選
挙
運
動

の
展
開
に
初
夏
ま

で
忙
殺
さ
れ

て
い
た
間

に
、

ク
ラ
ソ
ス
ト
ン
上
院
議
員

の
運
動
体

に
は
、

再
選
確
保

の
た
め
の
戦
略
構
想
を
組

み
得

る
時
間
的
余
裕
が
、

存
在

し
た
。
予
備
選
挙

の
翌
日
、
疲
労
困
懲

の
極

に
達

し
た
シ
ャ
ウ
候
補

は
、
自

ら
が
、
驚
く
べ
き
攻
撃

の
的
と
な

っ
て
い
る
こ
と
を
、

悟

っ
た
。
共
和
党

の
選
挙
戦
略
を
崩
壊
さ
せ
る
大
量
の

《
負
》
(
器
σq
帥
けぞ
6
)
の
宣
伝
活
動

の
的

で
あ

る
と
い
う

の
が
、
す
な
わ
ち
、

こ
れ

に
当

る
。

(
11

)

カ
リ

フ
ォ
ル

ニ
ア
州

に
お
け

る
指
導
的
な

一
政
治

ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
が
指
摘
す
る
よ
う

に
、

こ
の
現
職
議
員

(
ク
ラ
ン
ス
ト
ン
上
院
議
員
)

に
は
、
「
攻
撃
を
準
備
す
る
た
め

の
潤

沢
な
時
間
が
、

存
在
し
て
い
た
。

彼

に
は
、
ま
た
、
豊
富

な
資
金
も
様

々
な
資
源
も
備
わ

っ
て
お

り
、
彼

の
目
標

は
、

シ
ャ
ウ
候
補
を
、
彼

の
背
後

に
後
退
さ
せ
、

こ
の
状
態

を
そ

の
ま
ま
存
続
さ
せ
る
こ
と

に
あ

っ
た
」

の
で
あ

る
。
世

人

は
、

ク
ラ
ン
ス
ト

ン
上
院
議
員

の
紙

一
重

の
微
差

に
お
け

る
勝
利
を
、
早
期
に
お
け

る
選
挙
戦
略
上

の
術
策

の
展
開

に
、
帰
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
術
策

を
計
画
す

べ
き
時
間
的
余
裕
と
そ
れ
を
実
行
す
べ
き
資
金
と
を
保
有
す

る
現
職
議
員

の
み
が
、
独
り
な

し
得

る
と

こ
ろ
で

あ
る
。

げ

ん
に
、
現
職
議
員

の
選
挙
運
動
組
織

は
、

再
選
確
保

を
め
ざ
す
運
動
体

の
効
率
性
を
励
起
さ
せ
る
強
力
な
磁
性
を
、
構
造
上
、
帯
び

て
い
る
。

一
般

に
、
議
員
候
補
者

の
個
人
的
な
選
挙
運
動
組
織

は
、
暫
時

の
存
在

で
あ
り
、
無
報
酬

で
自
己

の
時
間
と

エ
ネ
ル
ギ

ー
を
投

入
し
得

る
人

々
の
積
極
的
な
活
動

に
、
そ

の
運
営

を
大
き
く
依
拠

し
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
運
動
体

の
内
部
空
間

に
お
け

る
多
様
な
人

々

の
言
論
と
行
動
と
が
多
方
向

に
錯
綜
と
も

つ
れ
合

い
多
彩

に
乱
舞
す

る
事
態

の
成
立
を
抑
止
し
、

こ
れ
ら
の
言
動
を
、
選
挙

に
お
け

る
勝

利

の
確
保
と

い
う
堅
固
な
価
値
秩
序

に
よ

っ
て
有
機
的

に
統
合
し
て
ゆ
く

た
め

に
、
多
大
な
努
力
が
、
傾
倒
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
け
れ

ど
も
、
選
挙
運
動

を
、
幾
重

に
も
体
験

し
て

い
る
現
職
議
員

は
、

こ
う
し
た
努
力
を
発
揮

し
得

る
選
挙
経
験

の
豊

か
な
選
挙
運
動
管
理
者
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と

そ

の
指

揮

の
下

に
果
敢

に
行
動

す

る
活

動

家

の

一
団
と

を

温
存

し
、
活

用

す

る

こ
と
が

可
能

で
あ

る
。
彼

ら

は
、
今

回

に
至

る
ま

で

の

自

ら

の
過

芸

の
選

挙
経

験

の
層

の
な

か

へ
視

線

を
湖
行

さ

せ
、

そ

こ
か
ら
再

選
確

保

に
繋

が

る
選

挙
戦

運
営

の
教
訓

を
抽

き

だ

し
、

運
動

体

の
内

部
空

間

に
お
け

る
言
動

の
混
沌

と

不
協

和

を
打

ち
破

り
、

そ

こ

に
連
帯

と
協

調

の
和
音

を
奏

で
さ

せ

つ
つ
、

選

挙
運

動
体

と

し

て

の
実

質

の
あ

る
統

一
体

の
成

立
を
促

進

し

て
ゆ

く

と

い
う
、
貴

重

な
魔

術

的
機
能

を
果

た
す

こ
と
が
、

可
能

で
あ

る
と

い

っ
て
よ

い
。

そ
れ
ば

か
り

で

は
な

い
。

こ
の
よ
う

な
現

職
議

員

の
選

挙
運

動

組
織

に
お
け

る

ス
タ

ッ
フ
は
、
屡

々
議

員
職

務

を
補
佐

す

る
議

員
補

助

者

(8
ロ
。q
器
鼠

8
巴

9。
践
。。)
に
転
成

し
、

あ

る

い

は
二
者

の
間

を
自

在

に
往
還

す

る

こ
と

に
よ

っ
て
、

現

職
議

員

の
全
任

期

を
通

じ

て
選

挙

運
動

を
繰

り
拡
げ

、

現
職

議
員

に
対

す

る

選

挙

民

の
支

持

の
糾

合

に
努

め
る

こ
と

に
な

る
。

こ

の
点

に

つ
い
て
、

R

・
F

・
フ

ェ
ノ

(窪

匿

ζ

ー

ρ

冒

)
教
授

(
・
チ
エ
ス
タ
夫

学
)
(¢
暑

昌

。
{
夘
。
.げ
馨

)
は
・
簡
潔

に
次

の
よ
う

に
指
摘

し
て

い
箆

「
要
す

る

に
、

現
職

議

員

の

ス
タ

ッ
フ
は
、

現
職

議
員

が
、

彼

の
個
人

的

な
政
治

組

織

(ぼ
。・
冨
誘
露

巴

b
。
一三
。巴

。
お
碧

…鑓
江
8
)

の
中

核

体

を
引

き
付

け
留

め
置

く

と

い
う

こ
と
を

、

可
能

に
す

る
。

…

…
現

職

議
員

は
、

当

選

と

い
う
以
前

に
成

功

し
た
、

そ

し

て
お
そ

ら
く
、

以

前

に
何

回

と
な
く

成

功

し

た
、

さ

ら

に
、

彼

ら

の
日
常

の
議

員

職
務

と

ほ
と

ん
ど

差

異

の
な

い
、

そ

う

し

た
職
務

を
遂

行
す

べ
き

経

験

の
あ

る
ヴ

ェ
テ

ラ

ン
か
ら
構

成

さ
れ

る
公
費

に
よ

っ
て
支

え
ら

れ

た

テ

ィ
ー

ム
を
、
自

ら

の
政

治

生
命

を

維
持

す

る
た

め

に
、

守

備

に

つ

け

て

い
る
」
。

現
職
議

員

の
立

法

業
務

を
補

佐

す

べ
き

議

員

補
助

者

は
、

選

挙
運

動
組

織

に
お
け

る

ス
タ

ヅ
フ
と
異

質

の
視

線
を
働

ら

か
せ

る
た

め
、

そ

の
公
務

の
執

行

中
、

現

職
議

員

の
再
選

活

動

か
ら
遠

ざ

か

る
も

の
と

さ
れ

て

い

る
。

し

か
し
、

現

実

に

は
、

当

該
公

務

の
執

行

と
再

選

活

動

の
二

つ
の
軌
道

を
明
快

に
分

断

す

る

こ
と

は
、
き

わ

め
て
困

難

で
あ

り
、

こ

の
二
者

の
分

界

は
、

不
分

明

で
あ

る
。

議

員
補

助
者

の

通

常

の
公
務

の
遂

行

は
、

$
。。o
ξ
o
蒔

に
み

ら
れ

る
よ
う

に
、

現

職
議

員

の

選

挙

の

結

果
と
、

不
可

避
的

に
結

合
す

る
。

o
器
o
≦
o
鱒

に

象
徴

さ

れ

る

よ
う

に
、

現
職
議

員

と
選

挙

民

の
間

に
想

定

さ
れ

る
泡

立

つ
積

極
的

な

交
流

と

緊
密

な
交

感

と

を
通

じ

て
、

選

挙
民

に
対

す

(417)169



(
13

)

る
現
職
議
員

の
投
票
誘
引

の
燃
焼
力

は
、
高

め
ら
れ
て
ゆ
く
と

い

っ
て
よ
か
ろ
う
。

そ
れ
で
は
、
現
職
議
員

の
選
挙
運
動
組
織

の
帯
び
る
強
力
な
磁
性
は
、

い
ず
れ

に
由
来
す

る
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
磁
性

の
開
扉

の
鍵

(
14
)

は
、

現
職

議

員
が

、
単

に

《
議

員

で
あ

る

こ
と
》

(じd
。
冒
σq
ζ
。ヨ
げ
φ
話

。
{
0
8

噴
。。。。。)
の
簡

明

な
事

実

に
求

め
ら
れ

る
。

強
力

な
磁

性

の
磁

力

点

は
、

こ
の
事

実

は
潜

在
す

る
。

さ
ら

に
、

こ
う

し
た
磁

力

を
導

き

だ
す
契

機

は
、

現
職

議

員

の
議

員
職
務

の
遂

行

と
選

挙

運
動

と

の

(
15

)

等
価
性
と
可
逆
性

に
、

い
い
か
え
れ
ば
、
双
方

の
逆
転
的

・
相
互
的
構
造
性

に
あ

る
。
現
職
議
員

の
選
挙
運
動
組
織

に
お
げ
る
こ
の
よ
う

な
磁
力
点

か
ら
、
選
挙
民

に
対
す

る
投
票
誘
引
力
と
対
立
候
補
者

の
挑
戦

に
対

す
る
斥
力
と
が
、
同
時

に
、

一
斉

に
放
射
さ
れ
る
こ
と

に

な
る
。

こ
の
よ
う
な
誘
引
力
と
斥
力

の
力
学
的
な
交
錯

の
結
節
点

に
、
現
職
議
員

の
選
挙
運
動

に
お
け
る
挑
戦
候
補
者

に
対
す

る
二
者

の
優
越

(
16

)

性

が

、
析

出

さ

れ

て
く

る
。

そ

の

一
つ
が
、

既

に
言

及

し

た
現
職

議
員

の
知

名

度

の
上

昇

で
あ

る
。

現

職
議
員

の
議

員
職

務

の
遂

行

状
況

と

言
論

と

は
、

電
子
媒

体

・
印

刷
媒

体

に
よ

る
報
道

を
極

大

化
す

る

こ
と

に
精

通

し

て

い
る
議

員

ス

タ

ッ
フ
の
少

な

か
ら

ぬ
援
護

の
下

に
、

当
該

議

員

の
選

挙

区

に
お
け

る
地
方

媒

体

に
よ

っ
て
、

細

大
漏

ら
さ
ず

報

道

さ
れ

て
ゆ

く

。
多

く

の
現

職
議

員

は
、
時

の
係

争

問
題

に
関

す

る
見
解

を

求

め

る
媒

体

の
要

請

に
、
欣

然
と
応

答

す

る
。

例

え
ぽ

、
カ

ソ
ザ

ス
州

選

出

の
民

主
党

下
院

議
員

D

・グ

リ

ヅ
ク

マ
ン

(U
薗
づ

Ω
一ざ
犀
日
雪
)

は
、

平
均

週

に
三
度

、

ウ

ィ
チ

ト
ー

(類
甘
露
邑

の

閑
》
国
国
曲

く

に
立

ち
現

わ

れ

る
。
彼

は
、

ま

た
、

目
芝

O
鵠
,↓
<

の

夕
刻

五
時

の

ニ

ュ
ー

ス
番

組

の
な

か

で
、

屡

々
、

イ

ソ
タ
ヴ

ュ
ー

に
応

じ

て

い
る
。

さ

ら

に
、

グ

リ

ヅ
ク

マ
ソ
下
院

議

員

は
、
囚
ω
》
ω
,

(
17

)

↓
<

に
、
《
ワ

シ

ソ
ト

ソ

へ
の
窓

》
(≦
言
山
。
≦

自

芝
器
げ
冒
。q
8
ロ
)
と

題
す

る
月

一
回
放

映

の
彼
自

身

の
た
め

の

シ

ョ
ウ
番
組

を

も

つ
。

こ
の

よ
う

に
、

現

職
議

員

は
、
自

己

の
選
挙

区

に
お
け

る
様

々
な

地
方

集

団
や

個
人

の
前

に
、

現
実

政

治

の
錯
雑

を
き

わ

め

る
文

脈

の
な

か

で

堆

積

さ
れ

た
議

員

と

し
て

の
体

験

に
深

い
根

を
下

ろ

し

た
、

空
疎

な
観
念

性

に
陥

い
る

こ
と

の
な

い
、

説
得
力

に
と
む
、

時

の
係

争

問
題

に

つ
い
て

の
見
解

の
開

陳

を
、
強

く

要
望

さ

れ

る
と

い

っ
て
よ

い
。

そ

れ

に
、

現
職

議
員

に
給

付

さ

れ

る
年

間
、
最

低

六

二
〇
〇

ド

ル
か

170(418)



公共政策決定過程におけるアメリカ大統領及び議会の機能位相

ら
最
高
六
万
七

二
〇
〇

ド

ル
に
及
ぶ
潤
沢
な
旅
費
と
、
周
密
な
空
路
網

の
発
達

に
よ
る
旅
行

の
至
便
化
と

の
、
相
互
照
射

の
効
果

は
』

き

わ
大

き
く
、

脚」
れ

を

ス
テ

ッ
プ

と

し
て
、

現

職
議

員

に
よ
る

ワ
シ

ン
ト

ソ
と
自

己

の
選

挙

区

の
間

に
お
け

る
自

由

な
往

来
が
・

実

現

す

る
。

こ
う

し

て
、

現
職

議

員

は
、
《
公

職
を

占
有

し

て

い
る

こ
と
》

(ぎ
一島
詔

。
融
8
)
か

ら
起

る
知

名

度

の
上

昇

を
回
転

軸
と

し

て
・

自

己

に
有

利

な
選

挙
運
動

を
拡

げ

る

こ
と

が

可
能

と

な

る
。

現
職
議
員

の
挑
戦
候
補
芝

対
す
る
も
う

一
つ
の
優
馨

は
、
豊
富

な
選
挙
資
金

の
流
入
で
あ
る
。

こ
れ

は
、
本
稿
㈲

に
お
い
て
・
既

に
膏
自
及

し
た
と

こ
ろ
で
あ

る
。

あ

え

て
重
複

を

顧

り
み
ず

、

こ

の
点

に

つ
い
て
、

列
挙

的

に
再

言
す

る
な

ら
ば

・

次

の
よ

う

に
な
繍

四

今

日
に
お
け
る
議
員
選
挙
費
用

の
巨
額
化

は
、
歴
然
た
る
妻

で
あ

る
。

一
九
八
八
年

に
お
け
る
上
院
議
員
候
讐

三
四
名
が
投

じ
た

選
養

用
総
額

は
、

一
億

三
〇
〇
〇
万
ド

ル
以
上

で
あ

る
。
他
方
、
同
年

に
お
け
る
四
三
五
名

の
下
院
議
員
候
薯

が
支
出
し
た
選
挙
費

用

は
、
総
計
で

一
億
八
〇
〇
〇
万
ド

ル
を
越

え
て
い
る
。
會

、
議
員
選
挙

に
費
消

さ
れ

る
資
金
総
額

は
、

一
九
七
〇
年
代
初
期
以
来

の

イ

ン
フ

レ
イ

シ

・
ソ
率

を
追

い
抜

き
、
当

時

の
約

二

・
五
倍

に
膨

張

す

る

に
至

っ
て

い

強

)

加

え
て
、
現
職
議
員

は
、
挑
戦
候
補
芝

比
較
し
、
多
額

の
選
萎

金

を
入
手
す

る
こ
と
が

で
き

勉

衝

を
あ
げ
る
な
ら
ば
・

一
九

八
八
年
+
月
+
九
日
の
、
選
挙
当

日
の
約

三
週
豊

前

の
時
点

に
お

い
て
、
現
職
上
院
議
員

は
、
既

に
、
総
額

八
九
〇
〇
万
ド

ル
を
調
達

し
て
い
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
挑
戦
候
補
者

の
総
額
は
、
四
〇
〇
〇
万
ド

ル
に
す
ぎ
な

い
。
現
職
議
員

と
挑
戦
候
補
者

の
間

に
禁

る
選

挙
資
金
獲
得
量

の
断
層
は
、
下
院

の
髪

只

さ
ら

に
拡
大
す

る
。
同
じ
時
点

に
お
け
る
現
職
下
院
議
員

の
選
挙
資
金

の
獲
得
量

は
・

一
億

五
〇

〇
〇

万

ド

ル
で
あ

る

の

に
対

し
、

挑
戦

候
補

者

は
、

こ

の
二

一
%

に
当

る
三

二
〇
〇

万

ド

ル
を

確
保

し
得

た

に
す

ぎ

な

い
。

同

じ
く
・

一
九
会

年
⊥

九
八
六
年
の
馨

運
鼎

の
問

P
A
C
に

現
職
議
員
に
八
九
五
・
万
ド
ル
戦

嚢

候
薯

に
擁

か
一
九
二
・

万

ド

ル
を
、

そ
れ
ぞ

れ
、

献

金

し

て

い
る
。

P

A

C

の
現

職
議

員

に
対

す

る
強

烈

な
選
好

性

は
、

こ
う

し
た
貨

幣

と

い
う
数

量

に
よ

っ
て

見
究

め

ら
れ

る
。

ま
た
、

、」
の
選

好
性

は
、

ア

メ
リ

カ
医
師

会

p

A

c

(》
墓

誉

窪

ζ
㊦島
邑

壽

㎝g
帥㊤
二
8

ゴ

℃
》
O
)

の
首

脳

の
次

9
一呂
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葉

に
・

凝
縮

さ
れ
娩

ひ4

「
我

々
は
、

親

現

職
議

員
政
策

(餌
{ユ
φ
巳
そ

ぎ
2
日
冨
艮

b
。
一菖

)
を

堅
持

し
て

い
る
。

現
職
議

員

.
挑

戦
候

補
者

双
方

の
主

義
主

張

に
異

論
が

な

い
と

し

て
も

、
我

々
は
、
常

に
、

厳
と

し

て
現

職
議

員

の
側

に
立

つ
」
。

事

実
・

現

職
議

員

は
、

挑
戦

候
補

者

を
打

倒

す

べ
き
巨

大

な

選
挙
運

動
資

金

を

備
蓄

す

る

こ
と
が

で
き

る
。

例

え
ば
、

一
九

八
八
年

の

上
院
議
員
選
挙
前
に
お
け
る
選
書

金
の
響

状
況
ξ

い
て
・
考
察
し
三

よ
嬢

蓬

を
希
求
す
る
二
老

の
轟

上
院
議
員
は
、

選

挙

の
前

年

に
当

る

一
九

八
七
年

の
時

点

で
、

既

に
平

均

一
四

三
万

二
〇

〇

五

ド

ル
の
資

金

を
調
達

し

て

い
た
。

こ
の
年
、

非

現

職
上
院

議
員

四
名

の
み
が
・

一
〇
〇

万

ド

ル
を

確
保

し
得

た

に
す

ぎ

な

い
。

P

A

C
か

ら
三
〇

万

ド

ル
以
上

を
収

集

し
得

た
上
院

議

員
候

補
者

ご

七
名

は
、

す

べ

て
、

現
職

上
院

議

員

で
あ

っ
た
。

一
例

を
あ

げ

る

な
ら
ば

、

ニ

ュ
ー

ヨ
ー

ク
州

選
出

の
民
主
党

上
院

議
員

D

.
P

.
モ
イ

ニ

ハ
ソ

(∪
窪
凶巴

即

ζ
。
鴫
三
ゴ
き
)

の

一
九

八
八
年

に
お
け

る

選
挙
資

金

は
、

総
額

五

二
〇

万

ド

ル
で
あ

る
。

こ
れ

に
対

し

て
、

モ
イ

ニ

ハ
ソ
議

員

の
対

立

候
補

者

で
あ

っ
た

R

・
マ
ク

ミ
ラ

ソ

("
O
げ
O
同幹
リ蚤
O竃
一一一蝉
旨
)

は
、

よ
う
や

く
五
〇

万

ド

ル
を
獲

得

し
た

に
す

ぎ

な

か

っ

た
。

他
方

、

一
九

九
〇

年

の
選

挙

を
視

野

の

一
隅

に
収

め

る
下
院

議
員

全
員

は
、

一
九

八
九
年

一
月

ま

で

に
、

六
七
〇

〇

万

ド

ル
以
上

を

準

備

し

て

い
た
。

こ
の
数

値

は
、

二
年

前

に
お
け

る
現
舞

高

よ

り
転

ゴ
一九

%
増

で
あ

っ
た
.

D

.
メ
イ

ヒ

、
素

U
⇔
<
一血

寂
簿
田
げ
器

教
授

の
次

の
言
葉

に
、
選
挙
資
金

の
備
蓄
面

に
お
け
る
現
職
議
員
と
挑
戦
候
補
者
と

の
位
相

の
落
差
を
、
読
む

こ
と
が

で
き

る
で
あ
ろ
う
。

「
現
職
議
員

は
・
彼
ら
が
落
選
す

る
可
能
性

に
乏
し
い
故

に
、
選
挙
資
金
を
取
得
す
る

こ
と
が

で
き

る
。
ま
た
、
彼

ら
の
資
金
量
が
豊

富
で
あ
る
故

に
、
落
選
す
る
可
能
性

に
乏
し

い
」
。

P
A
C
か
ら
の
選
挙
資
金

の
提
供

の
…機
会

に
恵
ま
れ
な

い
挑
戦
候
補
者

は
、

こ
う

し
て
、
当
選

へ
の
飛
翔

の
翼
を
喪
失
し
た
も

の
と

い

う
こ
と
が

で
き
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
議
員
と

し
て
の

《
生
活
》
が
そ

の
ま
ま

《
選
挙
運
動
》
と
無
媒
介

に
結
合
す

る
時
間
的
余
裕

と
豊
富
な
選
挙
資
金

と
が

遭
遇
し
重
畳
す

る
こ
と

に
よ

っ
て
、
現
職
議
員

は
、
自

己
の
地
位

の
安
泰
と

い
う
最

も
堅
固
な
鎧

で
覆
わ
れ
.勾
.」
と
に
な
る
。
げ

ん
に
、

172(42の
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一
九

八

八

年

に
再

選

を

果

た

し

た

カ

リ

フ

ォ

ル

ニ
ア
州

選

出

の

共

和

党

上

院

議

員

P

・
ウ

ィ

ル

ソ

ン

(
勺
①
件Φ

d
く
臨
oo
O
口
)

は
、

六

月

の
予

備

選

挙

の
数

ヶ
月

以

前

に
、

対

立

候

補

者

で

あ

る

民

主

党

選

出

の
当

該

州

副

知

事

L

・
マ

ッ
カ

ー

シ

ー

(
い
8

竃
。
9

旨
ξ

)

に
対

し

て
・

《
負

の
宣

伝

弾

幕

砲

火

》

(p。
切
。
σq
餌
ユ
く
.

鋤
店
く
①
.
臨
。・凶コ
αq

げ
餌
罎
謝

①
)

を

浴

び

せ

た

。

こ

の
時

点

ま

で

に
、

他

の

い

か

な

る

現

職

議

員

よ

り

も

多

額

の
選
挙
資
金
を
調
達

し
得

た
顯

に

(
『
九
八
八
年
五
月
の
時
点
で
五
・
・
万
ド
ル
×

ウ

ィ
ル
ソ

ン
は
、

こ
う
し
彙

警

肇

蕩

を

展
開
す

る
こ
と
が
可
能

で
あ

っ
た
。

次

に
、
現
職
議
員

の

《
議
員
生
活
》
と

《
選
挙
運
動
》
と

の
問

に
回
転
扉
を
設
置
す
る
議
会

の
制
度
的
改
革

に
つ
い
て
述
べ
た

い
。

会難
襲

鐸
的誰
離
甥難

.(藷
讐

縫
簸

豪
靴
麗

い趨

員器

回
帰
的
円
環
運
動

の
効
果
的
反
覆
を
支
え
、
保

障
し
、
立
法
過
程
及
び
立
法
慣
行

に
具
現
さ
れ
る
と

こ
ろ
の
、
今
日
に
お
け
る
議
会

の
政

治
的
装
置

の
設
定

に
ほ
か
な
ら
な
い
。

そ

こ
で
、
ま
ず
、
《
選
挙
区
生
活
様
式
》

に

つ
い
て
論
述
し
た
い
と
お
も
う
。

時
代

の
推
移

の
過
程

の
根
元
に
変
質
し
な

い
現
職
議
員

の
主
要
目
標

は
、
再
選

の
確
保
、
政
策
形
成
過
程

に
対
す
る
影
響
力

の
行
使
、

そ
し
て
、

蔑

的
な
威
信
潅

力

の
獲
得

以
上

の
三
者

に
求

め
ら
れ

翰
軸

こ
の
三
者

の
な

か
で
・
嚢

の
確
保

を
除

く

二
者

の
蔑

は
・

も
と

よ
り
、
再
選

の
確
保

に
懸

っ
て
い
る
。

い
わ
ば
、

こ
の
二
者

の
仮

面
の
背
後

に
あ

る
素
面
が
、

ほ
か
な
ら

ぬ
再
選

の
確
保

で
あ

る
。

こ
れ
故
、
再
選
確
保

の
至
上
命
令
と

い
う
最
も
強

い
主
旋
律
が
、
大
多
数

の
現
職
議
員

の
意
思
決
定

の
基
層
部
を
貫

ぬ
き
・
尖
鋭

に
鳴

り

響

い
て
い
る
。

現
職
議
員

は
、
そ

の
在
任
中
、
様

々
な
方
法

に
よ

っ
て
、
自

己

の
選
挙
区

に
お
け

る
支
持

の
培
養

に
、
努
力
を
集
中
し
な
け
れ
ば
な
ら

な

い
。

こ
の
場
合
、
投
票
者

の
疎
外

に
苦
慮

す
る

こ
と
な
く
、
高
好
感
度

の

イ

メ
ー

ジ

を
創

出

し
、
自

己

の
知
名
度
を
上
昇
さ

せ
る
た

(421)X73



め
に
・
難

員
は
・

通
常

三
筋
の
華

区
活
動
の
ヴ

ー

の
合
成
を
組
織
す
夢

2

つ
は
、
《
争
占
渦な
き
出旦
伝
活
動
》

拠

(露

富

聾
舞

琶

昌
㈹
)

の
展

開

で
あ

る
。

こ
れ

は
、

選

挙

民

の
歓

心
と
満

足

を
得

る

た

め

の
自

己
宣

伝
活
動

で
あ

る
。

例

、嶽

、
テ
キ

サ

ス
州

選

出

の
民
主

党

下
院

議
員

A

・
パ

ス
タ

マ
ン

(
≧

ぴ
・
島

ゆ
の§

帥
器

)
が

、
海

軍

兵
学

校

出
身

で
身

長

七

フ

ィ
ー

の
非

凡

の
才

鋤

能

に
恵

ま

れ

た
パ

ス
ケ

ッ
ト
ボ

ル

選

手

で
あ

る
海
軍

少

尉

候
璽

D

・
…

ソ

ソ

(O
m
<
己

閃
o
ぽ
器
8
)
を
、

全
米

バ

ス
ケ

ッ
ー
ボ

α

ー

ル
協
会

(Z
き

琶

。・
帥
.・藝

聾
茸

のの§

登

の

壽

・・8
H塞

・
嵩
h馨

8

に
属

す

る

留

ロ

〉
巨
仲。
口
一。
ω
℃
β
H
ω
で
競

技

し
得

る

よ
う

に
兵

役

霧

年

限

の
免

除

舞

芒

た
と

い
う
事

例
が

、

こ
れ

は
当

る
。

こ
う
し

た
要
請

は
、

確

か

に
、

笑
止

で
あ

ろ
う

。

し

か
し
、

ア

メ
リ

カ
海

軍
首

脳
部

に
は
・

必
ず

し
も

笑

う

べ
さ

」
と

で

は
な

い
。

な
ぜ

な

ら
、
パ

ス
タ

;

下
院

議

員

は
、
下

院
畢

委

員
会

(韻
。
.
.。.

　
　

　

≧

日
㊦
α

留

圏
ユ
6
窪

O
。
ヨ
巨

器

φ
)

の
委

員

の
要

職

に
あ

っ
た

か

ら

で
あ

る
。

そ

の
二
は
自
己

の
選
挙
匿

稗
益
す
る

連
邦
政
府
政
策
及
び
社
会
福
祉
事
業

(
o窃
①≦
o
蒔
)
の
実
種

対
す

る

選

挙

民

の

《
信
用
》

(昆

δ

の
累
積

で
あ
る
・

新

た
な
高
速
道
路
や
ダ

ム
が
建
設
さ
れ
た
と
き
、

現
職
議
員

は
、

メ
デ

ィ
ア
に
ょ
る
報
道

の
機
会
を
劇
的

に

実

現

さ

せ

る

こ
と

に
よ

っ
て
・

選
養

の
注

視

と
賛
嘆

と

い
う
輝

し

い
光

背

の
支

え
を
得

る

.」
と

が

で
き

る
。

.」
の
よ
う

な

個

々
の
現
職

議
員

が

直
面

す

る
そ

れ
ぞ

れ

の
選

挙

区

の
現
世

秩
序

の
総

体

の
基

部

に
は
、

議

会

に
お
け

る
霧

な
地
方

嚢

の
伝
統

の
支

配

と

い
う
不

可
視

の
努

が

、
秘

め
ら

れ

て

い
る
.

こ

の
占
描
に

つ
い
て
、

議

会

研
究

で
講

な
鋭

ッ
キ

ン
グ

ス
研
究

所

(
ロd
お
。
犀
ぎ
αq
。。

冒
。。ユ
言
8
)

の

J

・
L

・
サ

ソ

ド

キ

ス

ト

(
智

臼
①
m

ピ
.
ω
弾
巳

ρ
巳

。・榊)

は

、

次

の

よ

う

に
述

べ

て

い

る

。

「地
方
も
し
く

は
地
域

の
要
求

に
、
ど
れ

ほ
ど

の
価
値
が
あ
乏

せ
よ
、

そ
れ
は
、
轟

議
員

の
心
量

く
の
し
か
か
る
箱

違
な

い
。

テ

キ
サ

ス
州

選

出

の
下
院

議
員

は
・

石

油
利

益

の
視

点

か
ら
、
南

ダ

コ
タ
州

選

出

の
下
院

議
員

は
、

牧

畜
利

益

の
角
度

か
・り
、

そ
し

て
、

デ

ト

。
イ

ト
裏

出

の
下
院

議
員

は
、
自

動

車
産
業

利

益

を

セ

ソ
サ
差

し
て
、

国
民

的

利
益

を
、

そ

れ
ぞ

れ
、

展
望

し

な
け
れ
ば

な

ら

な

い
・
馨

区

の
利
益

の
眼

を
通

じ

て
眺

め

ら
れ

る
外

交

政
策

は
、

特
定

問
題

に

つ

い
て
、

下
院

議
員

を
、

ギ

リ

シ
ャ
、

イ

ろ

フ
エ
ル
、
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あ

る
い
は
、

ア
イ
を

フ
ソ
ド

の
轟

の
方
向

に
、
傾
斜
さ
せ
る
と

い

そ

も
よ

い
、
予
算

は
、

颪

の
財
政
計
画

の
み
に
尽

き
る
の
で
ば

な
く
、
同
時

に
、
選
挙
区

の
間

に
配
分
さ
れ
る

、、翼

ぎ

9
.、
と
し
て
妾

現
わ
れ
る
。
軍
部
が

い
か
な
る
兵
器
を
入
手
す
べ

き

か
は
・

州
も
し
く

は
馨

区
に
、
ど

の
よ
う
な
工
崇

所
在

し
て
い
る
か
に
よ

っ
て
、
判
断
さ
れ
ね
ば
な
ら
な

い
。
し
か

も
・

こ
の
こ
と

は
・
全

政
策
領
域

に
つ
い
て
妥
当
す
る
。
毒

覆

と

い
う
政
治
的
誘
因

は
、
議
員

の
、
と
り
わ
け
、
少
な

か
ら
ず
特
殊
化
さ
れ

蓮

挙
区
を
代

表

す

る
下

院
議

員

の
、
物

の
見
方

を
、
広

澗

か
ら

狭
隆

へ
と

、

駆

り
立

て

る
」
。

そ

の
三
は
、
公
共
政
策
上

の
係
争
点

に
関
す

る

《
明
確
な
立
場
》
(霧

一§

)
の
宣
示
で
あ
る
。
選
挙
民
は
・
時

に
は
・
議
論

の
的

に

な
る
問
題

に

つ
い
て
見
蟹

開
示
す

る
こ
と

に
よ
り
公
共
政
策
上

の
係
争
点

に
関
す

る
明
確
な
立
場
を
表

明
す
る
現
職
議
員

に
対

し
て
・

投
票
と

い
う
報
酬
を
与

え
る
と

い
う
場
ム
、
が
あ
る
。
け
れ
ど
も
、

こ
う
し
た
旗
幟
を
鯖

に
す
る
政
策
的
立
場

の
表

明

は
・
馨

区

に
お

け
る
支
持

の
堅
固
な
構
築
よ
り
も
、
む
し
ろ
、
特
定
諸
集
団

の
支
持
を
放
散
さ
芸

傾
向

に
あ

る
。

と
く

に
・

こ
の
こ
と

は
・
議
会

に
お

け
る
罎

議
是

よ
る

《
系
裂

票
》
(・・§

α・
・{
ぎ
琶

に
つ
い
て
い
え
よ
讐

下
院
非
米
活
動
委
員
会

(蕾

=
2
..φ

量

ヨ
ゆ
§

》
.、一く
一.剛。
・,
。
。量

..舘
)

の
立
楚

対
す

る
自
ら

の
霧

に
お
け

る
支
持
投
票

の
撮

を
説
明
し
た
際

に
二

下
院
議
員

は
・
《系
裂

票
》

を
旋
回
軸
と
し
て
現
職
議
員

の
蒙

の
危
機

が
拡
が
る
と

い
う
脅
威

の
状
況
を
、
次

の
よ

う
に
述

べ
て
い
強

「
禁

思
う
に
、

.」
の

;

の
係
争
問
題
が
、
地

に
波
瀾
を
起
す
と

い
う
譲

は
、
ま
ず
、
な

い
で
あ

ろ
う
・

い
か
な
る
係
争
問
題

で

あ
ろ
う
と
も
、
そ
れ
が
現
肇

員

の
政
治
生
命
を
断

つ
こ
と
は
な

い
と
み
て
よ

い
。
し
か
し
、
現
職
議
員

の
投
票
態
度

如
何

に
よ

っ
て
・

;

の
係
争
問
題
が
、
あ

る
利
益
集
団
を
精
神
錯
乱

に
陥
れ

る
こ
と
は
、
あ

り
得

る
。
ま
た
、

ち
な
み
に
少
な

か
ら
ず
畿

あ
る
別

の
利

益
集
団
は
、
鉄
砲
統
制
賭

に
対
す
る
羅

贅

の
投
票
態
度
ξ

て
は
・
弩

心
頭
箋

し
よ

う
・
さ
ら
に
・
蕎

組
合
は
・
強
制

働

仲
裁

(8
日
や
危
。。。
蔓

母
げ
…冨

ぎ

鐸
)
に
、
憤
怒
を
隠

さ
な

い
。

こ
う

し
た
事
態

塁

る
か
至
ら
な

い
う

ち
に
・
現
職
聲

は
・
藁

を
蒙

る

で
あ
ろ
う
.

い
ず

れ
様

々
蓮

果

あ
る
に
せ
よ
、
現
職
贅

が
数
個

の
利
華

団
姦

に
回
す

に
は
・

こ
の
種

の
余
り
に
も
多
く

の
投

怖



票

は
・

必
要

で

は
な

い
・

こ
れ

ら

の
利

華

団

は
、

現
職

資

が

投
票

を

誤

っ
た

た
だ

;

の
係

争

問
題

の
み

に
、

頓
着

す

る

に
す
ぎ

な

備

い
・

も

と

よ
り
・

罎

議

員

が
二

会

期
内

に
、

二
、

三
度
、

こ

の
よ
う

な
投
票

を

行
う

髪

口
は
、

あ

り
得

る
.

し

か
し
、

現
駿

自貝
が
、

こ
う

し
た
投
票

を
連

続

的

に
行

っ
た
場
合

、
轟

の
霧

寛

守

る
必
要

が

あ

る
」
.

働

ミ

シ

ソ
ガ

ソ
大
学

(¢
昏

φ
昌

・
h
葦

響

)

の
J

・
w

・
キ

ソ
多

ソ

(冒
ゲ
p
≦
・
内
一コ
㈹
山
。
コ)
教

授
も
、

同

じ
く
、

次

の
よ

う

に

指
摘
す
蝿

「
窺

を
芒

た

;

の
投
票
行
為
が
、
持
続
性

の
あ
る
政
治
的
損
害
を
創
出
す

る
わ
け

で
は
な

い
と

い
う
箋

は
、
承
認
さ
れ
乏

せ
よ
・

こ
の
妻

の
奈

・
轟

議
員
が
考
慮

に
入
れ
ね
ぽ

な
ら
な

い
す

べ
て
で
は
な

い
。
馨

区

に
お
け

る
様

々
糞

素

に
敵
対
す
.Φ

…

《
系
裂

票
》
を
実
行
す
る
こ
と
は
、
可
能

で
あ
る
。
し
か
し
、

そ
の
悉

効
果

は
、
き
わ
め
て
葵

と

い

そ

よ
い
.

こ
う
し
た

投
票

の

三

つ
は
・
確

か

に
董

覆

肇

上

の
問
題
状
況
を
創
出
す
る
わ
け

で
は
な

い
.
け
れ
ど
も
、
そ
の
投
票

の
総
体
は
、
重
大

な
結

果

を
、
惹

き

起
す

で
あ

ろ
う
」
。

右

の
ご
と
き
状
況

か
ら
・
挑
戦
候
薯

と

の
対
決
を
予
想
す
る
轟

贅

は
、
肇

区

に
お
け
る
自

己
宣
伝
活
動

の
展
開
と
自
ら
が
積

み
上
げ
た
社
会
福
祉
妻

の
実
績

に
対
す
る
声
価

の
喚
起
と

に
、
自
己

の
対
馨

区
活
動

の
騒

す
べ
き
焦
占
{寛

出
す
。

フ

ェ
ノ
整

の
い
う

《
肇

区
生
活
嚢

》

は
、
以
走

叙
述

し
た
三
者

の
対
肇

区
活
動

の
連
環

に
よ

っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。

そ

れ
で
は
・

い

っ
た
い
・
《
肇

区
生
活
嚢

》
と

は
、
具
体
的

に
、

ど

の
よ
う
な
内
実
を
有
す

る
の
で
あ

ろ
う
か
.

い
う
と

こ
ろ
の

《
選

挙
区
生
活
様
式
》
と

は
・
現
馨

象

邑

の
選

挙
区

に
お
け
る
支
持

を
培
芒

て
ゆ
く
と

い
う
特
殊

の
生
活
嚢

で
あ
る
。
そ

の
目
的

と

す

る
と

こ
ろ

は
・

「彼

ら
を
見

守

る
人

々
か
ら
引

き

だ
さ

れ

る
推
断

が
、

常

に
、

彼

ら

の
政
治

的

立

場

に
与

す

る
よ
う

に
、

一
個

の
人

間

と

し

て

自

己

を

雷

す

る

こ
と

」

(
ξ

　

・
・
;

φ
匿

ー

・・
⇔

霧

・
三

・

・…

げ

螢
竃
恥
コ

ゴ
陣
け
齢
ゲ
。

一昌
{⇔
目
①
嵩
。
。
・,

山
円
麟
毛
コ

げ
気

↓げ
。
㎝①

藁

.
謬

三

=
げ
.
.。
§

.
目
け垂

に
あ

る

・

《
選

挙

区

生

活

嚢

》

の
概

念

は
、

肇

区

と

議

員

と

霧

占
蔀

に

照

明

姦

げ

入

れ

た

場

合

、
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そ

こ
に
お
け
る
焦
点
を

《
袋

》
(善

『⇔
・・①量

9

か
ら

《
伺
候
》
(
窟
…
§

琶

へ
と
・
移
動
さ
せ
穐

「
再
選

挙
区

に
お
い
て
最

も
重
視

さ
れ
る
の
は
、
現
職
議
員

の
訴

え
る
係
争
問
題

の
内
容

で
は
な
く
、
現
職
議
員

の
選
挙
区
生
活
嚢

で
あ
争

現

職

議
員

の

《
選

挙
区

生
活

様
式

》

は
、
モ
ザ

イ

ク
風

に
構
成

さ

れ

、
以

下

の
三
者

の

モ
ザ

イ

ク
の
総

体

が

、
現
職

議
員

の

《
選

挙
区

生

活

様
式

》

の
全
体

籐

を
形
づ

く

る
。
《
自

己
表

出

》

(嘗
①
。。。暮
豊

呂

9

。。・
5

、
《
ワ

シ

ソ
ト

ソ
に
お
け

る
議
員
活

動

の
説
明

》

(賃
鳳
巴
巳
茜

≦
豊

藁

§

象
爵

)、

そ
し
て

《
資
源

の
配
分
》
(舞

書

・
{
H§

器

.・)
が
・
こ
れ

で
あ
躯

《
選
挙
区
生
活
様
式
》

の
総
体
を
裏
面
か
ら
照
射
す

る
視
軸
が
あ

る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
《
自
己
表
出
》

で
あ

る
。
さ
ら

に
、
《
自

己

表
出
》

は
、
現
職
議
員
と
選
挙
民
と

の
間
に
お
け

る
信
頼
関
係

の
保
持
と

い
う
柵

の
な
か
で
の
み
可
能

で
あ
る
。
あ

る
い
は
、《
自
己
表
出
》

と

は
、
現
職
議
員
と
選
挙
民
と

の
間

に
お
け

る
信
頼
関
係
と

い
う
微
少
な

一
点
を
核
と
し
て
成
立
す
る
世
界
で
あ

る
と

い

っ
て
も
よ

い
。

現
職
議
員

は
、
選
挙
民

の
間

に
、
自

己
に
対
す

る
信
頼
と
選
挙

の
際

の
政
治
的
支
持
と
を
醸
成

し
得

る
自

己
の
イ

メ
ー
ジ
を
、
選
挙
民

に
・

絶

え
ず
濃

厚
に
投
げ
か
け
、
彼

ら
の
意
識

の
内
面

に
、

そ
れ
ら
を
刻
印

し
な
け
れ
ば

な
ら
な

い
。

こ
の
た
め
、

「
現
職
議
員

は
、

一
人

の

人
間
と
し
て
の
自

己
を
表
出

し
、

"彼

は
信
頼
に
価

す
る
立
派
な
議
員
で
あ

る
"
、

"
彼
女

は
信
頼

に
価
す

る
立
派
な
女
性
議
員
で
あ
る

"

と
い
う
称
賛
を
獲
得
す
る
た
め
に
・
選
挙
区
を
訪
れ
華

も

と

よ
り
、

現
職

議
員

が

選

挙
民

の
信

頼

を
獲

得
す

る
と

い
う

こ
と

は
、

容

易

に
な

し
得

る
と

こ

ろ
で

は
な

い
。

そ
れ

に

は
、

多
大

の

時

間

を
要

す

る
。

こ

の
点

に

つ

い
て
・

フ

ェ
ノ
教
授

は
・

次

の
よ
う

に

い
徳

「
選
挙

民

の
信

頼

の
獲

得

は
、

一
夜

に
し

て
で
ぎ

る
わ

け

で

は
な

い
。

そ
れ

は
、

ま

た
、

一
時

し

の
ぎ

の
も

の

で
も

な

い
。

選
挙

民

の

信
頼

の
獲

得

は
、

至
難

で
あ

る
。
選

挙
民

の
信
頼

は
、

絶

え
ず

、
更

新

さ
れ

、

再
獲

得

さ
れ

ね
ば

な

ら

な

い
。

あ

る
現

職
議

員

は
、
次

の

よ
う

に

い

っ
て

い
る
。
"
信

頼

と

は
、

累

積
的

な
も

の
で
あ

り
、

総
体

的

な

も

の
で
あ

る
。

議

員

は
、

こ
ち
ら

で
少

々
、

あ

ち
ら

で
少

々

と

い
う

よ

う

に
、

そ

れ
を
、

積

み
あ
げ

て
ゆ

か
ね
ぽ

な
ら

な

い
"
。

こ
れ

故
、

選

挙

民

の
信
頼

を
構
築

し
維

持

し

て
ゆ

く

た

め

に
は
、

彪

(425)177



大

な
時

間

が
、

不
可

欠

で
あ

る
。

こ
れ
が

、

現
職

下
院

議
員

が

考

え

て

い
る
信

頼

の
獲

得

で
あ

る
。

こ
れ
故

に
、

彼

ら

は
、

選

挙

区

で
、

職

務

時
間

の
余
り

に
も

多

く

の
部
分

を
、

費

や

さ
ね
ば

な

ら

な

い
の
で
あ

る
。

私
が

調
査

旅

行

に
お

い
て
見

聞

し

た
事

柄

の
多

く

は
、

新

人
議

員

に
は
・
彼

ら

を
支

持
す

る
選

挙

民

の
信

頼

を
獲
得

す

る

た

め

の
、

ま

た
、
経

歴
を
積

ん
だ
議
員

に
は
、

そ

れ
を

維
持

す

る

た

め

の
、

間

断

な
く
続

く
努

力

と

し

て
、

説

明

さ
れ
得

る
」
。

こ
こ
で

い
う
選

挙
民

の
信
頼

は
、

三
象
面

か
ら
構

成

さ
れ

る
複

合
像

で
あ

る
。

そ

の

一
つ
が

、
《
適

格

性
》

(ρ
ロ
彊
ま

。帥
樽一。
昌
)

で
あ

る
。

現

職
議

員

は
、

職

務

を
首

尾

よ
く

遂
行

し
う

る
と

す

る
確

信

が
、

こ
れ

は
当

る
。

そ

の
二

は
、
《
一
体
感
》

(幕

昌
ま

舅

百

)

で
あ

る
。

こ

れ

は
・

現
職

議
員

が
、

彼

ら

の
選

挙

民
と

言

論
と

行
動

に
お

い
て
相

似

の
軌

跡

を
描

く
と

い
う
印
象

で
あ

る
。

現

職
議

員

は
、

そ

の
選

出

州

も

し
く

は
選

出

地
域

の

一
部

を
形

成
す

る
と

い
う
印

象

と

い
い

か
え

て
も

よ

い
。

そ

の
三

は
、
《
共

感
》
(。ヨ
勺
碧
ξ
)

で
あ

る
。

現

職

議

員

は
・
選

挙

民

の
直

面

し

て

い
る
公
共
諸

問
題

を
理

解

し
、

少

な

か
ら

ぬ
配
慮

を

示
す

と

い
う

の
が
、

こ
れ

で
あ

る
。

こ
う

し

た
複
合

像

　
れ
　

に

つ
い
て
、

フ

ェ
ノ
教
授

は
、

次

の
よ
う

に
解

説
す

る
。

「適

格

性
、

一
体

感

、

そ

し
て
、

共
感

は
、

す

べ
て
、

選

挙

民

の
信

頼

を
構
築

す

る

た

め

に
有

用

で
あ

る
。

少

な

か
ら

ぬ
程
度

、

こ

の

よ
う
な
選

挙

民
が

現
職

議

員

に
抱

く

三

つ
の
印

象

は
、

双
方

間

の
常
規

的

な
接

触

と

い
う

明
確

な
事
実

に
よ

っ
て
、

伝

・兄
ら
れ

る
。

現

職

議

員
が
、

屡

々
、
気
軽

に
選

挙
区

を
訪

れ

、
選

挙
民

を
自

ら

に
引
き

合

わ

せ
、
自

ら
も
選

挙

民

に
進

ん

で
会

い
、
彼

ら
と
面

談
す

る

こ
と

に

よ

っ
て
、

〃
私

は
、
諸

君
選

挙
民

に
、

私
が

議

員
と

し
て
適

格

者

で
あ

る
と

い
う

こ
と

を
、

立
証

す

る
〃
、

"
私

は
、

諸

君

に
、

私

が
諸

君

の
仲

間

の

一
人

で
あ

る
と

い
う

こ
と

を
、

立

証
す

る
"
、

あ

る

い
は
、

"私

は
、
諸

君

に
、

私
が

諸

君

の
立
場

を

よ
く

理
解

し

て

い
る
と

い

う

こ
と

を
、

立
証

す

る
"

と

い
う

の
が
、

す

な
わ

ち
、

こ
れ

で
あ

る
。

も

し
、

こ
れ

に
反

し

て
、

現
職

議
員

が
、

選

挙
民

と
進

ん

で
会

い
、

選

挙

民

の
面
会

の
要

求

に
も
応

じ
、
彼

ら
と
談

論

し
、
談

論

の
要

求

を
受

け

い
れ

る
た

め

に
、

選

挙

区

を
訪

れ

る
と

い
う

こ
と

を
、

し
な

か

っ
た
と

し

た
ら
、

選
挙

民

の
現
職

議

員

に
対

す

る
信
頼

に

つ
い
て
、
憂

慮

す

べ
き

根

拠
が
あ

る
と

い
う

こ
と

に
、

な

る
で
あ

ろ
う
」
。

178r426)
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現

職
議

員

は
、
選

挙

区

の
頻
繁

な

訪
陽

を

通

し

て
v

《
適
格

性

》
レ
《
一
体

感

》
、
《
共
感

》
と

い
う
偲

人
帥

な

性
格

の
多

面
像

を
v

美
的

な

結

晶

と

い
う

形

で
、

選

挙
民

の
面

前

に
、

提

出

し
な
け

れ
ば

な

ら

な

い
。

こ

の
三
者

は
、
選

挙

区

の
あ

ら
ゆ

る
角
度

に
向
け

て
・
自

己

に

対

す

る
政
治

的

支
持

と

信
頼

の
牽

引
力

を

発
進

さ

せ
る

こ
と

の
で
き

る
基

点
と

な

る
か
ら

で
あ

る
。

こ

の
よ
う
な

個
人
的

性
格

は
・

時
事

通

信

(昌
。
≦
。。一面齢再①
門。。)
、

郵
便

(ヨ
騨
濠
譜
αq
。。)
、

選

挙

区

に
お
け

る
集
会

(房
霧
叶写
oq
。・
冒

併密

8
屋
葺
器
9
蜜
)
、

選

挙

区

訪

問

(需
諾
睾
巴

.
一・,搾
.)
な

ど

の
、
現

職

議
員

と
選

挙

民
と

の
間

に
介

在

す

る
あ

ら
ゆ

る

コ
ー

ユ
ニ
ケ
イ

シ

ョ
ソ
手

段

を
通

じ

て
・
選

挙

民

に
伝
達

さ
れ
徳

現
職

議

員
と

選

挙
民

と

の
接

触
が
、

対

面
的

に
濃

密

と

な
り
、

選

挙

区

の
土
壌

に
溶

け
込

み
、

選

挙
区
内

に
深

く

か

つ
広

く
浸

透
す

れ
ば

す

る

ほ
ど
、

そ
れ

だ

け
、

そ

の
伝
達

事

項
が

、
選

挙

民

の
記

憶

の
最

下
層

に
沈

澱

す

る

可
能

性

も

ま

た
、

増

大

し

て
ゆ

く
。

現

職
議

員
と

選

挙
民

と

の
間

に
お
け

る
信
頼

関
係

は
、

そ

れ
ぞ

れ

、
独

立

的

に
多

様

性

を
主

張
す

る
。

さ

ら

に
、

こ

の
よ
う

な
信

頼
関

係

を
効

果
的

に
構

築

し
得

る

《
選

挙

区
生
活

様
式

》

と

い
う

単

一
体

は
、

細
片

と

し

て
散
乱

し
、
無

数

と

い
え

る
数

に
多

元

化

さ
れ

る
。

例

え
ば
、

伝

説
的

な
下
院

議

長

《
ミ

ス
タ

ー

・
サ

ム
》

(
、.ζ
鉾

ω
鶴
日
、、)

レ
イ
バ

ー

ン

(閑
曙
げ
霞
昌
)

は
、

一
九

一
三
年

か
ら

一
九

六

一
年

に
至

る
ま

で

の

ほ
ぼ

五
〇
年

間

に
わ

た
り
、

気

さ
く

な
耕

作
農

民
と

し

て
、

東

テ
キ

サ

ス

の
選
挙

区

を
代

表

し

て
き

た
。

一
た
び
、

彼

の

本

拠

地

で
あ

る
ボ

ー

ナ

ム

(ζ口
o鄭
ぴ
髄
日
)

に
帰
省

し
た
と

き
、
彼

の
南

部

人
特
有

の
間
延

び

し
た
話

し

ぶ
り

(α
鑓
乱
)

は
、

一
層

・
聞
き

と

り

に
く
く

な

り
、
彼

の
特
別

仕

立

て

の
背

広

は
、

カ

ー
キ
色

の
ズ

ボ

ン
、

古

い

シ

ャ
ツ
、

そ

し

て
、

ス
ラ
ゥ

チ

ハ
ッ
ト

(o噂一〇帽
Oず
ぴ
帥
吋)

に
、

と

っ
て
代

え
ら

れ

た
。

彼

の
旅

行

に

は
、
数

多

の
窪

み
跡
が

点
在

す

る
無

蓋

の
小

型

ト

ラ

ッ
ク
が
、

用

い
ら
れ

る
。

そ
れ

は
、
彼

が

首
都

で
乗

り
回
し
て
い
る
下
院
議
長
公
用

の
リ
ム
ジ

ン
で
は
な

い
。

レ
イ
パ

↓

前
下
院
議
長

の
伝
記
作
者

は
・
次

の
よ
う
に
述
べ
て

い
華

「も

し

レ
イ

バ

ー

ン
が
、

こ
れ

ま

で

に
、

ワ
シ

ン
ト

ソ
で
、

い

つ
も

か
み

タ
バ

コ
を

か
ん

で

い
る
と

し

た
ら
、

長
年

の
補
助

者

も
、

そ

の
こ
と

を
、
想
起

し
得

な

い
で
あ

ろ
う
。

し
か

し
、

ボ

ー

ナ

ム
で

は
、

彼

は
、

常

に
、

か

み

タ
バ

コ
を
頬

張

っ
て

い
た
よ
う

で
あ

る
。

選

挙

民

が
彼

を
訪

ね

た
と

き
、

彼

は
、

い

つ
も

決

っ
て
、

自

邸

の
暖

炉

に
か

み

タ
バ

コ
を
吐

き

だ
す

の
で
あ

っ
た
。

こ
れ
故

、

こ
れ

以
外

に

(427)179



何
も
取
柄
が
な

い
と
し
た
ら
、
選
挙
民

は
、
〃
ミ

ス
タ
ー
・
サ
ム
〃
が
気
さ
く
な
仲
間
だ
と

い
う
考

え
を
、
も
た
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
」
。

レ
イ
バ

ー
ン
前

下
院
議
長

の

《
選
挙
区
生
活
様
式
》

の
特
徴

は
、
選
挙
区

に
埋
没
し
同
化

し
た
日
常

の
生
活

か
ら
、
自

己

に
対
す

る
選

挙
民

の
強
烈
な
信
頼
を
吸
引
す

る
た
め
の
光
荘
を
発
現
さ
せ
よ
う
と
す

る
点

に
、
求

め
ら
れ

る
。

今

日
に
お
け
る
現
職
議
員

は
、
《
選
挙
区
生
活
様
式
》

の
構
成
と
演
出

に
、

少
な
か
ら
ざ
る
創
意
と
工
夫
を

こ
ら
す
。

例
、兄
ば
、

A
下

院
議
員

は
、
彼

の
予
備
選
挙

に
票
を
投
じ
た
人

々
と

の
対
面
接
触
を
基
幹
と

し
、

そ
の
多
層
化
を
再
選

に
至
る
た
め
の
階
梯

と
す
る
、
直

接
的
な
対
話
方
式

を
採
用
す

る
。

A
下
院
議
員

の
選
挙
区

に
お
け
る
大
部
分

の
人

々
は
、
時

の
係
争
問
題

に
対
す

る
彼

の
政
策
的
立
場
と

同
じ
主
調
音

を
鳴
ら
し
、
彼

の
立
場
を
核
と
す
る
彼
ら

の
合
意

の
磁
場
が
形
成
さ
れ
て
い
る
た
め
、
彼
が
、

こ
う
し
た
係
争
問
題

に
言
及

す

る
と

い
う
事
例

は
、
皆
無
と
み
て
よ
い
。
B
下
院
議
員

は
、
人
気

の
あ

る
地
方

の
運
動
選
手
で
あ

る
。
B
下
院
議
員

は
、
軍
備

の
充
実

を
支
持
す

る
自

己

の
選
挙
区
と

の

一
体
感
を
昂
揚

し
象
徴

さ
せ
る
た
め

に
、
国
防
と

い
う

一
つ
の
問
題
系
列
を
常

に
追
求

し
、
軍
備

の
増

強
と

い
う
自

己

の
政
策
的
立
場
を
、
最
も
鋭
角
的

に
顕
在

さ
せ
る
。
下
院
議
員

C
は
、
自

ら
の
う
ち
に
、
係

争
問
題
志
向
型

の
ベ
ク
ト

ル

を
導
入
し
た
活
動
的
な
政
治
家

で
あ

る
。
彼

は
、

一
般

の
政
治
家

の
生
活
様
式
と
位
相
を
異

に
し
、
選
挙
区

に
と
ど
ま
る

こ
と
が
な

い
。

こ
の
よ
う

に
、
《
選
挙
区
生
活
様
式
》

は
、
無

限

に
分
節
化
さ
れ

る
。

選
挙
民

は
、
現
職
議
員

の
係
争
問
題

に
対
す

る
具
体
的
解
決
策

の
宣
明
や
議
会

に
お
け
る
投
票

を
、
忘
却

の
波

で
洗

い
去

る
こ
と

は
で

き

る
。
け
れ
ど
も
、
時

の
流
れ
に
よ

っ
て
、
彼
ら

の
記
憶

の
な
か

の
現
職
議
員

の

《
選
挙
区
生
活
様
式
》
像

は
、
容
易

に
漂
白
さ
れ

る
こ

と
が
な

い
。

あ

る
下
院
議
員
が
述

べ
た
よ
う

に
、

「大
部
分

の
投
票
者

は
、
係
争
問
題

に
関
す

る
よ
り
も
、
む
し
ろ
、

生
活
様
式

に
つ
い

て
・
投
票
す
華

多
く

の
現
讐

員

は
・

こ
の
仮
説

に
A
・
意
し
、

こ
れ

に
萎

き
行
動
す
る
。

現
職
議
員

の

《
肇

区
生
活
様
式
》

と

い
う
光
源

の
放
射
力

は
、
選
挙
民

の
投
票
行
為

の
帰
趨

の
全
体
を
照
射

し
得

る
ほ
ど

の
威
力
を
発
揮
す

る
と

い
え
よ
う
。

次

に
、
《
ワ
シ

ン
ト

ソ
に
お
け
る
議
員
活
動

の
説
明
》

に

つ
い
て
述
べ
る
な
ら
ば
、

選
挙
民
は
、
通
常
、

係
争
問
題

に
対
す

る
現
職
議

180(428)



公共政策決定過程におけるアメ リカ大統領及び議会の機能位相

員

の
政
策
的
立
場
の
提
示
か
ら
、
選
挙
民
に
対
す
る
投
票
誘
引
を
示
す
認
号
と

い
う
本
来

の
機
能

を
は
ず

し
.

こ
れ
を
、
現

職

議

員

の

《
選
挙
区
生
活

…様
式
》

に
代
替
さ

せ
よ
う
と
す

る
。

け
れ

ど
も
、
現
職
議
員

は
、

選
挙
区
を
離
れ

て
い
る
期
間
、

ワ
シ

ン
ト
ン
で
、
ど

の

よ
う
な
賛

活
動

に
従
事
し
て
い
た
か
を
説
明
す

べ
き

こ
と
を
、
馨

、
肇

民

に
、
公
然
と
要
求

さ
れ
穣

議

議
員

は
・
彼
ら
蓬

挙
民

に
自

ら

の
意

思
決
定

を

《
説

明
》

し
な

け
れ

ば
な

ら

な

い
と

い
う

こ
と

を
、

完

全

に
意

識
し

た

う
え

で
、

意

思

決
定

を

下
す
。

《
説

明
》

は
、
意

思

決
定

を
構

成
す

る
不

可
欠

の
部

分

で
あ

る
。

現

職
議

員

は
、
自

己

の
選

挙

区

の

フ

ォ
ー

ラ

ム
に
お

い
て
、

自

己

の
行
動

を

叙

述

し
、

解

釈

し
、

正
当

化
す

る
と

い
う
事
態

の
到
来

を
、
常

に
予
期

し

て

い
る
。

《
説

明
》

は
、

現

職
議

員
が

、

そ
れ

を

通

し

て
、

立

法

行
動

を
、

と

り
わ
け

、

彼

ら

の
二

つ
の
主

要

な
関

心
事

で
あ

る
権
力

(や
O
≦
段
)

の
追

求

と
政
策

(℃
。
一一2
)

へ
の
影

響

の
行

使

を
、

そ

し

て
、

投
票

行
動

を
、
叙

述

し
、
解

釈

し
、

正
当

化

す

る

た

め

の
機
構

と

い

っ
て

よ

い
。

も

と

よ

り
、

こ

の
よ
う

な

《
説

明
》

が
、

現

職
議

員

の
立

法
行

動

や
投
票

行

動

に
、

必

ら
ず

し
も
変

革

を
も

た
ら
す

わ
け

で

は
な

い
。

現
職

議
員

は
、

自

ら
が

重
要

と

看
倣

す
事

由

に
基

づ
き

、

投
票

の
意

思

決
定

を
行

な
う
。

そ

の
後

に
、

現
職

議

員

は
、

そ
う

し

た
投
票

行

動

の
正
当

化

の
根

拠
を
、

自

ら
組

み
立

て
ね
ば

な

ら

な

い
。

従

っ
て
、

《
説

明
》

と

は
、

選

挙
区

に
お
け

る
政

治
的
支

持

の
培

養

を

め
ざ

(
46

)

す
現
職
議
員

の
意
識
的
な
造
型

の
所
産

で
あ

る
。

(
47

)

あ

る
下
院
議
員
が
指
摘

し
た
よ
う

に
、
「
説
明
と

は
、

私

の
選
挙
民
が
私

の
当
初

の
意
思
決
定

に
影
響
を
及
ぼ
す
と

い
う

よ
り
も
、

む

し
ろ
、
事
後

に
、
私
が
何
を
行
な
う
べ
き
か
を
意
思
決
定

し
た
か
を
、

説
明
す

る
方
法
を
案
出
す

る
問
題

で
あ

る
」
。

も
う

一
人

の
下
院

議
員

は
、
選
挙
区

に
あ

る
彼

の
事
務
所

に
電
話
を

入
れ
、

A

・
C

・
パ
ウ

エ
ル

(》
紆
舅

Ω
ミ
a
昌
ぎ

蓄

=
)
元
民
主
党
下
院
議
員

に
議
席

を
得

さ
せ
る
こ
と

に
賛
成
票
を
投

じ
た
彼

の
行
動
を
、
選
挙
民
が
ど

の
よ
う

に
評

し
て
い
る
か
を
探
知

さ
せ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
当
該
下
院

議
員

に
よ
れ
ば
、

「私

の
選
挙
区

に
は
、
強
力
な
反
パ
ゥ

エ
ル
派
と
、

強
硬
な
反
公
民
権
主
義
者
が
、

数
多
く
見
う
け
ら
れ

る
か
ら

で
あ

る
。

こ
れ
韓

私

は
、
私
自
身

の
議
席
を
守
備
す

る
た
め

の
準
備
を
し
た
い
と

お
も
う
」

か
ら
で
あ
馨

さ
ら
に
・
別

の
下
院
議
員

は
・
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自
ら

の
対
外
援
助

へ
の
賛
成
投
票

に
つ
い
て
、
郡
部
地
域

に
所
在
す

る
自

己
の
選
挙
民
に
向
か

っ
て
、
対
外
援
助
資
金

の
大
部
分

は
合
衆

(
49

)

国
の
国
境
内

で
使
用
さ
れ
る
旨
を
指
摘
す

る
こ
と

に
よ

っ
て
、

了
解
を
求

め
た
。

こ
の
よ
う

に
、
《
説
明
》

は
、
現
職
議
員
が
自
己

の
立

法
行
動

や
投
票
行
動

に
表
装

を
施
し
合
理
化
す
る
た
め
の
装
置

に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
れ

は
、

選
挙
区
に
害
毒
を
流
す

か
も
し
れ
な

い
現

職
議
員

の
立
法
行
為
や
投
票
行
動

の
過
去
を
消
毒
し
、
無
害

の
も

の
と
し
て
現
代

に
整
然
と
呼
び
戻
す
呪
術
的

な
機
能
を
果

た
す
と

い

っ

(
50

)

て
よ

か

ろ
う
。

し

か
し
、

現
職

議
員

の

《
説
明
》

に

つ
い
て
、

《
正
当

化
》

の
み

に
焦

点

を
置

い
た
単

眼
的

な
見
方

が
、

常

に
成

立
す

る
と

い
う
わ

け

で
は
な
憾

現
職
議
員

は
・
時

に
は
・
馨

民

隻

容
可
能

の

《
説
明
》

を
表
出
し
得
な

い
状
況

に
追

い
込
ま
れ
る
。

こ
う
し
た
状
況

に

立

ち
至

っ
た
と

き
、

と

く

に
、

現
職

議
員

が
、

そ

の

《
説

明
》

を
迫

ら
れ

る
問
題

を

尖
鋭

に
意

識

し
て

い
な

い
な
ら
ぽ

、
彼

は
、

屡

々
、

窮
境

を

回
避

す

る

よ
う

に
投
票

す

る
。

こ
の
場
合

、
自

己

の
投

票
行

為

を

《
説

明
》

す

べ
き

必
要

性
が
、

現
職
議

員

の
行
動

に
影
響
力

の

波

紋

を

拡
げ

て
ゆ

く
。

こ

の
よ
う
な
事

例

は
、

枚

挙

に
邊

が

な

い
。

あ

る
進

歩
主

義

の
立

場

に
立

つ
下
院

議
員

は
、

国
内

安
全

保
障
委

員

会

(同昌
冨
円ロ
聾
一
ω
。。
亘
,

(
52

)

纂
鴫
O
o目
慧

§

φ)

の
廃

止

の
た

め

に
決

し
て
投
票

し
な

い
理

由

を
、

次

の
よ
う

に
説
く
。

「
我
が

選

挙
区

に
お
け

る
右

派
勢

力

は
、
事

実

、

き

わ

め
て
活
動

的

で
あ

る
。

私

は
、
彼

ら

に
、

こ
れ
以

上

の
何

も

の
も
与

え

た

い
と

は
お
も

わ

な

い
。

私

は
、
H

U
A

C

(国
窪
器

d
号
跨
ヨ
①二
〇岱
口
>
oユ
く
団ユ
φ
。・
O
o
日
ヨ
圃韓
㊦㊦)

(非
米
活
動
委
員
会
)

に
反

対
票

を

投
ず

る
。

そ

し

て
、
右

派

勢
力

は
、

こ
れ

に

つ
い
て
、

大
変

な
騒
ぎ

(ず
①
一一=
<
節
ゴ
O
O
夙㊤♂<)

を
惹

き

起
す

。
彼

ら

は
、

新

聞
編
集

者

に
、
幾

つ
も

の
書

状

を

送

り
、

そ

し

て
、

私
が

選

挙
区

を
訪

れ

る

た
び

に
、

い

つ
も
、

私

は
、

私

の
政
策

的

立
場

を
、

選

挙
民

に
説

明

し
な
け

れ
ば

な

ら
な

い
。

だ
が

、

私

の
反

対
投
票

は
、

大

騒

ぎ

に
価

し
な

い
。

私
が

推

測
す

る

に
、

下
院

議
員

の
凡

そ

五
〇

%

は
、
現
実

に
、

委

員
会

の
活

動

を
信

℃

て

い
る
。
我

々
の
よ
う

な
残

余
者

に
は
、

こ

の
争

い
に

つ

い
て

の
勝
算

は
な

炉
。

し
か
も
、

も

し
勝

算

が
な

い
と

し
た
ら
、

何
ゆ

・κ
、

182(43の
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物
議
を
か
も
す

の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ

は
、
悶
着

に
価
し
な

い
」
。

こ
う
し
て
、
も
し
現
職
議
員
が
、
《
説
明
》

を
求

め
ら
れ

る
問
題
を
、

強
烈

に
意
識
す

る
な
ら
ば
、

彼

は
、
骨

を
惜

し
ま
ず

こ
の
問
題

に
対
す

る
彼

の
政
策
的
立
場
を
、
積
極
的

に

《
説
明
》
す

る
で
あ
ろ
う
。
け
れ
ど
も
、

こ
れ
と
は
逆

に
、
現
職
議
員
が
、
当
該
問
題
を
、

そ
れ

ほ
ど
強
烈

に
意
識

し
て
い
な

い
と
し
た
ら
、
彼

は
、
自

己
の
政
策
的
立
場
や
願
望
と
選
挙
民
の
そ
れ
と
重
ね
合
わ

せ
つ
つ
、
そ

の
な

か

に
自

己

の
信
頼

に
価
す
る
政
治
家
と
し
て
の
幻
像

を
灼
き

つ
け
、
議
会
内

で
彼
ら

の
共
振
を
喚
起
す

る
投
票
を
行
な
う
こ
と

に
よ

っ
て
、

(
53

)

自
ら
が

《
説
明
》
を
よ
ぎ
な
く
さ
れ

る

状
況
を

回
避
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

現
職
議
員

は
、
選
挙
民

の
要
求

に
応
じ
て
、
係
争
問
題

に
対
す
る
自
己

の
態

度
や
解
決
策
、
そ
れ

に
、
投
票
行
為

の
根
拠
な
ど
を

《
説

明
》

し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
け
れ
ど
も
、
現
職
議
員

は
、
自

己

の
選
挙
民

に
不
評

の
二
、

三
度

の
投
票

に
よ

っ
て
、
自
ら

の
政
治
生
命

を
断

つ
危
機
的
状
況

に
陥

い
る
と

は
、
考
え
て

い
な

い
。
選
挙
民
は
、

一
会
期
数
百
回
以
上

の
投
票

に
お
け
る
現
職
議
員

に
よ
る
数
度

の

自

己

に
不
利

な
投
票
と

い
う
局
所
的
な
現
象
を
、
い
わ
ば

、
顕
微
鏡
で

い
や
が
う
え

に
も
密
着
し
て
微
視
的

に
捉
え

よ
う
と

い
う
、
両
者

の

関
係

を
、
あ
え
て
、
相
互
拮
抗
、
相
互
敵
対

の
二
項
と
し
て
明
示
す
る
わ
け

で
は
な

い
。
な
ぜ
な
ら
、
大
部
分

の
選
挙
民

は
、
一
つ
に
、
彼
ら

(
54
)

の
選
出
し
た
現
職
議
員

の
明
確
な
投
票
行
動

を
知

っ
て
い
な

い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と

は
、
次

の
下
院
議
員

二
名

の
言
葉

に
、
覗
わ
れ

る
。

「自

ら
に
影
響
す

る

一
事
項

に
関
す

る
投
票

を
除
外
す

る
な
ら
ば
、
私

の
投
票
記
録
を
熟
知

し
て
い
る
者

は
、
私

の
選
挙
民
二
万
人

の

な

か
に
、
唯

一
人
と
し
て
存
在
し
て
い
な

い
」
。

「彼
ら

〔
選
挙
民
〕

は
、
議
場

に
お
け

る
私

の
投
票

に
つ
い
て
、
多
く
を
知

ら
な

い
。
彼

ら
が
知

っ
て
い
る
大
部
分

は
、
私
が
彼

ら
に

話
し
た
こ
と

で
あ
る
。

彼

ら
は
、
私
が
ど

の
よ
う
な
人
間
で
あ
る
か

の
ほ
う
を
、

よ
く
知

っ
て

い
る
。

そ
れ

は
、
"
諸
君

は
、
小
生

に
関

心
を
も

た
れ

よ
"
と

い
う
私

の
度
重
な
る
書
状
を
通

し
て
、
伝
え
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
」
。

選
挙
民

は
、
自

ら
選
ん
だ
現
職
議
員

の
投
票
行
動
と

い
う
多
様
な
現
象
を
、
概
括
的

に
、
現
職
議
員

の
人
格
、

個
性
、
資
質
、
能
力
な

(431)183



ど

の
望
遠
鏡

に
よ

っ
て
、
巨
視
的

に
把
握
す
る
と

い

っ
て
よ
か
ろ
う
ぴ

選
挙
民
と

の
間

に
緊
張
と
背
馳
を
生
む

二
、
三
度

の
投
票
が
、
現
職
議
員

の
身

の
破
滅
を
導

か
な

い
理
由

の
そ

の
二
は
、
大
多
数

の
選

挙
民
が
、
現
職
議
員

は
、
彼

ら
を
代
表

し
、
選
挙
民
と
同

一
の
感
情

の
波
型
を
描
き
、
選
挙
民

の
利
益
や
政
策
要
求
と
共
通

の
旋
律
を
奏

で
、
選
挙
民
を
具
現
す
る
投
票

を
行
な
う
も

の
と
、
解
し
て

い
る
こ
と

に
よ
る
。

こ
こ
に
、
選
挙
民

の
存
在

の
地
平
と
現
職
議
員

の
存
在

の
地
平
と
を
隔
離
さ

せ
つ
つ
、

な
お
、
連
続
さ
せ
る
秘

め
ら
れ

た
選
挙
民

の
意
識
層

の
複
雑
性
を
、

か

い
ま
み
る
こ
と
が

で
き

る
。

こ
の

た
め
、
現
職
議
員

に
よ
る
投
票

の

《
説
明
》

は
、

ほ
と

ん
ど
、
問
題
を
惹
き
起
す

こ
と
が
な

い
。

し
か
し
な
が
ら
、
現
職
議
員

は
、
対
立
候
補
者

の
背
後

に
流
動
し
て
い
る
利
益
集
団

の
動
向

に
、
怠

り
な

い
視
線
を
注
が
な
け
れ
ば
な

ら
な
憾

大
部
分

の
肇

民

は
・
自
ら
蓬

出
し
た
現
職
議
員

の
特
定

の
係
争
問
題

に
関
す

る
投
票
態
度
を
知
ら
な
い
し
・
ま
た
・
鷺

も
し
て
い
な

い
。
け
れ
ど
も
、
組
織
化
さ
れ

た
利
益
集
団

は
、
従

っ
て
、

利
益
団
体

は
、
自
己
利
益

の
社
会
的
実
現
と

い
う
自

己

に
固
有

の
方
眼
図
の
論
理

の
鋭
利
な
視
力

に
し
た
が

い
、
現
職
議
員

の
投
票
記
録
を
、
あ
ら
ゆ

る
角
度
か
ら
点
検

し
、
精
緻
な
分
析
を
試

み
、
恰

も
顕
微
鏡

で
拡
大

し
た
細
胞

の
地
形
図
を
追

う
よ
う
に
、
現
職
議
員

の
思
考
と
行
動

の
軌
跡
を
追
求

し
、
現
職
議
員

に
対
立
す

る
挑
戦
候

補
者

の
選
出
の
た
め
に
、
団
体
成
員

の
支
持
を
動
員
す

る
と

い
う
敵
対
的
な
行
態
を
打

ち
だ
す

こ
と
が
、

可
能
で
あ
る
。
利
益
団
体

の
こ

の
よ
う
な
行
態

は
、
現
職
議
員

の
再
選

へ
の
不
気
味

に
深

い
警
鐘

を
は
ら
ん
だ
も

の
と
な
る
。

一
会
期
中

の
数

百
に
及
ぶ
現
職
議
員

の
投

票

の
う
ち
の
幾

つ
か
は
、
明
ら
か
に
議
論

の
的
と
な
る
投
票

で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、

い
ず
れ

の
投
票
が
、
挑
戦
候
補
者

の
利
用
す
る
と

こ

(
56

)

う
と

な

る
か

を
特

定

す

る
と

い
う

こ
と

は
、

至
難

で
あ

る
。

こ

の
点

に

つ
い
て
、

次

の
よ
う

な
指
摘

が

あ

る
。

「
選

挙
民

に
関

す

る
私

の
イ

メ
ー
ジ

は
、

現
職

議

員

の
存

在

に
常

に
気
づ

か
な

い
催

眠
状
態

の
巨

人

(・。。
ヨ
8
ぽ
三

σ自
冨
三
)

と

い
う

イ

メ
イ

ジ

で
あ

る
。

し

か
し
、

こ
の
巨

人

は
、

こ

の
眠

れ

る
巨

人
を

揺

り
起

し
そ

の
憤

怒

を
怠
慢

な
現
職

議

員

に
ぶ

ち
ま

け
さ

せ

る
よ
う

な

刺

激
的

な
対

立
候

補

者

か
ら
保

護

さ
れ

ね

ば

な
ら
な

い
と

こ
ろ

の
、

弱
点

を
有

し

て

い
る
。

こ

の
偶
発

性

を
未

然

に
防

ぐ

た
め

に
、

現

職

184{432)
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議
員
は
、
さ
も
な
く
ば
幕

で
あ
る
選
挙
区
を
講

味
し
、
弱
点
を
突
き
と
め
、
厄
介
な
対
立
候
薯

に
対
す

る
必
要
誇

馨

を
講
じ

な

け

れ
ば

な
ら

な

い
」
。

罎

議
員

は
、
す

べ
て
、
昌

の
投
票
記
墾

体

に
対
す

る
選
糞

の
幻
滅
が
、
選
挙
民

の
意
思

に
逆
行
す

る
邪
藝

印
と
し
て
・
自

己

の
嚢

の
行
方
を
、
決
定
的
な
影
で
蔽
う
と

い
う
妻

を
、
承
認
し
て
い
る
.

こ
こ
で
い

う
轟

議
員

の
投
票
記
録
全
楚

対
す

る
選

挙
民

の
幻
滅
と
は
、

羅

欝

の
選
糞

の
立.心向

に
逆
流
す

る
誤

れ
る

(≦
§

α・
)
《
系
列
投
票
》

の
累
加

で
あ
る
・
羅

と
連
続
と

い
う

馨

民
意
識

の
謎

の
深
層
部

の
脈
絡
を
辿
る
な
ら
ば
、
誤

っ
た

《
系
裂

票
》

は
、
馨

民

に
、
罎

議
員

の
髪

る
放
恣
な
自
己
発
散

と
受
け
と
め
ら
れ
、

羅

議
員

の
蓮

に
肇

り

か
ね
な

董

大
な
問
題
を
提
起
す

る
。

し
か
し
、
大
部
分

の
現
繋

員

は
・
批
判
的
で

敵
意

の
あ
る
選
挙
民

の
反
応
を
生
み
だ
す
よ
う
な
政
策
的
ム鶉

や
投
票
行
為
を
識
別
し
得

る
だ
け

の
・
良
識
と
分
別

と
を
発
達

さ
せ
る
こ

と

に
よ

っ
て
、

こ
う

し

た
事

態

の
成

立

を
防

遍
す

る

こ
と

が

で
き

る
。

だ
が
、
現
繋

員
が
、
馨

民

か
ら

い
か
な
る
係
争
問
題

に
関
す
る
投
票
行
為

ξ

い
て
糾
明
さ
れ

《
説
明
》
を
要
求

さ
れ

る
か
と

い

う

《
説
明
》
対
象

の
漿

化

に
つ
い
て
は
、
鋭

い
先
見
を
含
む
洞
察
を

も

っ
て
し

て
も
、
常

に
、
予
断
を
許
さ

ぬ
不
確
実
要
素
が
残
り
・

予
め
準
備
し
た

《
説
明
》
が
、

は
ぐ
ら
か
さ
れ
た
り
、
現
実

の

《
説
明
》
が
、
準
備
不
足

で
、
脱
臼
現
象
を
起

し
・
徒

ら
に
虚
空

に
空
転

す

る
と

い
う
状
況
も
あ
鴫

る
.

.」
れ
故
、

羅

議
員

は
、

肇

民
が
必
要
と
す

る
限
度
を
整

て
、
《
説
明
》
の
た
め

の
撮

書

料

を
備
蓄
す

る
傾
向

に
あ
る
。

羅

萱

に
よ
る
選
挙
区
の
意
向

へ
の
全
面
的
な
承
服
と

《
系
列
投
票
》

の
堆
積
と

い
う
、
困
難

回
転
扉

か
ら
の
突
破

。
が
あ

る
と

す
塾

、
そ
れ

は
、
現
職
議
員

に
お
け

る
皇

独
立

の
肇

の
貫
徹

で
あ

る
。

こ
れ
が
、
現
職
議
員

の
盤

の
自
己
防
鍵

に
ほ
か
な
ら

な

い
。

、、
の
皇

独
立

の
態
度

は
、
《
説
明
》

の
多
層
化
を
通
じ

て
獲
得

さ
れ

る
。
《
説
明
》

の
積
み
上
げ
が
・

拘
束

か
ら
畠

へ
の
・
明

確

彫

り
込

ま
れ
た
軌
道
を
用
享

る
と

い
え
よ
う
。
双
方

は
、

二
つ
の
極
を
形
成
し

て
い
る
よ

う

覧

え
な
が
ら
・
峯

に
は
潜
か
に
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通
底

し
合

う
。

《
説
明
》

は
・

ワ
シ
ソ
ト

ソ
の
立
法
霧

の
遂
行

に
お
け
る
何
ら
か
の
自
在
幅
を
確
保
す
る
た
め
に
、
現
職
議
捲

よ

っ
て
、
利
用
さ

れ
る
・
選
挙
民

は
・

と
く

に
、
現
職
議
員
が

ワ
シ
ソ
ト

ン
に
駐
在

し
て

い
る
と
き
、
轟

議
員

2

口
論
や
行
態
を
監
視
し
統
制
す
る
こ
と

を
・

+
分

に
芒

得
な

い
。

こ
れ
故
、

ワ
シ
ソ
ト

ソ
に
お
け
る
現
馨

員

の
言
払珊
や
行
態

は
、
選
挙
民

の
視
線

の
射
程
外

に
あ
る
。

.」
れ

ら
は
・
肇

民

に
は
・
葵

と

し
た
不
可
視

の
世
界

で
あ

る
。

こ
の
不
可
視
性
が
、
選
挙
民

の
反
応

を
苦
慮
す

登

」
と
な
く
、
む
し
ろ
、

彼
ら

の
影
響
を
遮
断
し
・
擾
ね
返

し

つ
つ
、
個
合

標
を
追
求
す

る
た
め
に
、
現
馨

員

の
活
用
す
る
と

.、
う
と
な
る
.
げ
ん
に
、
羅

贅

の
な

か
に
は
・
係

争
問
題

に
つ
い
て
警

身

の
独
特

の
判
断
を
行
使
し
た
り
、
政
策

.
イ
デ
オ

・
ギ

体
系
的

に
楚

の
ゆ
く
主
義

主
張

を
推
進
す

る
た
め

に
・
翠

民

の
政
策
馨

か
ら

の
独
妾

求

め
る
議
員

も
、
少
な

か
ら
ず
見
受
け
ら
れ
.。
。
内
面

の
意
撃

判
断

が
・
外
部

の
肇

葉

や
利
害

の
主
張
と
対
芒

つ
つ
、
自

ら
の
自
律
的

な
存

在
を
確
立

し
よ
う
と
す
る
現
職
議
口貝
が
、

¥、
れ

に
当

る
。

馨

民

に
対
す
る
想

か
つ
積
極
的
な
留
意
と
配
慮
を
通

し
て
構
築
さ
れ
た
信
頼

の
落

が
、
現
職
議
員

に
、
個
合

標

の
追
求

に
お
け

る
皇

独
立

の
判
断

の
行
使
と
行
動

の
自
由
と
を
可
能

に
す

る
。
も
し
選
挙
民
が
、
自
ら
選
出

に
当

っ
た
現
馨

員
を
信
頼
し
て
い
る
と

し
た
ら
・
彼
ら
は
・

現
職
議
是

、
監
視

か
ら

の
自
由
を
許
容
す
る
で
あ
ろ
う
。

監
視
が
、
《
説
明
》

に
ょ
る
信
頼

の
難

と

い
う
逆
転

軸

に
よ

っ
て
・

完
全

量

返
さ
れ

た
反
対
物

で
あ
る
自
由
と

一
致
す
る
。

そ
れ
故

に
、
《
説
明
》

は
、
羅

議
員

の
独
自

の
思
考
と
行
動

に

つ
い
て

の
免

罪
符

の
ご

と
き

役

割

を
果

た
す

も

の
と
考

・兄
て
よ

か

ろ
う
。

も

と

よ

り
、

こ
う

し

た
・事
実

は
、

選

挙
民

が
、

現

職

議
員

の
個

人

目
標

の
追

求

を
容

認

し
、

こ
れ

と
無

条
件

に
握

手

し

て

い
る
と

い
う

こ
と
を
・
必

ら
ず

し
も
意
味
す

る
わ
け

で
は
な
い
。
ま
た
、
彼

ら
が
、

こ
の
よ
う
な
個
人
目
標

の
追
求
を
承
知

し
た
う
え
で
、

.」
れ

養

成

し
て
い
る
わ
け

で
も
な

い
。
選
挙
民

は
、
彼

ら
の
罎

瞥

が
、
常
時
、
翠

区

に
対
す

る
袋

霧

と
広
く
国
民

に
対
す

る
立
法
責

任

と
を
履
行

し
て

い
る
と

い
う

こ
と
を
、
蒙

的
前
提

に
置
く
。
従

っ
て
、
羅

議
経

、
選
挙
区

に
特
有

の
利
華

政
策
的
立
場

縞

186(434)
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化

し
な
が
ら
、
選
挙
区

の
政
治
的
風
土
叢

治
文
化

の
枠
組

の
う
ち
に
あ

っ
て
、

こ
れ
か
ら

の
相
対
的
距
離
を
と
る
べ
き

で
あ

ろ
う
・
そ

こ
に
は
、

一
方

に
お
い
て
現
職
議
員
と
選
挙
民
と
を
峻
別

し
、
も
う

一
方

で
は
双
方

を
繋

ぐ
微
妙
な

回
路
が
、
設
定

さ
れ
て
い
る
と

い

っ

て
よ
い
.

.」
の
よ
う
な
回
路
を
設
定

し
作
動
さ
諾

豫

、
現
讐

員
と
選
挙
民
と

の
間

に
存
在
す

る
信
鶴

係

で
あ

る
.

こ
の
こ
と

は
、

フ

ェ
ノ
教
授

の
次

の
簡

潔

な

一
文

に
明

ら

か

で
あ

ろ
う
。

「
自

己
表

出

は
、
信

頼

を
山.同
め

る
。

信
頼

は
、

説

明

の
受

容
度

を
高

め

る
。

説

明

の
受
容

度

は
、
投

票

に

お
け

る
自

在
幅

を
拡

げ

る
・

こ
れ
故

、
自

己
表
出

は
、

投

票

に
お
け

る
自

在

幅

を
拡

げ

る
」
。

現
職
議
員

の

《
選
挙
区
生
活
様
式
》
蕩

は
、
全
面
的
な
自
己
利
益

の
積
極

的
実
現

の

一
点

に
向

か

っ
て
・

一
筋

の
糸
を
手
繰

る
よ
う

に
騒

し
て
ゆ
く
わ
け

で
は
な

い
。
現
馨

員

は
、
何

よ
り
も
、
正
当
な
代
表
責
任
藁

た
さ
ね
ば

な
ら
な

い
か

ら
で
あ

る
・
選
挙
民

は
・

自
己

の
関
心
事
薯

深
蓮

関
す

る
係
争
問
題

に
関
す

る
情
報
を
希
求
す

る
。
そ
し
て
、
罎

議
員

は
、

こ
う

し
た
纂

を
提
供
す
べ
き

霧

を
負
う
。

同
時

に
、
現
職
議
員

は
、

.」
の
よ
う
な

コ
ー

、
ニ
ケ
イ
シ

・
ン
を
通
し
て
、
自
己
利
益
を
追
求
す

る
機
会
を
見
出
す
・

ト

リ

ニ
テ
ィ
大
学

(
↓
二
昌
ξ

O
&
①

σq
Φ)

の
D

.
E

.
イ
ア
ナ
キ

ス

(u
ぎ

国
く
§

磯
ぎ

帥
琶

教
授

は
、
第
九

四
議
会

及
び
第

九
五
議
会

の
最
初

の
六
鮪

の
間

に
、

一フ
ン
ダ

ム
式

に
抽
出
さ
れ

た
三
〇
名

の
下
院
聲

に
よ

っ
て
発
行
さ
れ
た
時
事
樗

と
新
聞
発
表

に
関
す
る

研
究
を
試
み
た
。

㍗、
の
研
窪

、
現
職
議
員
が
、

こ
う
し
た
互

い
に
対
立
す
る
が
同
時

に
補
助
関
係

に
も
あ

る
二

つ
の
霧

の
遂
行

に
・

い
か

に
熟
達

し

て

い
る

か
を
、
実

証

し

て
い

る
。

そ
れ

に

よ
れ
ば

、

こ

の
よ
う

な
時

事
通

信

と
新

聞
発

表

に
お
け

る

パ

いフ
グ

ラ

フ
の
四

二

巌
耀

縫

藤

瑠
籍

職旙
籍

蒲
霧

盤

繍

久
僅か
一。%以下級
全国
㈲

己隷
舞

蓮

鶉

無

繭鷲

鋤籍

麺

蝶

縫

盤

尚慰

撃

齢
∵



表1下 院韻 にお ける コ ミ=ユ ケ イシ ョン様式の使 用比 率(1976年 一1980年)

Style NewslettersPressReleasesTotal

Nationalpositiontaking

Localpositiontaking

Particularizedcredit

claiming

Nonparticularized

creditclaiming

Creditclaimingfor

localbenefitsofnon-

particularizedlegislation

Nationaladvertising

Localadvertising

Nationalinformation

Localinformation

43.?*

(15.2)

12.5

(8.2)

7.2

C7.9)

3.8

J.6)

1.5

(3.3)

2.0

2.2)

17.S

(11.5)

6.1

(6.4)

5.2

{s.6)

99.8

N=30

37,5

(23.7)

20.o

(16,5)

17.1

(17.0)

3.9

C7.4)

3.3

(5.5)

3.6

(5.4)

7.2

(8.2)

3.5

(6.1)

3,8

(5.2)

99.9

N=30

42.1

(16.6)

15.0

(9.7)

11.6

(11.7

3.7

{3.9;,

2.2

(3.7)

2.7

(2.73

13.2

(8.3)

5.0

(5.2)

4.3

4.8)

99.8

N=30

en

騨醐継欝膿膿 す
る
た
め
の
十
分
な
機
会
が
与

え
ら
れ
た
と
し
た
ら
、
現
職
議

員

は
、
自
己

の
言
論
や
行
態

に

対
す

る
批
判
者

に
、
自
ら
が
正

し
い
旨
、

説
得
す
る
こ
と
が
で

き

る
。
さ
ら

に
、
現
職
議
員

は
、

世
人
に
、
自
ら

の
投
票
行
為

に

は
、
明
白

か
つ
正
当
な
根
拠
が

存
在
す
る
と

い
う
事
実
を
、

説

得
す

る
こ
と
も
で
き
る
。
あ

る

州
立
法
部
議
員

は
、

《
説
明
》

の
機
会

に
つ
い
て
、
次

の
よ
う

(
63

)

に
評
言
し
て
い
る
。

「
私
が

お
も
う

に
、
私

の
投

票

の
経
緯

を
説
明
す
べ
き
機
会

が
、
も

し
与
え
ら
れ

る
と

し
た

ら
、
選
挙
民
は
、
私

の
投
票
行

為

に
完
全

に
同
意

し
な

い
に
せ

榔紛α
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よ
、

私

の
説
明

を
受

け

入
れ
、

私

を
尊

重

す

る

よ
う

に
な

る

で
あ

ろ
う
。

し

か
し
、
我

々
に

は
、
手

の
行
き

届

か
ぬ
部
分

が
あ

る
」
。

別

の
州
立
法
部
議
員

は
、

こ
の
点

に
ふ
れ
て
・
次

の
よ
う

に
述

べ
て
い
葡

「
現
職

議
員

が
、

自

己

の
投

票

行
為

を

選
挙

民

に
説

明

し
、

彼

ら

か
ら

見
識

あ

る

よ
う

に
お
も
わ

れ
、

そ

し

て
、

屡

々
、

選
挙

区

に
議

員
活

動

に

つ
い
て

の
報

告

を
送

っ
て

い
る
と
し

た

ら
、

選

挙
民

は
、

彼

ら

の
同
意

し
得

な

い
二
、

三

の
現

職
議

員

の
投
票

行
為

に

つ
い
て

も
、

容
赦

す

る

で
あ

ろ
う
」
。

加

、兄
て
、

現
職

議
員

の
投
票

行

為

に
関

す

る

《
説

明
》

の
目
標

は
、
選

挙

民

の
政
治

信

条

の
転

換

に
あ

る

の
で
は
な

い
。

そ

の
目

標

は
、

現
職
議
員
鮪

決
す
る
反
対
勢

の
中
和
に
亀

そ
の
こ
浅

テ
キ
サ
ス
州
選
出
の
進
歩
的
な
民
主
党
下
院
議
員
の
馨

一爵
菱

明

示

さ
れ

る
。

「
私

は
、

私

に
対
す

る
支

持

が

強
大

で
は

な

い
保

守
的

な
地

域

に
、

一
歩
足

を
踏

み
入

れ

る
と
き

、

い

つ
も
、

私

は
、
私

が
、

係

争

問

題

に

つ
い
て
、

ど

の
よ
う

な
投

票

を
行

な

お
う

と

し

て

い
る

か
、

ま

た
、

係

争
問

題

に
対

す

る
私

の
政
策

的

立

場

は
何

か
、

な

ど

を
選

挙

民

に
話
す

。
も

し
私

が
、

私

の
投
票

に
関

し

て
筋

道

の
立

っ
た
理

由

を
、

彼

ら

に
明

ら
か

に
す

る
な
ら
ば

、
彼

ら

は
、

私

の
説
く

と

こ
ろ

に
、

合
意

を
示

さ
な

い
で
あ

ろ
う
。

し

か

し
、

彼

ら

は
、
私

と

争

わ
な

い
筈

で
あ

る
。

も

と

よ

り
、
彼

ら

は
、

選

挙

に
際

し

て
・

私

に
支

持
票

を
入
れ

な

い
で
あ

ろ
う
。

し

か
し
、
私

が

誠
実

で
あ

る
と
、

彼

ら
が

考

え

て

い

る
限

り
、

彼

ら

は
、

私

に
対

す

る
反

対
活

動

を
・
活

発

に
繰

り
拡

げ

る

こ
と

は
、

ま
ず
あ

り
得

な

い
」
。

《
説
明
》

の
目
標

は
、
自
己
表
出
と
同
じ
く
、
《
政
治
的
支
持
》
(
警

亙

巷

B
N齢)
の
獲
得

に
ほ
か
な
ら
な
憾

最

後

に
、
《
資

源

の
配
分

》

に

つ
い
て
言

及
す

る
な

ら
ば

、
《
資

源

の
配

分
》

と

は
、
個
人

的

配
慮

(篇
冨
。
葛

一
畏

窪
臨
8
)
や
個

人
的

時

間

(
冨
屋
§
9。
=

ぎ

o)

の
ご

と
き

資

源

を
、

選

挙
区

に
お
け

る
政
治

的

支

持

の
培
養

や
調
達

の
活

動
と

ワ
シ

ソ
ト

ン
に
お
け

る
立

法
活

動

と

の
間

に
、

ど

の
よ
う

に
配

分

す

る

か

に
関

し
て
、

現
職

議
員

に
よ

っ
て
下
さ

れ

る
意

思
決

定

を
指

す
。

(437)ユ89



も

ど

よ
り
、

現

職
議

員

の
資

源
配

分

に
関

連

す

る
す

べ

て

の
意

思
決

定
が

、

困
難

を
き

わ

め

る
と

い
う
わ

け

で

は
な

い
.

例

え
ば
、

選

挙

民

向
け

の
時
事

通

信

の
分

配
網

を
拡

張

し
た

り
、

そ

の
刊

行

量

を
増

大

さ

せ
る
と

い
う

比
較

的

に
単
純

な
技
術

的
作

業

の
場

ム
ロ
、

現
職

議
員

が
蒙

る
負

担

は
、

相

対
的

に
些

少

と

い

っ
て

よ

い
。

な
ぜ

な

ら
、

そ

の
よ
う

な
課

業

の
遂

行

は
、
自

己

の

ス
タ

ヅ
フ
に
委

託

す

る

こ

と

が

で
き

る

か
ら

で
あ

り
、

ま

た
、
時

事

通

信

の
分

配
網

の
拡
張

と

通
信

内

容

の
編

成

に
関
連

す

る
費

用

は
、

既

に
、

過
去

の
時

事

通
信

の
製
作

費

の
な

か

に
折

り

こ
ま

れ

て

い
る

か
ら

で
あ

る
。

こ
れ

に
対

し
、

選

挙

区

で
費

や
さ

れ

る
時

間

は
、

現

職
議

員

に
と

っ
て
、

他

に

移

譲

し
得

な

い
負

担

で
あ

る
。

現

職
議

員

は
、
再

選

確
保

を

目
ざ

し

て
、
選

挙

民

と
直

接

に
対
面

し
な

け
れ
ぽ

な

ら
な

い
。

彼

ら

は
、

通

常

、

ワ

シ

ソ
ト

ン
で

は
隔
絶

さ
れ

て

い
る
選

挙
民
と

の
個
人

的

な
接

触

と
交
流

を
、

選

挙

区

に
お

い
て
、

避

け

て
通

る

こ
と
が

で
き

な

い
。

上
院
議

員

に
対

す

る
選

挙

区

の
要

求

を
、

つ
ぶ

さ

に
観

察

し

た

D

・
R

・
マ
シ

ュ
ー
ズ

(】U
O
旨
餌
一山

]刃
・
り肖
効
件ず
①
芝
qn)
が
述

べ

て

い

る

よ
う

噸

「肇

区

に
滞
在

し
て
い
る
期
間

に
、
上
院
議
員
が
、

自
己

の
個
人
的
な
時
間
と
配
慮

に
対
す
る
選
挙
民

の
要
求
か
ら
、

自
己
を
絶

縁

さ

せ

る

こ
と

は
、

困

難

で
あ

る
」
。

現
職

議

員
が
、

自

己
自

身

の
個
人

的
時

間

を
、

ど

の
よ
う

に
費

や
す

か

の
意

思

決
定

は
、

実
質

的

に
は
、

大

部
分

の
現

職

議
員

に
対

し

て

隻

o
ヨ
日
卑

を
提
起

す

る

一
つ
の
資

源

を
、

い

か
に
し

て
按

分

す

る

か

の
意
思

決
定

に

ほ
か
な

ら

な

い
。
極

端

に
簡

略
化

し

て

い
え
ば

、

そ

れ

は
、

「
も

し
現
職

議

員
が
、

選

挙

区

に
お

い
て
、

何

ご

と

か
を

な
す

と

き
、
彼

は
、

ワ

シ

ン

(
69

)

ト

ソ
で
何

ご
と

か
を

な
す

こ
と

を
、

放
棄

し
な
け

れ
ば

な

ら
な

い
。

こ

の
逆

も

ま
た

同

じ
で
あ

る
」

と

い
う

こ
と

に
な

る
。

こ
れ

故
、

選

挙

区

で
費

や

さ
れ

る
時

間

は
、

ワ
シ

ン
ト

ン
に
お
け

る
立

法
責

任

の
履

行
と

相
容

れ

な

い
。

け
れ

ど
も

、
選

挙

区

に
お
け

る
活

動

に

せ
よ
、

ま

た
、

立
法

責

任

の
履

行

せ

よ
、

二

つ
の
活

動

は
、

互

い

に
較
量
す

べ

か
ら

ざ

る
面

を

有

し
て

お
り
、

そ

の

い
ず

れ

を

と

っ
て

み

て
も
、

そ
れ

が
他

よ
り
も
、

一
層
、

重
要

で
あ

る
と

い
う

こ
と

は
で
き

な

い
。

双
方

は
、

内
容

的

に
対

立
す

る
要

因

を
包

含

し
な
が

ら
、

構

造
的

に

は
等
価

な

も

の
と

い

っ
て
よ

い
。

し

か
も
、

双
方

は
背

中
合

わ

せ

に
正
反
対

の
方

向

に
顔

を
向

け

な
が

ら
も
、

底
深

く

透
徹

し
た
再

選
確
保

と

い
う

一
点

に
お

い
て
繋

が

る
。
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公共政策決定過程におけるアメ リカ大統領及び議会の機能位相

馨

区

に
お
け

る
活

動

と

妾

責

任

の
履
行

と

は
、
N
琴

ω
§

ω
ぎ

二
8

と

い
う
確

定

し

た
形
式

の
下

に
あ

る
α

こ
う

し

た

§

`

.
琶

・。
凶酔信
餌
二
。
コ

は
、

ワ

シ

ン
ト

ン
に
お
け

る
現
馨

員

の
立
法

活
動

に
も
、

激
流

の
ご

と
く
侵

入
す

る
。

ウ

ィ

ζ

ン
シ

ン
州

選

出

の

民
主

党
前

上

院
議
員

G

・
ネ

ル
ソ

ン

(。
喜

a

萎

8
)

の
次

の
言
葉

は
・

こ
れ

を

示
し

て

い
輪
ひ4

「
い

つ
の
日

か
、

私

は
、

+
五

分

ご
と

に
、

私

の
霧

所

で
、

私

の
州

か
ら

の
誰

か
し

ら
を
、

糞

し

た
。

私

の
個

人
的
時

間

の
七

五

%

は
、
あ

る

い

は
、

八
〇

%

は
、
妾

活

動

以
外

に
向

け

ら
れ

て

い
る
。
馨

は
、

以
前

に
も

芒

て
、
政

治

的
な

選
挙

運
動

の
手

段
と

し

て
、

用

い
ら
れ

る

に
至

っ
て

い
る
。
選

挙

民
も

ま

た
、

そ

の

こ
と

を

期
待

し

て

い
る

よ
う

に
お
も
わ

れ

る
。

選
挙

民

は
・

上

院
議

員

の

値
う
ち
を
、
彼
が

い
か
に
多
く

の
低
俗
な
催

し
も

の

(§

)
を
自
分
達

に
提
供
す

る
か

に
よ

っ
て
、

判
断
し
て
い
る
・

現
讐

員
が
・

妾

活
動

か
ら
遠
ざ
か
れ
ば
遠
ざ
か
る
ほ
ど
、
当
該
賛

は
、

よ
り
良

い
賛

と
受
け
と
ら
れ
る
。
上
院
で
は
・
と
も
か

く
・
多
く

の
時

間

を
、

思
考

に
費

や

す

こ
と

が

で
き
な

い
」
。

議

場
内
外

に
お
け
る

、、
の
よ
う
な
状
況

の
下

で
は
、
現
讐

員

の
世
界
全
体
が
、
時
間
配
分

の
風
景
で
飾
ら
れ
た
画
廊

の
ご

と
き
観
を

呈

し
て
い
る
。
現
職
議
員

の
誰
も
が
、
時
間
配
分
的
風
景

の
真
只
中

に
置
か
れ
て
い
る
と

い

っ
て
よ
か
ろ

う
。

..

.。
,・。§

び
・。
・,一、
で
捉

・巻

れ

る

ワ

シ

ン
ト

ン
に
お
け

る
立
法

責

任

の
履
行

と
選

挙

区

に
お
け

る
政

治
諸
活

動

と

い
う

二
極

の
幅

の
な

か
で
、
現
職
議
員

は
、
自
ら

の
個
人
的
時
間

の
雰

籍

を
、
意

思
決
定
し
な
け
れ
ば

な
ら
な

い
。
そ
れ

は
・
上
下
両
院

に
お

け

る
羅

議
員

に
よ

っ
て
、
決

し
て
軽
視
さ
れ
得
な

い
意
思
決
定

で
あ

る
。
と

い
う
の
も
、
立
法
活
動
と
非
立
法
活
動
と

い
う
・
状
況

の
変
化

に
応

じ
て
変
動
す

る

亘

相
反
す
る
矛
盾
共
存
関
係

の
結
び
目

の
あ
り
か
を
、
再
選
を
覆

す

る
と
す
る

一
芒

た
内
的
関
係

の
相

の
下

に
昭
酬

し
出
し
、
そ
れ
を

一
刀
両
断

の
下

窃

り
さ

い
て
ゆ
く
意
思
決
定
を
、
現
職
贅

は
、
要
求
さ
れ

る
か
ら

で
あ

る
・

こ
れ
は
・
決
し
て
容

易

で

は
な

い
。

右

に
叙

述

し

て
き

た

《
自

己
表

出
》
、

《
ワ

シ

ン
ト

ン
に
お
け

る
活

動

の
説

明
》
、

そ

し

て
、
《
資

源
配
分

》
・

呈

の
三
者

は
・
《
選

挙

区
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生
活
様
式
》
と

い
う
、
轟

議
員
と
選

挙
民
と

の
問

に
お
け
る
信
頼
を
稜
線
と
す

る
体
系
的
釜

造
体
を
形
成
す
る
。

、あ

よ
う
な

《
選

挙
区
生
活
様
式
》

の
温
存
培
養
と
再
編
強
化

に
よ

っ
て
、
現
職
議
員

の
名
声
と
勢
威

は
、
摺
曲
を
成

し
て
重
畳
し
て
ゆ
き
、
選
挙
民
と

の

個
人
的
な
信
頼

.
協
調

・
霧

の
関
係
も
、
堅
固

繍

立
さ
れ

乏

至

る
。

こ
の
こ
者

は
、
現
職
議
員

の
肇

戦
運
営

に
お
け
る
恐
る
べ

き

資
産

項

目
と

考

え

て

よ
か

ろ
う
。

　
れ
　

と

こ
ろ
で
、

《
選

挙
区

生
活

様
式

》

の
主

要

な
特
質

は
、

永

続

性

に
あ

る
。

パ
タ
!
ン

す
な
わ
ち
・
《
選
挙
区
生
活
様
式
》

は
、

亘

、
確
立
さ
れ

た
な
ら
ぽ
、
《
選
挙
区
生
活
様
式
》

に
画
然
と
裂

込
ま
れ
た
形
態

は
、
持

続
す

る
傾
向

に
あ
る
。
も
と
よ
り
、

こ
の
こ
と

は
、
《
選
挙
区
生
活
嚢

》
が
、

不
変

で
あ
る
と

い
う
わ
け

で
は
な

い
。

よ
り
正
獲

い

う
な
ら
ば
・
《
選
挙
区
生
活
様
式
》

は
、
変
化
を
蒙

り
や
す

い
と

い
う

こ
と
で
あ

る
。

但

し
、
そ
れ
は
、

十
分
な
刺
激
が
存
在
す

る
場
合

の
み
に
限
ら
れ

る
。
大
部
分

の
場
合
、
《
選
挙
区
生
活
様
式
》

の
安
定

化

の
諸
力
が
、

こ
う
し
た
変
化
を
、
駆
逐
す

る
。

《
選

挙
区

生
活

嚢

》
の
安
定

性

・永

続
性

は
、
以
下

の
四
要

因

を
、

欠

く

べ

か

ら
ざ

る
下
藩

造

と

し
て
、

そ

の
全

体

を
支

え

ら
れ

る
。

現

駿

員
が

採

択

す

る
戦

略
、

選

糞

の
期
待

、

現
職

員

の
選

挙
区

に
お
け

る
職
業

的
活

動

の
自

然

の
進

展

(.
き

..
汀

。
¢
.・..
。
{
.。
コ
..甲

言
窪
2

$
H$
邑

、

そ

し

て
、

《
選

挙

区
生
活

様
式

》
変

革

の
刺

激

の
不

在
、

以

上
が

、

こ
れ

に
当

る
。

こ
れ

を
以

下

に
素

描

す
れ
ば

、

次

の

よ

う

に

な

る

。

大
部
分
の
現
繋

員
は
・
自
己
の

《
肇

区
生
活
嚢

》
活
動
に
お
け
る
鷺

を
肇

民
が
認
知
す
る
こ
と
を
、
要
望
す
.。
。
轟

議

員
が
・
選
挙
区

の
訪
問
と
選
挙
民
と

の
意
思
疎
通
の
円
滑
化

の
過
程

に
お
い
て
、
絶
え
ず

《
洗
錬
》
(℃
。
一一。。ぼ
ロ
α、)
し
宣
伝
弘
布

し
て
い
る

自
己

の
イ

メ
イ
ジ
を
増
幅
す

る
勝
齢
と

い
う

の
が
、

こ
れ

に
当

る
。
《
選
挙
区
生
活
様
式
》

は
、

選
挙
区

に
お
け
る
政
治
的
支
持

の
醸
成

と
同
時

に
・
現
職
議
員

の
個
性
的
人
格
と
目
標
と
を
、

一
つ
の
網

の
目

に
編
成
す

る
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
。
効
果
的
な

《
選
挙
区
生
活

様
式
》

は
・
現
嚢

是

提
出
さ
れ

る
選
挙
民

の
必
要
性

と
現
職
員

の
個
人
的
目
標
と

の
間

に
お
け
る
適
A
。
状
態
を
、
具
象
化
す

る
。

こ
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う
し
た
適
合
性

は
、
議
員
行
動

の
既
成
形
態

の
固
定
化
を
助

長
す
る
傾
向

に
あ

る
。
と
り
わ
け
、
現
職
議
員

は
、
自

ら
の

《
選
挙
区
生
活

様
式
》
諸
行
動

(ぎ
ヨ
雷
三

。
げ
ゆ
訂
≦
。
冨
)
の
い
か
な
る
位
相
が
、

自

ら
に
対
す

る
選
挙
民
支
持

の
い
ず
れ

の
部
分
と
連
結
す
る
か
と
い

う
、
両
者

を
結
合
す

る
秘

め
ら
れ
た
地
下

の
水
系

の
複
雑
性
を
、
明
快

に
理
解

し
得

な
い
か
ら
で
あ

る
。

こ
の
よ

う
な
不
確
実
要
因
が
、

行
動

に
お
け
る
変
化
を
抑
止
す

る
こ
と

に
な
る
。

こ
の
状
況

の
下

に
お
け
る
単
純
簡
明
な
戦
略
は
、
過
去

に
お
い
て
成
功
し
た
と
同

一
の

戦
略
を
、
将
来

に
お
い
て
も
実
践
す

る
こ
と

で
あ

る
。

こ
れ

は
、
未
来
を
過
去

に
繋
ぎ
、
未
来
を
過
去

に
滑
り
込
ま
せ
る
だ
け

の
、

い
わ

ば
、
現
在
を
陥
没
さ
せ
た
戦
略
で
あ

る
。

選
挙
民
と
調
和
す

る
自
己

の
鮮
明
な
イ

メ
ィ
ジ
を
創
出
す

る
こ
と

に
よ

っ
て
、
現
職
議
員
は
、
将
来

に
お
け
る

《
選
挙
区
生
活
様
式
》

の
変
更

を
な
し
得

る
能
力
を
、
自

ら
限
定
す

る
。
現
職
議
員

は
、
自

己
の

《
選
挙
区
生
活
様
式
》
を
確
立
し
た
と
き

に
、

こ
れ

に
相
応
す

る
選
挙
民

の
期
待
を
塑
造
す

る
。

こ
れ
ら

の
期
待

は
、
次

に
、
《
選
挙
区
生
活
様
式
》
諸
行
動
を
制
約
す

る
。
な
ぜ
な
ら
、
現
職
議
員

は
・

自

己

の
選
挙
民
が

こ
の
よ
う
な
諸
行
動

を
期
待

し
、

こ
の
諸
行
動

に
変
化
を
も
た
ら
す

い
か
な
る
試
み

に
も
、
否
定
的

に
反
応
す

る
で
あ

ろ
う
と
、

み
る
か
ら

で
あ

る
。
選
挙
民

の
期
待
と

《
選
挙
区
生
活
様
式
》
諸
行
動

と

の
間

に
は
、

一
方

で
制
約
し
、
も
う

一
方

で
制
約
さ

れ

る
と

い
う
、
微
妙
な
循
環
路
が
設
定
さ
れ
て
お
り
、

双
方

の
間

に
は
、

い
わ
ぽ
、
両
性
具
有
的
な
統

一
が
、
認

め
ら
れ

る
と

い
え
よ
う
。

(
72

)

フ

ェ
ノ
教
授

は
、

次

の
よ
う

に
述

べ

て

い
る
。

「
も

し

こ
れ

ら

の
下
院

議
員

が
、

鍵

雲。
覧
o
O
8
〈
o

に
お
け

る
十
名

の
選

挙

民

に
も
会

お
う
と

せ
ず

、

あ

る

い
は
、
公

開

集
会

も

取

り

消

し
、

あ

る

い
は
、

地

区
幹

部

会
議

に
お
け

る
指
導

権
も

投

げ
棄

て
、

あ

る

い

は
、

焼

き

は
ま
ぐ

り

の
会

(O
一陣
HP
ぴ
帥
押
①)

の
直
後

に
、
従

っ
て
、

政

治
集

会

の
終

了

と

同
時

に
、

選

挙
区

を
立

ち
去

る
と

し

た
ら
、

彼

ら

は
、

こ
れ

ら

の
行
動

が

、

選
挙

民

の
支

持

を
獲

得

す

る
際

に
、

彼

ら

に
高

い
も

の
に

つ
く

と

い
う

こ
と

を
、

承
知

し

て

い
る
。
彼

ら

は

〃
こ
の
前
"

(一帥
。・=

冒

①)
獲
得

し
た
選

挙

民

の
支

持

を
、

喪

失

す

る
と

み

て
よ

い
。

な
ぜ

な

ら
、

彼

ら

の
現
在

の

《
選

挙

区
生

活

様
式

》

が
、

"
こ

の
前

"

彼

ら
を

勝
利

に
導

い
た
と
、

彼

ら

は
、

信

(441)193



じ

て

い
る

か
ら

で
あ

る
」
。

こ
う

し

た

こ
と

か
ら
、
《
選

挙

区
生
活

様

式
》

は
、

選
挙

区

に
お
け

る
現

職
議

員

の
職
業

的

活
動

の
進

展
を
、

硬

化

さ

せ
る
。

フ

ェ
ノ

(
73

)

教
授

は
・

現

職

議
員

の
選
挙

区

に
お
け

る
職
業

的
活

動

に
は
、

二
段
階

が
存

在

す

る

こ
と
を

、

確
認

し

て

い
る
。

《
拡

張
主

義
的

段
階

》

(o
巷

雪
匹
〇
三
。。け
㎝冨
α9
①)
と

《
保

護

主
義

的

段
階
》

(箕
。
8
9
一8
聾

。。富
αq
①)
が

、

こ
れ

に
当

る
。

《
拡

張

主
義

的

段
階

》

に
お
け

る
現

職
議

員

は
、
自

己

に
対

す

る
選

挙
民

支
持

の
既
存

の
連

合

体

を
拡
大

し
、

強

力

な
支

持

団

体

の
核

心

を
強

固

に
す

る

こ
と

に
、

努
力

を
傾

注

す

る
。

こ
れ
と

は
逆

に
、
《
保

護

主
義

的

段
階
》

で
は
、
現

職

議
員

は
、

選

挙
民

の
支

持

を
構

築

す

る

こ
と

へ
の
関

心
を
稀

薄

化

さ

せ
、

む

し

ろ
、

既

に
達

成

さ

れ

た
選

挙
民
支

持

団

体

の
維
持

に
、

関

心
を
集

中
す

る

こ
と

に
な

る
。

こ
の
よ
う

な

《
保

護

主
義

段

階
》

に
お
け

る

《
選

挙

区
生
活

様

式
》

諸

活

動

は
、
《
予
防

保

守
》

(も
..
く
・ロ
再一く
。

日
鋤
一詳
件.ロ
動
一日。.
)
と

指
称

さ

れ

て

い
る
。

「
下
院

議

員

が
、

ま
ず

、

予
備

選

挙

の
た

め

の
選

挙

民

団
を
、

次

い

で
、

再

選

の
た

め

の
選

挙

民

団
を
、

そ
れ

ぞ

れ
、

培
養

し
、

さ

ら

に
、

発

展
能

力

の
あ

る
快

適

な

《
選

挙

区
生
活

様
式

》

を

形
成

し
得

る
と

こ
ろ

の
、
《
拡

張
主

義

的

段
階
》

は
、
《
選
挙

区
生
活

様
式

》

構

成

の
た

め

の
主

と

し
て
実

験

的

な
推

進
力

を
有

す

る
。

一
た
び
、

《
保

護

主
義

的

段
階
》

に
移
行

す

る
な
ら
ば
、

支

配
的

な
推
進

力

は
、

(
74

)

保
守
主
義

に
転
ず

る
」
。

最
後

に
、
《
選
挙
区
生
活
様
式
》

は
、
変
化

に
抵
抗
す
る
。
と

い
う

の
も
、
変
化
を
捉
す
刺
激
が
、
皆
無
も
同
然
だ
か
ら
で
あ
る
。
《
選

挙
区
生
活
様
式
》

は
、

こ
れ
故
、

絶

え
ず
変
化
す

る
ガ
ス
状
星
雲

の
状
態

に
あ

る
わ
け

で
は
な

い
。

《
選
挙
区
生
活
様
式
》

は
、
政
治
的

な
経
験
と
実
験
と

の
絶
頂
点
を
象
徴
す

る
確
然
た
る
硬
質

の
結
晶
体

に
ほ
か
な
ら
な

い
。

従

っ
て
、
《
選
挙
区
生
活
様
式
》

行
動

に
お
け

る
変
化

に
は
、
強
力
な
刺
激
群
が
、
不
可
欠
で
あ

る
。

け
れ
ど
も
、

安
定
化

へ
の
圧
力
は
、
《
選
挙
区
生
活
様
式
》

を
変
革

し
よ
う
と
す

る
大
部
分

の
刺
激
を
遮
断

し
機
ね
返
す
と
み
て
よ

い
。
断
片

の
モ
ザ
イ
ク
の
ご
と
き
現
職
議
員

の
多
様
な
必
要
性
を
同
時

に
充
足

し
、

こ
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れ

ら
を
緊

密

な
結

晶
体

へ
と
立

体
的

に
組

み
変

え

る
刺

激

の
み
が
、

広
範

囲

に
わ

た

る

《
選

挙
区

生
活

様
式

》

の
変

化

を
、
誘

導
す

る

こ

と

が

で
き

る

の
で
あ

る
。

現
職

議
員

の
こ
う

し

た

《
選
挙

区

生
活

様
式
》

諸

行

動

の
安
定

性

を

示
す

一
事

例

は
、
彼

ら
が

、
年

々
、
選

挙
区

で
費

や
す

定

量
的
時

間

の
恒

常
化

に
、

明
ら

か

で
あ

る
。

こ

の
固
定

的

形
態

は
、

議

員

に
対

す

る
選

挙
区

へ
の
旅

費

補
助

金

の
増

大

に
よ

っ
て

の
み
中
断

さ
れ

る
。

連

続
会

期

(。。霞
.
。①。。。。一く
。
O
。
口
鵬
.①
朋・。.
。・)

に

お

い
て
、

現

職

議
員

が

自

己

の
選

挙
区

で
費

や

し

た

日
数

間

の
相

関

関
係

(8
基

一9
二
。旨
)
を
・

長
老

議
員

集

団

四
者

(
閣
九
五
八
年
以
前
、

一
五
五
八
年
か
ら

一
九
六

三
年
に

至
る
ま
で
の
期
間
、

一
九
六
四
年
か
ら

一
九
六
九
年
に

至
る
ま
で
の
期

間

そ
し
て
、

「
九
七
〇
年
か
ら

「
九
七

五
年
に
至
る
ま
で
の
期
聞
、
以
上
の
各
期
間
内

に
選
挙
さ
れ
た
集
団
)

に

つ
い
て
み

る
な

ら
ば

、

現
職
議

員

間

に
お
け

る
選

挙

区

へ
の
注

目
度

は
、
高

度

の
安
定

性

を

示
す

。

し

か

し
、

上

院
議

員

は
、

下
院

議

員

よ

り
も

高
度

の
相

関
関
係

を

示

し
、

従

っ
て
、

個
人

的
時

間

の
州

選
挙

区

へ
の
超
過

勤

務
時

間

の
配

分

(o
く
段
点
ヨ
①
儲
=
o
o黒
δ
昌
)

に
お

い
て
、
高

度

の
安

定
性

を
表

示
す

る
。

州

選

挙

区

へ
の
個
人
的

時

間

の
配

分

に
お
け

る
上
院

議

員

の
高
度

の
安
定

性

は
、

上

院
議

員

の
任

期

六
年

を
想
起

す

る
な

ら
ば

、

お

の
ず

と
首

肯

さ

れ

る
と

こ
ろ

で
あ

る
。

長

期

に
わ

た

る
在
任

期

間

が
、

州
諸

問

題

に
対

す

る
個

人
的

時

間

の
配
分

の
余

裕

を
、

上
院

議
員

に
可

能

に
す

る
と

い

っ
て
よ

い
。

選
挙

か
ら
選

挙

ま

で

に
至

る
期

間
が

六
年

で
あ

る
と

い
う
事

実

は
、

上

院

議
員

が
、

選
挙

州

に

い

つ
訪

問
す

れ

ば

自

己

の
再
選

に
最

も
有

利

で
あ

る

か

の
訪

問

の

臨
日
ぎ
σQ

を
、

自

由

に
統

御

し
得

る
柔
軟

性

を
保
有

す

る

こ
と

を
意
味

す

る
。

因

み

に
、

上
院

議

員

は
、

次

期
選

挙

に
先

立

つ
二
年

間

に
、

自

己

の
選

挙

民
と

の
接

触

と
交

流

を
・

集

中
的

に
展
開

す

る
傾
向

に
あ
繍

四

下
院

の
場
負

図
2
に
示
さ
れ
る
よ
転

二

つ
の
聡
魍

が
・
存
続

し
て
い
る
・

こ
の
覆

は
・

上
匿

お
け
る
ほ
ど
・
明
晰

で
は
な

紛

い
。

そ
の

一
つ
は
、
選
挙
区

に
対
す

る
個
人
的
時
間

の
配
分
が
、
時
と
と
も

に
安
定
性
を
獲
得
す
る
と

い
う
こ
と

で
あ

る
。

こ
れ

は
・
連

α

続
会

期
中

の
選
挙
区
滞
在

日
数

間

の
相
関
関
係

に
お
け
る
上
向
線

に
よ

っ
て
示
さ
れ

る
。
上
院
議
員
も
ま
た
、
自
己

の
個
人
的
時
間

の
州

螂

選
挙
民

へ
の
分
配

に
お
い
て
、
度
を
加
え
る
安
定
性
を
表

示
す
る
に
せ
よ
、

そ

の
覆

は
、
下
院
議
員

の
間

に
お
け
る
ほ
ど
・
明
確

で
は



図2連 続会期 にお ける下 院議員 の選挙 区滞在 日数 の相 関 関係

Magnitudeof

Correlation
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な
い
。
そ

の
二
は
、
長
老
現
職
議
員

に
は
、

若
年
現
職
議
員

に
お
け

る
よ
り
も
、
選
挙

区

に
対
す
る
注
目
度

に
お
い
て
、
際

だ

っ

た

一
貫
性
が
、
認

め
ら
れ

る
と

い
う
こ
と

で
あ
る
。
大
部
分

の
場
合
、
会
期
ご
と

の

相
関
関
係

は
、
長
老
下
院
議
員
団
の
間

に

お
い
て
、
大
で
あ

る
。
選
挙
区

へ
の
注
目

度

に
お
け
る
増
大

し

つ
つ
あ
る
安
定
性
、

長
老
下
院
議
員
団

の
間

に
認

め
ら
れ
る
注

目
形
態

の
安
定
性
、
以
上

の
二
者

は
、

い

か
に
個
人
的
時
間

の
配
分
形
態
が
時
を
通

じ
て
安
定

し
て

い
る
か
を
、
証
示
し
て

い

る
。

こ
れ
ら
の
形
態

は
、

《
選
挙
区
生
活

様
式
》

は
固
化
す
る
傾
向

に
あ

る
と
す

る

フ
ェ
ノ
教
授
の
主
張
と

一
致
す
る
。

《
自

己
表
出
》
や

《
説
明
》
と
同
じ
く
、
個
人

的
時
間
の
選
挙
区

へ
の
配
分
は
、

一
貫
性

と
安
定
性
と
を
取
得
す
る
方
向

に
あ

る
。
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《
選

挙
区

生
活

様
式

》

は
、

既
述

の
よ
う

に
、

安

定
性

を
有

す

る

に
も

か
か
わ

ら
ず
、

最
近

に
お
け

る
議
会

の
専

門
職

業
化

(噂
同。
{ゆ停

(
77

)

。・δ
舜

一冨

蓉

口
)
と
制

度
化

(
陣昌
qo一一樽帽
沖一〇
口
帥
一一凶m
榊圃O
口
)

の
濃
化

に
と
も

な

い
、

修

正

を
よ
ぎ

な

く
さ

れ

る

に
至

っ
て

い
る
。

現

職

議
員

は
、
自

己

の
選

挙

民

の
間

に
、
再

選

確
保

に
最

も
有

利

と

お
も

わ

れ

る
自

己

の

イ

メ
イ
ジ
を
扶

植

し
培
養

し
得

る
よ
う

に
行

動

し
、

ま

た
、
現
実

に
、
こ
う

し

た
行
動

が

、
そ

の
意

図

し

た
効

果

を
、
少

な

か
ら
ず

発

揮

し

て

い

る
と

い

っ
て
よ

い
。

現
職

議

員

の

《
選

挙
区

生
活

様
式

》

諸
活

動

と

選
挙

結
果

と

の
力
学

的

交
差

の
視

点

か
ら

い
う
な

ら
ば

、
現

職

議
員

が
、

こ

の
よ
う

な

《
時

間
浪

費

の
過

酷

な
課

業
》

(島
語
①・8
霧
ニ
ヨ
宮
σq
動
巳

紆
鳶
卑
巳
ぢ
αq
け器
訂
)

に
積
極

的

に
乗

り

だ
す

こ
と

は
、

些

か
も

不
思

議

は
な

い
。

現
職

議
員

の
そ
う

し

た
行
動

の
磁

場

の
磁
力

源

を
探

る
な
ら
ば

、

そ
れ

は
、

再
選

へ
の
熾

烈

な
欲

求

で
あ

る
。

し

か
し
、

選

挙

民

の
諸

問
題

に
時

間

を
投

入
す

る

こ
と

は
、

現
職

議
員

が
最

も
価

値

あ

る
職
務

と

考

え

る
活

動
、

す

な

わ

ち
、
政

策

形
成
、

係

争

問
題

に
関
す

る
討

論

の
展
開

、
法

案

に

対

す

る
政
治

的
支

持

の
動

員

、

な

ど

の
立
法

業
務

の
遂

行

の
た

め

の
時

間
が

、

そ
れ

だ
け

減
少

す

る

こ
と

を
意

味

す

る
。

二

つ
の
活

動

は
、

等

量

の
関
係

で
並

立

し

て

い
る
わ
け

で
は
な

い
。

双
方

の
等

量

の
交

点

に
生
起

す

る
も

の
が

あ

る
と

し
た

ら
、

そ
れ

は
、
幻

影

の
理
想

的

議

員

像

で
あ

ろ
う
。

こ
れ
故

、
時

と
状
況

に
応

じ
双
方

の
絶
妙

な

バ
ラ

ン

ス
を
求

め
る
精
妙

な

《
選
挙

区
生

活

様
式
》

は
、

現

職
議

員

に

対

す

る
現
実

の
負

担

を
、

表

象

し

て

い
る
。
両

者

は
、

い
わ
ば
、

表

裏

一
体

の
記

号

と

い
え

よ
う
。

こ

の
よ
う

に
理
解

す

る
と

き
、

我

々
は
、

現
職
議

員

の
再

選

確
保

と

い
う
至

上
命

令

を
越

え

る
圏

域

に
視

界

を
引

き
寄

せ
、

何

ゆ

・瓦
、

現

職
議

員

は
、
精

妙

な

《
選

挙

区
生
活

様

式
》

を

維

持
す

る
か
を
、

見

究

め
な

け
れ
ば

な
ら

な

い
。

精

妙

な

《
選

挙
区

生
活

様
式
》

の
存

続

の
基

本

的

理
由

の

一
つ
は
、

議
会

内

に
お
け

る
制

度
的
装

置

(冒
。。齢冒

ぎ

葛
一
聾
旨
碧

αq
。ヨ
。
三
。。)
が

、

精
妙

な

《
選
挙

区
生
活

様
式

》

に

関
連

す

る
諸
活

動

に
従
事

す

べ
き

強

力

な
誘

因

を
、

現
職

議
員

に
給

付

す

る
と

い
う
事
実

で
あ

る
。

こ
う

し

た
制
度

的
装

置

は
、

選

挙
重

視

の
諸

活
動

と
牽

連

す

る
負

担

を
極
小

化

す

る

こ
と

に
よ

っ
て
、

現

職
議

員

の
個

人
的

配
慮

を
、

自

己

の
選

挙
民

の
直

面
す

る
諸
問

題

や

必
要

性

と

い
う

一
点

に
凝
縮

し
尽
す

と

こ
ろ

に
、
成

立
す

る
。

こ

の
制

度

的
装

置

は
、

一
九

六
〇
年

代

、

一
九
七
〇

年

代

に
発
達

し

て
ぎ
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た

の
で
あ

り
、

現
職

議

員

と
自

己

の
選

挙
民

と

の
関
連

図
式

の
組

み
変

え

を
、

も

た
ら

す

に
至

っ
た
。

《
選

挙
区
生

活
様

式
》

に

お
け

る

そ

の
よ
う

な
変

化

の

一
つ
の
標

識

は
、

現
職

議
員

の
選
挙

区

に
お
け

る
滞

在

日
数

の
増

大

で
あ

る
。

議

会

初
期

($

「ぐ

0
8

。q
H①
。・。。。。・)

に
、

現

職
議

員
が

、
自

己

の
選
挙

区

に
、

い
か
な

る
程

度
、

滞
在

し

て

い
た

か
を
、

正

確

に
算
定

す

る
直
接

の
方

法

は
、

も
と

よ
り
、
存

在

し
な

い
。

し

か
し
、
当

時

、

現
職

議
員

の
選

挙
区

に
お
け

る
滞
在

日
数

と
会

期

日
数

と

の
間

に
、

逆

比
例

の
関
係

が

、
存

在

し

て

い
た
と

い

っ
て

よ

い
。
滞

在

日
数

と
会

期

日
数

と

は
、

陰

画
と
陽

画

の
関

係

に
あ

っ
た
と

み

る

こ
と

が

で

き

る
。

議
会

初

期
、

現
職

議
員

は
、

会

期

の
終

了
が

近
づ

く

と

と
も

に
、

ワ
シ

ソ
ト

ソ
を
離

れ

る

こ
と

を
切

望

し

た
。

現
職

議
員

が
、

ワ

シ

ン
ト

ン
に
駐
在

す

る

の
は
、

必
要

な
期

間

だ
け

に
限

ら
れ

る
。

会

期

に
費

や
さ

れ

な

い
時

間

は
、

通
常

、

選

挙
区

に
お

い
て
、

そ
し

て
、

ワ
シ

ソ
ト

ン
と
選

挙
区

と

の
間

の
旅

行

期

間

に
、

費

や
さ
れ

た
。

「現

職
議

員

の
う

ち
、

誰

一
人

と

し

て
、

首

都

に
家

庭

を
も

っ
た
り
、

あ

る

い
は
、
年

を
通

じ

て
住

居

を
構

え

た
も

の

は
、

い
な

い
と

い

っ
て

よ

い
。
彼

ら

は
、

単

に
、

ワ
シ

ン
ト

ソ
で

一
冬

過

す
だ

け

で
あ

り
、

毎
年
、

彼

ら
同

士

よ
り
も
、

む

し
ろ
、
選

挙

民
と

と
も

に
、

時

を
過

す

こ
と

の
ほ
う
が

多

い
」
。

さ
ら

に
、
当

時

の

ワ
シ

ソ
ト

ン
は
、

時

を
過

す

に
価

す

る
快

適

な

場
所

で
は
な

か

っ
た
。

フ

シ

ン
ト

ン
は
、

「社

会

の
怠

け
者

と
社

会

の
余

計
者

を
引
き

つ
け

る
磁

石

で
あ

る
。

そ

こ
で

は
、

人

々
は
、

精

神
的

に
も
肉
体

的

に
も

病

ん

で
お

り
、

互

い
に
陰
謀

を

め
ぐ

ら

し
、

援
助

を
懇

願

し
、
復

讐

に
熱

中

す

る
。
彼

ら

は
、

ま

た
、

恩

赦

と
刑

の
執

行

延
期

と

を
嘆

願

す

る
。
彼

ら

は
、

取

る

に
足

ら

ぬ
自

信

に
濫

れ

て

い
る
人

々
で
あ

る
。

…

…

こ
れ

ら
す

べ

て

の
な

か

で
最

も

顕
著

で
あ

る

こ
と

は
、
彼

ら
が
、

ワ
シ

(
78

)

ン
ト

ン
に
移
住
し
て
き

た
貧
窮
者
で
あ

っ
た
と

い
う
事
実

で
あ

る
」
。

議
会
初
期

に
お
け
る
老
練

な
非
常
勤

の
上
下
両
院
議
員

は
、

一
年

の
う
ち
の
相
当
数

を
自

己
の
選
挙
区
で
過
し
、
そ
こ
で
専
門
職
も
し

く

は
商
業

に
従
事

し
て

い
た
。

二
〇
世
紀

の
現
職
議
員
が
、
議
会
初
期

の
現
職
議
員
と
同
程
度

の
注
目
と
配
慮
と
を
自

己
の
選
挙
区

に
向

け

る
と

い
う

こ
と
は
、
明
ら
か

に
至
難

で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
二
〇
世
紀
的
状
況

へ
の
地
殻
変
動
を
用
意
し
た
最
も
明
白
な
要
因

の

一
つ

19s(446)
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は
、
立
法
業
務

の
範

囲
、
量
、
複
雑
度

の
増
大

で
あ
る
。
そ
れ

は
、

こ
れ
ら
が

一
体
と
な

っ
て
合
成

さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
立
法
活
動
を

測
定
す

る
大
部
分

の
基

準

に
よ

っ
て
も
、
す
な
わ
ち
、
会
期
日
数
、
常
任
委
員
会

及
び
常
任
小
委
員
会

の
会
合
数
、
立
法
量
、
発
声
投
票

数
、

な
ど

の
尺
度

に
よ

っ
て
も
、
立
法
部

の
作
業
量
は
、
驚
嘆
す
べ
き
水
準

に
達

し
て

い
る
。

旧
来

の
立
法
活
動

の
余
暇
的
雰
囲
気

は
、

二
〇
世
紀

に
お
け

る
社
会
経
済
生
活

の
質
的
変
化

や

一
九
世
紀

に
お
け
る
そ
れ
と

の
位
相
差
と
響
き
合

い
、
熱
狂
的
な
ペ
ー

ス
へ
と
移
調

さ
れ

る
に
至

っ
て
い
る
。

「
そ

の
全
史
を
通
じ
て
、
議
会

は
、
非
常
勤

の
制
度

で
あ

る
。
第

二
次
世
界
大
戦

以
前
、
そ

し
て
、
そ
れ
以
降

に
お

い
て
も
、
議
会

は
、

そ
れ
ぞ
れ

二
四

ヶ
月

の
う
ち

の
僅

か
九
ヶ
月
間
、
開
会

し
て
い
る
に
す
ぎ

な
い
。
そ
し
て
、
議
員

は
、
残
余

の
時
間
を
選
挙
区

の
地
元
で
、

弁
護

士
を
開
業

し
た
り
、
私
企
業

の
経
営

に
当

っ
て
い
る
。
最
近

二
、

三
〇
年

の
間
、
立
法
業
務

は
、
上
下
両
院
を
、

ほ
と
ん
ど
年
中
無

休

の
会
期

の
状
態

の
下

に
置

い
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
は
、
選
挙
区

に
お
け
る
職
務

の
遂
行
期
間
に
よ

っ
て
中
断

さ
れ

る
。
平
均

ご
年

の

一
議
会

の
間
、
下
院

は
、

二
三
五
月
と
八
時
間
、
開
会

し
て

い
る
。
議
会

の
開
期
中
、
上
院
議
員
も
し
く
は
下
院
議
員

の
平
均
就
労
時

(
79

)

間

は
、

一
日

十

一
時

間

で

あ

る
」
。

(
80

)

な

お
、
現
代
立
法
部
の
作
業
量

の
増
大

は
、
表

3
下
院
及
び
そ

の
選
挙

民
の
規
模

の
拡
大

(
一
七
九
〇
年
ー

閂
九
九
〇
年
国
勢
調
査
)
、

そ

(
81

)

し

て
、

表

4

一
七

八
九
年

か
ら

一
九

八

八
年

に
至

る
ま

で

の
期

間

に
上
程

さ
れ

た
法

案

の
数

と

そ

の
制
定

数

に
、

そ

の

一
端

を

覗
う

こ
と

が

で
き

る

で
あ

ろ
う
。

こ
う

し

て
、

立

法
作

業

量

が
増

大
す

る
と
と

も

に
、

現
職

議

員

は
、

選

挙

区

や
選

出
州

よ

り
も

、

む

し

ろ
、

ワ

シ

ン
ト

ソ
に
長

く
駐

在

す

る
必
要

に
迫

ら
れ

る

に
至

っ
た
。

一
一〇

世
紀

に
至

る
ま

で
は
、

第

一
議

会

を
除

外

す

る
な

ら
ば

、

一
議
会

の
全
会

期

日
数

は
、

四
〇

〇

日
以
下

で
あ

っ
た
。
第

二
議
会

(
一
七
九

一
年
-

一
七
九
二
年
)
と
第

六
〇

議

会

(
一
九
〇
七
年
-

一
九
〇
八
年
)

の
間

に
、

四
〇
〇

日
以
上

の

会

期

の
あ

っ
た
議
会

は
、

五

を
数

え

る

に
す

ぎ

な

い
。
第

二
七
議

会

(
一
八
四

一
年
-

一
八
四
二
年
)
、
第

四
〇

議
会

(
一
八
六
七
年
ー

同
八
六
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表3下 院及 びその選挙 民 の規 模 の増大(1790年 一1990年 ・国勢 調査)

Year

of

census Congress

PopulationNumberN、 こmberAp群)rtio皿lnen黛

baseaofofrepre-populat三 〇nper

(1,000s)statessenta憲 量vesも 「eP「ese】rotative

1790

100

1鎚0

11320

183e

1840

1850

1860

1870

1880

18go

ユ9⊂lo

1910

1920`

1930

194

1!JU

1960

1970

`If,r}rigL;
.

1990eSt.

1st-2d

3d-7th

8th-12th

13th。17th

lnth-22d

23x1-27th

28th-32d

33d-37th

38th-42d

43d-47th

48th-52d

53d-57th

58th-G2d

63d-66th

7th-72th

73d-77th

78£h-82d

83d-87th

88th-92d

93d-97th

98th-102th

ユ03d-107th

一

3,GiG

4,880

6,584

8,9?2

1x,931

15,908

21,7G7

29,550

38,116

49,37

61,949

74,563

91,604

105,71ユ

122,093

131,0QG

l49β95

178,59

204,053e

226,505

250,000

3

5

6

7

4

4

6

i

4

7

8

4

5

6

8

、b

8

8

0

0

0

0

ユ

ー

1

1

2

2

2

3

3

3

3

4

4

4

4

4

4

乙
、
5

5

5

5

5

5

1

1

3

⑪

3

4

1

2

5

6

6

5

5

5

5

5

5

5

5

5

6

0

4

8

1

4

2

3

4

9

2

5

8

3

3

3

3

3

3

3

3

3

1

ー

ユ

2

2

2

2

2

2

3

3

3

4

4

4

4

4

4

4

4

4

30,000c

34,438

34,609

36,377

42,124

×9,712

71,338

93,020

122,G14

130,533

151,912

173,941

193,1G7

210,583

23,013

280,675

30U64

334,5e7

410,48ユ

469,088

520,iO1

573,39'

Sources=U.S.DepartmentofCommerce,Bureauofth6Cenεu騒,」 臼rご∫`oγ加!Statistic.げ

theしiteゴStafBJ,(箔'oη 弼 π アηθ5`07970,Part2(Washington,D、C.:Government

PrintingOf薮cc,1975),ユ084;1980CensusHguresrelea3edbyCommerceDepartmenち

乙z・S.1)ξ 声artmentq/Dccember31
,!98e;1990e3timatefromBureauoftheCen£u3,

Coη 窟鴛 εr`6、 ～76乙り∫,AP蝋11,1988,ユ ・

aLxcludes止epopロlatiGnoftheD1雪trictofCclulnbla,thepop妓lationoi'oLtlyingareas,

tb難nuτ コb6rofΣndiansnottaxed,and(看riorto187e>昏 ゾo-fif{h5Gftheslavepopulation.

bActualnumbcrofrepresentativεsapPo1■ionedauhebeg三 轟niEgofthedecade・

cTheminimumratioofpopulatlontorepre5εn忠a!ive∬ しatedinArticlc1
・Section2,0fthe

Con$titUtioτ ユ.

dNoapportionmentwasmadeafterthecen3usof1920,

・includes1575
,0001np・pulati。nab・ 。ad・
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表4法 案の上程数と制度数(1987年 一1988年)

Measuresintroduced Meawes¢nacted

Years Congrcss Tota1 8i!1s
J。 三nt

resolutions TOtalPublicPrivate

1789-1791

1795-1797

1803-1805

1811-1813

1819-1821

1827-1829

1835-1837

1843-1845
..
」ユーユ853

1859-1861

18G?-18G9

187w-1877

183.1885

1$91-1893

199-901

igO7-1909

1915-f9ユ7

1923.ユ925

1931一 ユ933

1939-191

19_1949

1955-1957

1963-1965

197ユ ーユ973

ユ979一 工981

198?-1989

謡

臨

魏

鑑

瑠

撚

錨

融

蹴

恕

漁
蹴
蹴

糀1

144

132

217

406

480

G32

ユ,107

1,085

1,ユ67

1,746

3,??3

G,230

11,443

ユ4,893

20,893

38.35

30,0?

1?,46?

2i,382

16.105

10,797

17、687

1i,450

22.969

12,583

1ユ,?.'2

144

132

217

40G

48◎

G12

ユρ55

979

1,011

1,595

3,DD3

6,001

10,961

14,5i3

20,409

37,98

29,43

16,884

20,51

1x,174

10,10S

16,?82

16.079ガ

21,363

ユ1,722

8,50

一

一
2。
認

悩
揚

窟

識

謡

謝

謝

蛎
畿

側
㎝

コ

タ
ヴ

シ

i

I
轟

-

ー

晶

4

ー
ρ

佃
85
錨

幾

鍔

獅
鷲

瑠

灘

罐

謙

鯉
協
説

寵

卿

コ
　

の
ヒ

へ
　

ロ
ロ

噌

1

1

」

-

二

¶

轟

-

」

際

認

揺

姥

併
鑑

蟹

鵬

州
癖

譜

螂
朧

誰

輯

り

　
ぞ

-

邑

囑

雫

⊥

摺

舞

殻

欝

瑠

鎚

頸

鍔

弗

謝

輔
端

掴
囎

L

Sourcos:U.S.Dεpartn、chtofCommerce,BureauofthoCen$us,Histort``QムStatistics(ゾ

読6じ ηゴξθ4Stags:ColonialTimes'oア970,Part2(Wash三ngton,D.C.:Govemm¢nt

PrintingOffice,1975),108!.1082;BurξauoftheCen3u3,5「 ご{zlisti`al1ilbstra``(ゾ ∫ゐ8

乙unitedStites,7980(Washington,D・C・:G⑪vernmentPrintingOf磁ce,1980),509;and

RogerH.DavidsonandCarolHardy,1η ゴ∫`α∫or∫a{」 写o召 ∫8qズRψ78∫ 飢`α 勧8∫ 蹄br雇04{ゴ

伽 ゴ ん 勧f妙 飢41麟 ご4`oア ∫q∫Senate蓋5細 り,and防 謝oα ゴ(Washingミon
,D.C.:

CongressionaユRe$¢archService,1987).

N⑪ 亡o=Moasuresintrodu¢ ¢dande蹴actedexcludeslπ とpleandconcurr¢ntrosolution5.
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図3上 下 両院 にお け る会期 時間(1955年 一一1988年)
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図4選 挙 区 滞 在 日 数(1959年 一1980年)
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公共政策決定過程におけるアメリカ大統領及び議会の機能位相

八
年
)、

第

五
〇

議

会

(
一
八
八
七
年
-

一
八
八
八
年
)
、

第

五

三
議
会

(
一
八
九

三
年
-

一
八
九
四
年
)
、

そ

し

て
、
第

五

五
議

会

(
一
八
九
七
年

-

一
八
九
八
年
)
が
、

こ
れ

で
あ

る
。

次

の

一
四
年

間

に

お
け

る
七

議
会

の
う

ち

の
六
議
会

は
、

会

期

日
数

四
〇
〇

日
を
越

え
た
。

第

六

一
議
会

(
一
九
〇
九
年
-

一
九

剛
○
年
)
、
第

六

三
…議
会

(
一
九

=
二
年
-

一
九

一
四
年
)
、

第

六
五
議
会

(
噌
九

醐
七
年
ー

一
九

咽
八
年
)
、

第

六

六
議

会

(
一
九

「
九
年
-

咽
九

二
〇
年
)
、

そ

し

て
、

第

六
七

議

会

(
一
九
唱
=

年
ー

一
九
二
二
年
)
が

、

こ
れ

に
当

る
。

第

七

三
議
会

(
一
九

一三
二
年
-

一
九
三
四
年
)
以
後

、

い
か
な

る
議
会

も
、

会

期

日
数

四
〇

〇

日
を

下
廻

る

こ
と

は
、

皆
無

で
あ

っ
た
。

し

か
も
・

そ

の
う

ち

の

半
数

の
議
会

は
、

会

期

日
数

六
〇

〇

日
を
薙

し

て

い
た
・

こ

の
レ」
と

は
図
(283
)に
明
ら

か

で
あ

ろ
う
・

(
83

)

(
84

)

図
4
、
図

5
が

示
す
よ
う

に
、

一
九
五
九
年

か
ら

一
九
八
〇
年

に
至
る
期
間

に
お
け
る
上
下
両
院
議
員

の
選
挙
区
に
お
け
る
滞
在
日
数

は
、

一
九
六
〇
年
代
中
葉
か
ら
急
増

し
て
い
る
。
今

日
の
現
職
議
員

は
、
今
世
紀
以
来

の
選
挙
民
と
上
下
両
院
議
員

の
間

に
お
け
る
個
人

的
接
触
を
特
徴
づ
け

て
い
た
動
向
を
見
ご
と

に
逆
転
す

る
に
至

っ
た
。
彼

ら

の
内

面

に
は
、
減
少

か
ら
増
大

へ
の
強
力

で
巨
大
な
逆
転
方

図
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図6上 下両院における常任委員数 と常任委員会スタッフ数

Numberofemployees

Fear

量麟 澱,驚1麟1鷺i。 賦1麟n齢 も撫 調
143.

(452) 204



公共政策決定過程におけるアメリカ大統領及び議会の機能位相

向

へ
の
牽

引

力
が

、
内

蔵

さ
れ

て

い
た
と
考

え

て
よ

か
ろ
う
。

今

日

の
現

職
議

員

の
選

挙
区

に
お
け

る
滞

在

日
数

は
、

む

し

ろ
、
増

加

し

て

い
る
。

そ

こ

に
は
、
減

少

か
ら
増

大

へ
の
、

指

向

線
が
、

あ

る

い
は
、

座

標

の
転

位
が
、

明

瞭

に
認

め
ら
れ

る
。

こ

の
よ
う

な
変

化

は
、

議
会

が

選

挙

の
安
泰

、

選

挙
民

へ
の
奉

仕

、

そ

し

て
、

選

挙

区

に
ょ

る
統
制

か
ら

の
政
治
的

自

在
幅

の
確

保
、

な

ど

の
現

職
議
員

の
必
要

性

を
考

慮

に

い
れ

る

こ
と

に
よ

っ
て
、

促

進

さ
れ

た
。
変

化

の
形

象

化

を
促

し

た
触
媒

は
、

議
会

の
現
職
議

員

(
85

)

の
必
要
性

に
対
す

る
配
慮

で
あ

る
。

こ
れ
ら
の
現
職
議
員

の
要
望

三
者

は
、
選
挙
区
に
対
す

る
弛
ま
ざ
る
配
慮

を
通
じ
て
充
足
さ
れ
る
。

も
と

よ
り
、

一
つ

一
つ
の
必
要
性

は
、
明
確

に
個
と

し
て
識
別
さ
れ
、
個

々
の
現
職
議
員

に
よ

っ
て
、

そ
れ
ぞ
れ

の
重
要
度

は
、
変
化
す

る
。
け
れ
ど
も
、
群

の
表
徴
を
決

し
て
外
れ
て

い
な

い
こ
れ
ら
三
者

は
、
精
妙
な

《
選
挙
区
生
活
様
式
》

の
採
用

に
よ

っ
て
、

同
時

に
そ

の
射
程
内

に
位
置
づ
け
ら
れ
、
充
足
さ
れ

る
こ
と

に
な
る
。
さ
ら

に
、
精
妙
な

《
選
挙
区
生
活
様
式
》

の
魅
力

は
、
現
職
議
員

に
か
か
わ

る
個
人
的
負
担
が
、
事
務
所
手
当

の
増
額
や

ワ
シ
ン
ト

ン
と
選
挙
区
に
お
け

る
そ
れ
ぞ
れ

の
責
任
間

の
対
立

を
緩
和
す
る
立
法
予
定
表

の

調
整
、

な
ど

の
法
的
措
置

に
よ

っ
て
漸
減
し
て
ゆ
く
と
と
も

に
、
そ
れ
だ
け
増
大
し
た
。

こ
の
過
程

の
な
か
に
お
い
て
予
告
さ
れ
懐
胎

さ

れ

て
い
た
、

よ
り
精
妙
な

《
選
挙
区
生
活
様
式
》
を
現
職
議
員
が
採
択
す

る
、
あ

る
い
は
、

こ
れ

に
転
換
す

る
た
め
の
強
力
な
誘
因
が
、

艀
化

の
段
階

に
入
り
、
明
晰

に
規
定
さ
れ

た
形
態

を
、
整
え
る
に
至

っ
た
。

こ
の
誘
因
は
、
現
職
議
員

の
選
挙
区

に
お
け
る
行
動

に
射
影

を
投
ず

る
制
度
的
装
置

の
形
式

で
、

い
ま
も

な
お
、
存
続
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
制
度
的
装
置

の
第

一
は
、
現
職
議
員

に
対
す
る
各
種

の
補
助
金

の
給
付
で
あ

る
。
各
種

の
補
助
金

は
、
現
職
議
員

に
よ
る
選

挙
区
配
慮

の
た
め
の
最
も
直
接
的
な
方
法

で
あ
る
。
電
信
、
電
話
、
郵
便
・
速
達
・
そ

し
て
、
旅

行
、

の
よ
う
な
、
多
く

の
漸
出
榔
能

は
・

現
職
議
員

に
対
す
る
法
的

に
承
認
さ
れ
た
手
当

の
給
付

に
よ

っ
て
、
そ
の
履
行

を
補
助
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
現
職
議
員

の
選
挙
区

へ
の
旅

(
86

)

(
87

)

費

の
補
助
が
、

こ
れ
に
当

る
。
表

5
、
表

6
は
、
上
下
両
院
議
員

に
対
す

る
旅
費
補
助
金

の
増
大
と
彼
ら
の
選
挙
区
滞
在
日
数

の
増
大
と

の
間
に
、
平
行
線
が
引

か
れ

る
と

い
う
、
双
方
間

に
お
け
る
比
例
関
係

の
存
在
を
示
し
て

い
る
。
旅
費
補
助
金

の
増
額

は
、
忽
ち
に
現
職

(453)2p5



表5上 院議員による選挙区配慮における変化の規模

YearsofSignificant
ChangeinAttention

In`プ8α58/rrom

Pアeη ガ0μ∫COη9プ θ∬

Dの,5 Percent
Numberof

SubsidizedTrips

1965196617.910Q6

1969-197027.56512

1973-197461.17420

Entriesarethemeannumberofdaysspentinthestatebysenatorsfiling

travelvouchers.

souRcE:GlennR.Parker,HomewardBoz〃14'E∬ ∫}lainingClaa刀g65f7τCoη'

g-ressionalBehavior(Pittsburgh,Penn.:UniversityofPittsburghPress,

1986),p.77.

【

表6下 院議員による選挙区配慮における変化の規模

YearsofSimificant
Changeinfltterition

Increasefrom

Prez,ガ α45Coπ9プ8∬

Days Percent
Numberof

SubsidizedTがP5

1965-196

1967-1966

1969-197Q

19731974

1975-1976

1979-1980

23.4

44.8

22.6

43.1

26.4

3(7.J

141

112

27

40

18

i9

4

12

12

18

26

32

Entriesarethemeannumherofdaysspentinthedistrictbyrepresentatives

filingtravelvoudhers.

soじRcE:GlennR.Parker,Ho/neze=ardBo¢`nd:Eヱ1)lainiフzgCliang-esinCon-

g-ressional.Z3ehavior(Pittsburgh,Penn.:UniversityofPittsburghPress,

1986),p.8fi.

議
員

の
側

に
お
け

る
選
挙
区
滞
在
日

数

の
増
大

へ
と
直
接

に
変
移

し
、

こ

の
二
者

の
間

に
、

一
種

の
回
転
扉
が

設
置

さ
れ

て
い
る
と

い

っ
て
も

よ
か

ろ
う
。

同
じ
く
、
既
述

の

《
郵
便
物
無
料

配
達
特
権
》

は
、
現
職
議
員
と
選
挙

区
と

の
接
触
と
交
感

の
接
点
を
増
幅

す
る
た
め
の
誘
因
と
な
る
も
う

一
つ

の
補
助
金

の
事
例

で
あ

る
。

ア

メ
リ

カ
に
お
け
る
家
庭

は
、
定
期
的

に
、

郵
便
料
金

の
代

り
に
現
職
議
員

の
署

名

の
あ
る
郵
便

の
束

の
十
字
砲
火
を

浴
び
る
。

こ
の
よ
う
な
郵
便
物

の
宛

名
が

コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
に
よ

っ
て
容

易

に
記
載
さ
れ

る
技
術
的
状
況
、
郵

便
物
が
送
達

さ
れ
る
鷹
大
な
選
挙
民

数
、
そ
し
て
、

こ
の
特
権
行
使

に
対

206(454)



公共政策決定過程におけるアメ リカ大統領及び議会の機能位相

す

る
現
職
議
員

の
直
接
的
な
個
人
負
担

の
欠
如
、
以
上

の
三

つ
の

旋
律

は

交
錯
し
合

い
つ
つ
、
《
大
量
郵
便
》

を
、
選
挙
民
と
現
職
議
員

の
接
触
と
交
感
を
維
持
す

る
た
め

の
有
効
な
機
能
と
し
て
作
動
を
さ

せ
る
。
さ
ら

に
、
も
し
補
助
金
が
増
額
さ
れ
る
と
し
た
ら
・

こ
う
し

た
種
類

の
奉
仕
機
能
を

拡
大
す
る
た
め
の

《
規
模

の
経
済
誘
因
》
(碧

φ
8
ぎ
ヨ
琴
。・$
甲
首
8
ヨ

<
①)
が
、
存
在
す

る
こ
と

に
な

る
。

こ
の

種

の
奉
仕
機
能

の
規

模

の
拡
大
が
、
一
旦
、
確
立
さ
れ
る
な
ら
ば
、
こ
の
種

の
機
能
を
拡
大
す
る
現
職
議
員

の
限
界
原
価

(B
9
吋σq

貯
巴

8
。。什)

は
、
減
少
す
る
と

い
う
の
が
、

こ
れ

で
あ

る
。
例
え
ば
、
《
大
量
郵
便
》

は
、
現
職
議
員

に
、

い
か
な
る

個
人
的
な
付
加
費

を

負
担

さ
せ

る
こ
と
も
な
く
、
広
範
囲

に
わ
た
る
利
益
集
団

に
配
分
さ
れ
る

こ
と
が

で
き
る
。

こ
の
よ
う
な
旅
行
、
郵
便

へ
の
補
助
金

の
増
大

は
、
現

職
議
員

の
自
己

の
選
挙
民

へ
の
関
係

の
変

化

に
決
定
的
な
意
味
を
も

つ
も

の
と

し
て
、
象
徴
性
を
は
ら
ん
で
浮

か
ん
で
く
る
。

現
職
議
員

の
ス
タ

ッ
フ
に
対
す
る
補
助
金

の
増
大

は
、
第

二
の
制
度
的
装
置

で
あ
る
。

こ
れ
は
、
選
挙
区
配
慮

に
付
属
す
る
現
職
議
員

の
負
担
を
軽
減
す
る
間
接
的
な
方
法

で
あ

る
。
選
挙
区
配
慮

に
携
わ

る
現
職
議
員

の
能
力

に
対
す
る
内
在
的
限
界

の

一
つ
は
、
現
職
議
員

の
時
間
が
有
限
弩

る
と

い
う

,、
と
で
あ
る
。
現
職
賛

の
妾

作
董

に
対
す

る
時
間
配
分

ξ

い
て
、
若
干

の
統
計

を
示
す
な
ら
ば
、

次

の

よ

う

に

な

る
。

R

.
H

.
デ

ヴ

ィ

ッ
ド

ソ

ン

(
幻
。
αq
①
門

踏
・
U
磐

一房
8

)

教

授

(
メ
リ
ー
ラ

ン
ド
大
学

・
議
会

調
査
局
)

(
¢
嵐
く
葭

。。
ξ

鼠

竃
舞
凱
弩

飢

碧

鮎

O
。
障
σq
鴎め
。。
・。一。
口
餌
一
涛
。
・。
。
帥
門。
げ
ω
㊦
.<
一8
)

の
研

究

に

よ

れ

ば

、

現

職

議

員

の

一
六

%

の

み

が

、

選

挙

区

に

対

す

る
奉

仕

機

能

の
展

開

を

・

自

己

の
主

要

活

動

と

看

倣

し

て

い

る
。

因

み

に
、

第

二

の
主

要

活

動

と

考

え

る

現

職

議

員

は
、

五

九

%

で
あ

っ
た

。

現

職

議

員

の
七

七

%

は
、

立

法

業

務

の
遂

行

が

、

彼

ら

の
主

要

な

活

動

で
あ

る

と

考

え

る

。

な

お
、

選

挙

区

に
対

す

る
奉

仕

機

能

の
遂

行

は
、

現

職

議

員

が

、

長

老

で
あ
聡

ど
、
翠

の
安
泰
度
が
上
昇
す
る
た
め
、
そ
れ
だ
吠

そ

の
重
護

を
低
下
さ
せ
る
と

い
気

両
者

の
間

に
、
倒
立
的

な
関
係

が

あ

る
。

ま
た
、
第
八
九
議
会

(
茎

ハ
五
年
⊥

九
六
六
年
)
に
お
け
る
羅

賛

の
霧

活
動
に
対
す
る
調
査
に
よ
れ
噂

現
職
議
員
は
・
平

(455207



表7下 院議員の平均職務時間

AHousesurveyofitsmembersshowsthatthe"average"workday

widevarietyoftasks.(Timeisgiveninhoursandminutes)

involvesa

OntheFloorandTime
inCommittee

IntheOf丑ce Time

InOtherLocations

豊。認搬n毅 。1Tim・
Hill

IntheHouseChamber

2,53

1nCommitteemeetlngs

43

Hearings

Business

Makup

Other

InSubcommittee

meetings

Hearings

Business

Makup

Other

9

4

27

3

39

17

5

15

2

WithConstituents17

Withorganizedgroups9

Withothers

Withpersonaland

committeestaff

Withothermembers

Answering皿ailand

Signingletters

Preparinglegislation

andSpeeches

Reading

Ontelephone

20

53

5

4G

12

11

26

WithConstiituentsin

Capitol

Atevent

Withleadership

Withothermembers

Withinformalgroups

Inpartymeetings

Personaltime

Other

9

33

3

11

9

5

2s

25

Subtotal 2;Q2

Other Time

Othertimespent 140

InConferencemeetings

ユ0

Subtotal 4;25 Subtotal 3;i9 Total 11;26

均

二
八
%

を
、

選

挙
区

に
対

す

る
奉
仕

機
能

の
実

施

に
、

六
五
%

を
、

立

法
活

動

に
、

そ
れ

ぞ

れ
、
自

己

の
時

間

を

配
分

し
て

い

る
。

さ

ら

に
、

一
九
七

七
年

に
、

下

院
行

政

審

査

委

員

会

(頃
2
。。φ
O
o
日
巳

。。。。δ
コ
8

》
山
日
一三
。。言
餌ユ
<
①
園
φ乱
①毛
)

は
、

現

職
議

員

が
、

ど

の
よ
う

に
自

己

の
職
務
時

間
を
配

分

し
(
91

)

て

い
る
か

に

つ

い
て
、

大
規

模

な
調

査

を
試

み

た
。

表

7

に
明

ら

か
な

よ

う

に
、

委

員
会

は
、

ワ
シ

ソ
ト

ソ
に
お
け

る
現

職

下
院

議
員

の
平
均

職
務
時

間
を
、

十

一
時

間

二
六

(
92

)

分
と
算
定

し
、

こ
れ
を
比
率

で
表
現
し
た
。

そ
れ

に
よ
る

と
、

職
務
時
間

の
三
九
%
が
、
議
場
、
常
任
委
員
会
、
常

任
小
委
員
会
、
そ
れ

に
、
両
院
協
議
会

に
お

い
て
費
や
さ

れ

る
。
そ
し
て
、
事
務
所

に
お
け
る
職
務
活
動

に
二
九
%
、

ワ
シ

ソ
ト

ソ
以
外

の
場
所

に
お
け

る
職
務
活
動

に

一
八
%
、

残
余

一
四
%
が
、
雑
務

に
、
そ
れ
ぞ
れ
、
費
や
さ
れ
て
い

る
。
第

一
の
範
疇

に
属
す

る
活
動

を
除
外
す

る
な
ら
ば
、

多
大

の
時

間
が
、
選
挙
区
関
係

の
業
務

に
投

入
さ
れ
て

い

る
。
さ
ら
に
、
少

な
か
ら
ぬ
日
数
が
、
選
挙
区
関
係
業
務

20s(45の
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の
処
理
に
専
念
す

る
た
め
に
、
選
挙
区

に
お
い
て
費
消
さ
れ
る
。
下
院
行
政
審
査
委
員
会

は
、

こ
う
し
た
資
料

に
つ
い
て
、
次

の
よ
う

に

(
93

)

解
説
す

る
。

「
現
識
議
員

は
、
異
常

に
多
忙

な
人

々
で
あ
る
。
現
職
議
員

の
平
均
的

一
日
は
、
多
様
な
諸
活
動

で
充

た
さ
れ
て
い
る
た
め
、

い
か
な

る
係
争
問
題

に
つ
い
て
も
集
中
的
配
慮

の
た
め

に
利
用
し
得

る
時
間
は
、
絶
無

も
同
然
で
あ
る
。
現
職
議
員
は
、
自
己

の
事
務
所

か
ら
、

本
会
議
場

へ
、
常
任
委
員
会

の
会
合

へ
、
あ
る

い
は
、

ワ
シ

ン
ト
ン
の
様

々
な
場
所
で
行
な
わ
れ
る
歓
迎
会
や
催

し
も

の

へ
、
と
絶
え
ず

彼
ら
を
行
き

つ
戻

り

つ
さ
せ
る
疲
労
困
憲

の
ス
ヶ
ジ

ュ
ー
ル
の
下
に
あ

る
。
ま

た
、
現
職
議
員

は
、

ワ
シ
ソ
ト

ン
と
自
己

の
選
挙
区
と

の

間
を
、
航
空
機
も

し
く

は
自
動
車

に
よ

っ
て
、
定
期
的

に
往
復
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
。

ゴ

ω§

撃

喜

喜

鞠

に
學

る
議
会
の
活
動
を
対
象
と
し
た
綿
禦

研
窪

よ
灘

上
下
両
院
に
お
け
る
羅

賛

は
・

一
九
七
〇
年
代

の
末
期
と

一
九
八
〇
年
代

の
初
期

に
、
毎
週
平
均

三
時
間

か
ら
六
時
間
を
、

こ
う
し
た
活
動

に
割
り
当
て
て
い
た
。
も
と

よ
り
、

こ
の
平
均

を
越

え
る
現
職
議
員
も
、
少
な
か
ら
ず
見
受
け
ら
れ
る
。
議
員

ス
タ

ヅ
フ
の
場
合

に
は
、
多
量

の
時
間
が
、

こ
の
種

の

活
動

に
、
注
入
さ
れ
る
。

も

し
現
識
議
員

の
職
務
活
動
が
、
立
法
業
務

の
遂
行
と
選
挙
区

へ
の
奉
仕
機
能

の
展
開

に
、
両
極
分
解

さ
れ
る
に
し
て
も
、
議
員

ス
タ

ッ
フ
の
活
動
は
、

二
極

に
分
解
さ
れ

る
こ
と
な
く
、
選
挙
区

へ
の
奉
仕
機
能

の
展
開
と

い
う

一
極

に
向
か

っ
て
集
中
す
る
と

い

っ
て
よ

い
。

第
八
九
議
会
に
お
げ
る
議
要

タ
ッ
プ
に
関
す
る
調
査
が
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
鉱
瞳

平
均
的
な
羅

議
員
の
事

務

所

は
・
そ
の

職
務

時

間

の
二
五
%

を
、

直

接
的

な

選

挙
区

へ
の
奉

仕

活
動

に
、

四

一
%

を
、

送
付

さ
れ

て
き

た
書

状

へ
の
応

答

に
、

一
〇

%

を
、

教

育

と

冨

げ
葎

団信

に
、

そ

し

て
、

僅

か

一
四
%

を
、

立

法
業

務

の
遂

行

に
、

そ
れ

ぞ

れ
、

使

用

し

て

い
る
。

こ
う

し

て
、

現

識
議

員

と

そ

の

ス

タ

ヅ
フ
は
、

そ

れ
ぞ

れ

、
自

立

し

た
行

動

の
流
れ

を
形

づ

く

っ
て

い
る
。

け

れ
ど

も
、

現

職
議
員

と

そ

の

ス
タ

ヅ
フ
は
、
各

々
、

二

つ
の
視
線

を

絡

み
合

わ

せ

て
、

補
完

さ

せ
、

と

き

に
は
、

拮

抗

さ

せ
、

対

立

さ

せ

つ
っ
、

再

選
確

保

の
共

(457)20s



通
目
標
を
目
ざ
し
て
前
進
す

る
。
両
者

の
活
動
を
、
空
間
的

に
投
射
す

る
な
ら
ば
、

二
つ
の
活
動

は
、
同
心
円
状

に
積
み
重
な
り
、
そ

の

鋤

同

心
円

の
中

心

に
、

再

選
確

保

へ
の
熱
烈

な
欲
求

が
、

配

置

さ
れ

て

い
る
と

い
え

よ

う
。

こ
の

こ
と

は
、

次

の
二

つ
の
言
葉

に
現

わ

れ

よ

聴

鋤

現

讐

員

は
・
墜

な
動
機

で
・
肇

区

へ
の
奉
仕
機
能
を
展
開
す
る
。

し
か
双

彼

ら
自
身

の
証
言

に
よ
れ
ば
、
選
挙
上

の
誘
因

α

が
・

最

も

重
要

で
あ

る
。

と

り
わ

け
、

こ

の
こ
と

は
、

限
界

議
席

(日
碧
oq
ぎ
巴

。。$
富
)
を
占

拠

し

て

い
る
現

職
議

員

に
妥

当
す

る
。

な
ぜ

な
ら
ば

・

彼

ら

は
、

選

挙
区

へ
の
奉

仕
機

能

の
最

大

供
給

者

だ

か
ら

で
あ

る
。
現

職

議
員

は
、
o
器
Φ
≦
o
時

が

、
選
挙
戦

に
お
け

る
積
極

.

消

極

両
面

の
構

成

要

因

で
あ

る
と

い
う

こ
と

を
、

確

信

し

て

い
る
。

彼

ら

は
、

格

別

の
努
力

に
よ

っ
て
、

投
票

を
獲

得

す

る

こ
と
が

で
き

る
。

ま

た
、

彼

ら

は
、

選

挙

民

の
期
待

に
背

反

し

た
た

め

に
、

投
票

を
喪

失
す

る

こ
と
も

で
き

る
。
諸

々
の
分
析

は
、

こ
う

し

た
確

信

を

(
99

)

固

め

る
。

現

職
議
員

の
着

手

し

た
諸

活
動

は
、
彼

ら

の
声

価

に
、

影
響

を

及
ぼ

す
」
。

「
現

職

下
院

議
員

は
、
単

に
立

法
者

で
あ

る
ば

か
り

で

は
な
く

、
行

政
官

で
あ

り
、
教

育
者

で
あ

り
、
そ

し
て
、
使

い
走

り

(.聴.餌
旨
伽
び
。
矯)

で
あ

る
。

こ
れ

ら

の
役

割

の
そ

れ
ぞ

れ

を
遂
行

す

る

に
当

っ
て
、

現
職

下
院

議
員

は
常

に
、
自

己

の
選

挙

民
を
念

頭

に
置

く
。
彼

は
、

自

己

の
立

法
責
任

よ

り
も

、

む

し

ろ
、

選

挙

民
を
念

頭

に
入
れ

て
、
自

己

の
事

務

所

を
組
織

す

る
。

も

と

よ
り
、
彼

は
、

個

々
の
選

挙
民

の

た
め

の
職
務

を
、

立

法

に
関

す

る
職
務

よ
り
も
、

自

己

の
職
責

に
基

本

的

な

も

の
で
あ

る
と

は
、

看

倣

し

て

い
な

い
。

け
れ

ど
も
、

彼

は
、

こ
の
職

務

に
優
位

を
認

め

る
。

彼

は
、

こ
の
職
務

か

ら
満
足
感

を
引

き

だ
す

と

同
時

に
、

こ
れ

に
対

し
て
幻
滅
感

を
味

わ

う
。

こ
の
職

務

は
・
虞

々
・
骨

の
折

れ

る
雑

用
と
化

す
。

し

か
し
、

こ
れ

は
、

現
実

の
必
要

性

を
充

た

し
、

彼

に
、

貴
重

な
情
報

を
も

た
ら

し
、

そ

し

て
、

何
よ
り
も
、
投
票
場

に
お
い
て
お
そ
ら
く
最
も

《
引
き
合
う
》
曾

三

.)
活
動
と
な

る
。
彼

は
、

.あ

霧

の
遂
行

に
と
も
な
う
時
間

(
ool

)

を
不
快

に
思

う
。

し
か
し
、

彼

は
、

こ
の
職
務
を
、
決

し
て
い
い
加
減

に
し
な

い
」
。

現
職
議
員

の
再
選
確
保

へ
の
起
爆
装
置

に
転
化

し
得

る
自

己
の
選
挙
区

へ
の
奉
仕
活
動

に
と
も
な
う
経
済
上
、
時
間
上

の
個
人
負
担
を
、
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阿
び
と
か
に
移
行
ナ
る
方
法
が
あ
る
と
し
た
ら
v
そ
れ

に
よ
り
塾
現
職
議
員

は
Ψ
自
ら
が
奉
仕
す
べ
き
財
象
と
な
る
選
挙
民

の
数
を
増
大

す

る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、

さ
ら

に
、
自

己
に
固
有

の
職
務
で
あ

る
立
法
業
務

の
遂
行

に
も
、
少
な
か
ら
ざ

る

エ
ネ

ル
ギ
ー
と
時
間
と
を

投
入
す

る
こ
と
が
、

で
き
る
で
あ

ろ
う
。

選
挙
区
に
対
す

る
奉
仕
機
能

の
展
開

の
た
め
の
個
人
的

ス
タ

ッ
フ

(窟
屡
8
巴

。。骨熟
)
の
活
用

が
、

こ
の
方
法

に
当

る
。

こ
の
方
法

の
実
施
に
よ

っ
て
、
現
職
議
員

の
奉
仕
活
動

の
負
担

は
、
削
減
さ
れ
、
そ
れ
が
個
人
的

ス
タ
ヅ
フ
に

移
行
さ
れ
、
現
職
議
員

の
選
挙
区

へ
の
奉
仕
活
動

の
範

囲
も
、
奉
仕

の
水
準
を
下
降
さ

せ
る
こ
と
な
く
、
拡
大
す
る
こ
と
が
、
可
能
と
な

る
。
加
、兄
て
、
現
職
議
員

の
本
来

の
職
務

で
あ
る
立
法
業
務

の
遂
行

に
も
、
時
間
的
余
裕
が
生
じ
、
選
挙
区

へ
の
奉
仕
機
能

の
展
開
と
立

蒙

務

の
遂
行
と

は
、
個
人
的

ス
タ

ッ
フ
の
増
加

の
つ
く
り
だ
す
環

の
な
か

に
結

び
ム
。
わ
さ
れ

璽

上

下
両
院

を
問

わ
ず
、

現

職
議

員

は
、
彼

ら

の
代

理

人
と

し

て
の
選
挙

区

へ
の
奉

仕

機
能

を
果

た
す

個
人
的

ス
タ

ヅ
フ
の
価

値

を
、

逸

速

く

認

識

し

て
お

り
、
彼

ら

が
個

人
的

ス
タ

ッ
フ
に
よ

る
選

挙
区

へ
の
旅

行

回
数

の
増

大

を
、

試

み
て
き

た
。

オ

レ
ゴ

ソ
州

選
出

の
共

和

党

上

院
議

員

M

.
0

.
ハ
ヅ
ト

フ

ィ
ー

ル
ド

(り繭
餌
婦瞭
(
》.
工
餌一頃6
一鎚
)

は
、

選
出

州
内

の
旅

行
費

用
を

個
人

的

ス
タ

ッ
フ
に
償
還

す

る

た

め

の
法
案

の
通
過
を
要
請
し
た
折

に
、
大
部
分

の
上
院
議
員

の
感
情
を
映

し
だ
す
感
光
板

の
作
用
を
発
揮

し
・
次

の
よ
う

に
代
弁

し
聴

「
こ
の
よ
う

な
方

法

に
よ

っ
て
、

個
人

的

ス
タ

ッ
フ
が
選

挙

民

に
援
助

の
手

を
差

し
延

べ

る
と
き

、
す

べ

て

の
州

に
お

い
て

ス
タ

ヅ
フ

が

な

し
得

る

こ
と

は
何

か
と

い
え
ば
、

そ

れ

は
、

政
府

と
折
衡

す

る
す

べ

て

の
選

挙

民
が

直
面

す

る
面

倒

な
手
続

を
簡

略
化

す

る

こ
と

に

貢

献

を
す

る
と

い
う

こ
と

で
あ

る
。

加

え

て
、

選

挙

民
と

の
間

に
、

よ

り

よ

い

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
イ

シ

ョ
ン
が

、
達

成

さ
れ

よ
う
。

面

と
向

か

っ
て

の
接
触

(2
①
げ
亀

き

6
饗
冨
鵠

8
三
β。
9
)

は
、
督

励

さ
れ

る

べ
き

も

の

で
あ

る
。

こ
の
法

案

は
、
我

々
の
個

人
的

ス
タ

ッ
フ
が

、
我

々

の
選
挙

民

に
、

よ

り

よ
く
奉

仕
す

る

こ
と

に
、

寄

与
す

る
で
あ

ろ
う
」
。

事

実

、
議

会

は
、

一
九
世

紀
末

葉

に
、

上
下

両

院

の
現
職

議

員

に
対

し

て
、

ワ

シ

ソ
ト

ン
事

務

所

に
所
属

す

る
個

人
的

ス
タ

ヅ
フ
を

雇

傭

す

る
た

め

の
資
金

を
、

既

に
給
付

し

て

い
る
。

以
来
今

目

に
至

る
ま

で
、

こ

の
目
的

の
た

め

に
使

用

さ
れ

る
資
金

は
、
着

実

に
増

大

し

459)211



表8 上 下両 院 におけ る個人 的

ス タ ッフ数,1930-1987

YEAR HOUSE SENATE

1930

×935

1947

1957

1967

19;2

1976

1977

1978

1979

1980

198

1982

×983

1984

1985

1986

198?

870

spa

1,440

2,441

4,055

5,280

fi>939

6,942

6,944

7,067

7,371

7,48?

7,511

zcos

7,385

7,528

7,920

7,515

280

424

590

1,115

].,749

2,425

3,251

3,559

3,268

3,X93

3,746

3,945

4,041

4,059

3,949

4,097

3,774

4,075

 

ら

一
二

四
万
七

八
七

九

ド

ル
ま

で

の
間

に
、

広

く
分
布

し
て

い
る
。

る
。

一
九

八

九
年

に
お
け

る
現
職

議
員

の
そ

れ

は
、前

稿

㈲

で
述

べ
た

よ
う

に
、
七

一
万

六

一
〇

ニ
ド

ル
か
ら

一
四
五

万

八
八

五
六

ド

ル
ま

で

の
間

に
、
拡

散

す

る
。
上

院

議
員

は
、
こ

の
給
付

額

の
枠
内

で
、

必
要

と
す

る
個
人

的

ス
タ

ッ
フ
を
雇

傭
す

る
。
一
九

八
九
年

に
お
け

る

立
法

補
助

者

へ
の
補
助

金

は
、
二
四
万

三

五

四

三
ド

ル
で
あ

る
。

事
実

上

、
す

べ

て

の
現
職

議
員

は
、自

己

の
選

出
州

内

に
、
年

中
無

休

の
事

務
所

を
設
置

し
て

い
る

(大
部
分
の
上
院
議
員
は

一
つ
以
上

の
事
務
所
を
保
有
す
る
)
。

選

出
州

の
事

務

所

に
は
、

個

人
的

ス
タ

ッ
フ
の
三
分

の

一
以
上

が
、

常

駐
す

る
。

州

事
務

所

は
、

最

近

に
至

っ
て
、

そ

の
規
模

を
拡

大

す

る
傾

向

に
あ

る
。

一
九

七

二
年

に
は
、
現

職

議
員

の
個

人
的

ス
タ

ヅ
フ
の
三
分

の

一
の
み
が
、

州

事
務

所

に
、
配

属

さ

れ

て

い
る

に
す

ぎ

な

か

っ
た
と

い
う
事

実

に
、
こ

の
こ
と

は
、

覗
わ

れ

よ
う
。

他

方
、

下

院

の
場
合

、

一
九

八

二
年

に
、

現
職
下

院

議
員

は
、

そ
れ
ぞ

れ
、

二
十

一
名

の
個

人
的

ス
タ

ッ
フ
を

雇
傭

す

る
た

め

に
、

三

五
万

二
五

三
六

ド

ル
の
補
助

金

を
給

付

さ
れ

て

い
る
。

一
九

八
六
年

に
は
、

表

8

に
明

ら

か
な

よ
う

に
、

現

識
議

員
全

体

で
、

七

九
〇

〇

名

の
個

人
的

ス
タ

ッ
フ
を
雇
傭

し

て
お
り
、

こ
れ

ら

の

ス
タ

ッ
フ
の
四
〇
%

以
上
が
、

選

挙

区

に
所
在

す

る
事
務

所

に
属

し
、
自

己

の
現

職

議
員

の
た

め

の
再

選

運
動

を
繰

り
拡

げ

て

い
る
。

個

人
的

ス
タ

ッ
フ
の
選
挙

区
事

務

所

へ
の
配
置
率

は
、

最
近

二
、

三
〇

年

の
澗

に
、

(
301
)

て

い

る
。

(
401

)

表

8
は
、

一
九
三
〇
年

か
ら

一
九
八
七
年

に
至
る
ま
で
の
個
人

的

ス
タ

ッ
フ
数

の
推
移
を
示
す
。

上
院
議
員

の
場
合
、
彼

ら
の
個
人
的

ス
タ

ッ
フ
に
給
付

さ
れ
る

補
助
金
総
額

は
、
彼
ら

の
そ
れ
ぞ
れ
が
代
表
す

る
州

の
人

口
規
模

に
よ

っ
て
異
な
る
。
例
え
ば
、

一
九
八
二
年

に
は
、
現
職
上
院
議

員
各

々
の
受
領
す
る
補
助
金
総
額

は
、
六

二
万

一
〇
五
四
ド

ル
か

こ
の
ほ
か
に
、
一
九
万

二
六

二
四
ド

ル
が
、立
法
補
助
者

に
給
付
さ
れ

212(460)
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急
伸

し

つ
つ
あ
る
。

一
九
六
〇
年

に
は
、

こ
の
比
率

は
、
僅

か

一
四
%

で
あ

っ
た
。
現
職
下
院
議
員

の
凡
そ

二
分

の

一
は
・
自
己

の
選
挙

区

に
、

一
っ
以
上

の
事
務
所
を
置
く
。

選
出
州
あ
る
い
は
選
挙
区
所
在

の
事
務
所

に
お
け
る
個
人
的

ス
タ

ッ
フ
数

の
増
加
が
、
上
下
両
院

に
及
ぼ
す
影
響
は
、
現
職
議
員

の
側

に
お
け
る
選
挙
民

に
対
す
る
使

い
走
り
機
能

の
遂
行

へ
の
配
慮

の
少
な
か
ら
ざ
る
増
大

で
あ
る
と

い
う

こ
と

は
、
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

こ

う
し
て
、
最
近

に
お
け
る
調
査

に
よ
れ
ば
、
上
院
議
員

は
、
週
平
均
三
〇

二
、
下
院
議
員

は
、
週
平
均

一
一
五

の

o
器
Φ
≦
o
蒔

を
、

そ
れ

ぞ
れ
、
扱
う
こ
と

に
な

る
。

こ
れ
故
、

「大
部
分
で
は
な

い
に
せ
よ
、

幾
多

の
選
挙
区
事
務
所

は
、

自
ら
を
可
視

と
近
接
可
能

の
存
在

へ

と
転
移
さ

せ
、
選
挙
民

に
、
彼
ら
自
身
が
直
面
す

る
諸
問
題
を
、
下
院
議
員

の
手

元
に
提
出
す

る
こ
と
を
奨
励
し
、
そ
し
て
・
首
尾

よ
い

勤
勉
な

ー

轟

の
な
し
得

る
す
べ
て
を
行
舞

」
・

約
言
す

る
な
ら
ば
・

羅

議
員
及
び
選
挙
区
霧

所

の
個
人
的

ス
タ

ッ
フ
は
・

効

果
的

な

6
器
o
ミ
。
鱒

の
展
開

が
、

お

の
ず

と
回
転

を

は
じ

め
選

挙
民

の
支

持

へ
の
無

限

の
飛
翔

を
果

た
す

と

い
う

状

況
認
識

に
た

っ
て
・

o
輿
器
≦
o
昆

の
運
営

に
精
励

す

る

こ
と

に
な

る
。

個

人
的

ス
タ

ヅ
フ
の
職
務

は
、
多

岐

に
わ

た

る
。

一
般

に
、

典

型
的

な
事

務
所

で
は
、

個

人
的

ス
タ

ヅ
フ
の
技
能

と

し

て
、

三
種
が

、

挙

示
さ
れ

て

い
る
。

書
記

的
ー

官

僚

的
支

持

技
能

(6ζ

冨

7
び
葺
①
き
自
魍
二
。
。・ロ
箸
。
憐

・・護

一)、

技
術

的
-

専

門
的

立

法
技
能

(§

げ
昏

寧

唱
N。
{㊥
・。・。一。
ロ
p
一
一6
αq
一・。一陣
時一く
。
。。犀
謹
)
、

そ

し

て
、

政

治
的

技
能

(速
津
甘
巴

。。犀
讐
)
が

、

こ
れ

で
あ

る
。

書

記

的

-
官

僚
的

職
務

は
・

現
職

議

員

の
事

務

所

に
お

け

る
常
規

的

運
営

の
中

心

に
強

靱

に
屹
立

し

て

い
る
職
務

で
あ

る
。

往
信

に
対

す

る
返

信
、

選

挙
民

に
対

す

る

8
。。o
、

≦
。
同
犀

の
推
進

、

訪

問
者

の
接

受

、
艶
㊥
。。

の
保
存

、

現
職

議
員

の

習

ぴ
ぎ

一苗

の
た

め

の

白
Φ
象
㊤

と

の
交

渉
、

電
話

の
応

待
・

な
ど
が
・

こ
れ

に
当

る
。

も

と

よ
り
、
提

案

さ
れ

て

い
る
立

法

の
具
体

的
内

容

や

そ

の
他

の
立

法
問

題
も
、

個

人
的

ス
タ

ヅ
フ
に
よ
る
配
慮

、

考
察
、

助

言
を

必
要

と
す

る
。

け

れ

ど
も
、

個

人

的

ス
タ

ッ
フ
は
、

常

に
、

既
述

の
三
領
域

に
跨

っ
て
行

動

し

な
け

れ
ば

な

ら
な

い
た
め
、

彼

ら

に
対

す

る
書

記

的
-

官

僚

的
支

持

職
務

の
遂

行

と

い
う
差

し
迫

っ
た
要

求

が
、

そ

の
ま
ま
反

転

し
、

そ

の
陰

画

の
景
と

し

て
、

立

法

問
題

(46ヱ)213



の
解

決
す

る

た

め

の
時

間
的

余
裕

の
払
底

を

、

対

極

に
露

出

さ

せ

る
。

こ

の

こ
と

は
、

カ

リ

フ

ォ

ル

ニ
ア
州

選
出

の

民

主
党

上
院
議

員

A

.
ク
ラ
ス
ト
ソ
が
・

か

つ
て
述

べ
羨

雲

。覆

・
窺
知
す
る

こ
と
が

で
き

る
で
あ

ろ
簿

「
私

の
個

人
的

ス
タ

ッ
フ
の
全
時

間

の
大

半

は
、

我

々
が

、

そ

の
解

決

の
た

め

に
、

こ

こ

ワ
シ

ソ
ト

ン
に
派

遣

さ
れ

て
き

た
と

こ
ろ

の
、

実
体

的

な
係

争

問
題

に
、

で

は
な
く

、
畠
器
名
o
時

の
諸

問
題
-

市

民
と

彼

ら

の
政
府

と

の
間

に
発

展

し
て
く

る
個

人
的

難

問

の
解

決
1

と
往

信

に
対

す

る
返

信

の
双
方

に
、

当

て

ら
れ

て

い
る
。

こ

こ
に
議

席

を
占

め
続
け

、
我

々
が

切

望

す

る
他

の
職
務

を
遂

行

す

る

た
め

に

は
、

o
窃
o霜
o
蒔

を
推

し
進

め
、

往

信

に
対

し

て
返

信

し
な

け
れ
ば

な

ら
な

い
と

い
う
状

況

を
、
我

々
の
す

べ

て
は
、

熟

知

し

て

い
る
」
。

政

治

の
地

平

で

は
、

現

職
議

員

は
、

自

己

の
選

出
州

も

し
く

は
選

挙
区

の
政

治

情
勢

に
精

通

し
、

再

選
運

動

を
成
功

に
導

く

た

め

に
有

効

な
助

言

を
な

し
、

積
極

的

に
活

動

す

る
と

こ
ろ

の
、

政

治

的

に
熟

練

し

た
若

干

の
ス
タ

ッ
フ
を

必
要

と
す

る
。

再
選

へ
の
準

備
活

動

は
、

持

続
的

な

過
程

で
あ

る
。

と
り

わ
け

、
下

院
議

員

に

つ
い

て
、

こ

の

こ
と
が

、

い
え
よ

う
。

上

下

両
院

に
お
け

る
現
職

議

員

に
は
、

議
会

な

ら
び

に
官
僚

機

構

の
関
連

部

門

の
双
方

の
政
治

的
内

情

に
通

暁

し
た
個

人
的

ス
タ

ッ
フ
が
、

不

可

欠

で
あ

る
。

右

に
述

べ

た

よ
う

に
、

総

じ

て
、

個
人
的

ス
タ

ヅ
フ
に

は
、
現

職

議
員

に
負
荷

さ

れ

る
立
法
業

務

の
遂

行

を
献
身

的

に
補

佐

す

べ
き

潤

沢

な
時

間
的

余

裕
が

な

い
。

現
職

議

員

の
選

挙
区
事

務

所

へ
の
少

な

か
ら
ざ

る
個
人
的

ス
タ

ヅ
フ
の
移

動

は
、

何

よ
り
も
、

こ
の
事
実

を

明

証

す

る
。

同
時

に
、

こ

の
こ
と

は
、
立

法

問
題

に
向

か

っ
て
、

ワ

シ

ソ
ト

ソ
に
駐
在

す

る
残

余

の
個
人
的

ス
タ

ヅ
フ

の
関

心
を
鮮

や

か

に
収

束

さ

せ
、

こ

の
問
題

に
対

す

る
彼

ら

の
配
慮

と
考

察

を
深

め
、

そ

こ
か

ら
、
現

職
議

員

に
よ

る
立
法
業

務

の
遂

行

に
有

用
な
助

言
、

勧
告

、
見

解

、

提
案

な

ど
を
放

出

さ

せ
る
た

め

に
、

十
分

な
時

間

を
、

彼

ら

に
、
付

与

し

よ
う

と
す

る

こ
と

の
証
左

で
も
あ

る
。

こ

の
意

味

に
お

い
て
、

選

挙
区
事

務

所

へ
の
個

人
的

ス
タ

ッ
フ

の
移
動

は
、

o
器
①
≦
o
時

の
首

尾

よ

い
展
開

と

立
法
業

務

の
完
遂

と

い
う
両
極

の

幻
馨

同
時

に
包

み
こ
む
も

の
と

い
っ
て
よ
か
ろ
絶

選

挙

区
配
慮

に
と

も
な

う
現

職
議

員

の
個

人
釣

負
担

を
極
小

化

す

る
第

三

の
制

度

的
装

置

は
、
立

怯
予

定
表

の
編

成

(一.
αq
一。。一勢魯
く
畠
功魯
や
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(
801
)

岱
島

紹
)
で
あ

る
。

立
法
予
定
表

の
編
成

に
よ
り
、
現
職
議
員

は
、
自
己

の
選
出
州
も
し
く

は
選
挙
区

に
お
い
て
、

ワ
シ
ン
ト
ソ
に
お
け

る
立
法
責
任

の
履
行
を
、
実
体
的

に
は
常
任
委
員
会
活
動

の
展
開
を
、

い

っ
さ

い
害

う
こ
と
な
く
、
時

を
過
す
こ
と
が
、
可
能
と
な
る
。

現
職
議
員
が
、
立
法

へ
の
関

心
の
集
中
も
し
く

は
立
法
責
任

の
履
行
を
危
う
く
す

る
こ
と
な
く
、
自
己

の
選
挙
州
や
選
挙
区

に
滞
在
し
得

る
よ
う

に
、
立
法
予
定
表
を
編
成
す
る
こ
と

に
よ

っ
て
、
議
会

は
、
選
挙
区
配
慮

へ
の
心
理
的
圧
迫
感
か
ら
、
現
職
議
員
を
解
放
す
る
。

立
法
予
定
表

は
、

こ
れ
故
、
立
法

へ
の
関
心

の
稀
薄
化
や
立
法
責
任

の
不
履
行
と

い
う
議
会
外
か
ら
現
職
議
員

に
放

た
れ
る
批
判

の
衝
撃

波

に
対
し
て
、
心
理
的
防
壁

の
役
割
を
果
た
す
も

の
と

い
う

こ
と
が
で
き

よ
う
。

こ
の
過
程

に
お

い
て
、
現
職
議
員

に
よ
る
選
挙
区
諸
問

題

へ
の
注
視
と
配
慮
が
、

一
段
と
助
長
さ
れ
る
に
至

っ
て
い
る
。

上
下
両
院

に
お
け

る
立
法
予
定
表

は
、
精
妙

な

《
選
挙
区
生
活
様
式
》
の
採

用
を
円
滑

に
進

め
る
た
め
に
、
幾

つ
か
の
方
式

に
し
た
が

い
、

編
成

さ
れ
る
。
な
か
で
も
、
議
会
、
と
り
わ
け
、
下
院

は
、

立
法
業
務

の

《
火
曜
-
木
曜
予
定
表
》
(↓
口
霧
亀
曙
き
曲
ず
霞
巴
曙

ω。げ
巴
巳
・)

の
採
用

に
お

い
て
、
著
名

で
あ

る
。

こ
の

《
裁
頭
予
定
表
》
(旨
巷
建
8
鮎
。。。冨
ユ
巳
①)
は
、
下
院
議
員

に
、

い
か
な
る
立
法
業
務

の
遂
行
を

も
怠

る
こ
と
な
く
、
選
挙
区

に
お

い
て
、
長
期

に
わ
た
る
週
末
休
暇
を
過
す

こ
と
を
、
可
能

に
す

る
。

さ
ら

に
、
下
院

は
、
選
挙
区
内
を

旅
行
す
る
現
職
議
員

の
た
め
に
、
毎
年
、
立
法
予
定
表

の
な
か
か
ら
、
《
選
挙
区
職
務
遂
行
週
間
》
(島
。。需
沖9

宅
o時

自
o①
駐
)
と
呼
ば
れ

る

包
括
的
時
間
を
、
除
外
す
る
。
大
部
分

の
立
法
業
務

は
、
選
挙
区

へ
の
旅
行
と

の
競
合
を
極
小
化
す

る
た
め
に
、
立
法
予
定
表
上

に
編
成

さ
れ

る
こ
と

か
ら
、
総
じ
て
、

ワ
シ
ソ
ト
ソ
に
お
け

る
現
職
議
員

の
投
票
参
加
と
、
選
出
州
も
し
く

は
選
挙
区
の
家
庭

に
お
け
る
彼
ら
の

滞
在

日
数
と

の
間

に
は
、
ほ
と

ん
ど
関
連
性
が
な

い
。
双
方

は
、
か
け
隔

っ
た
両
極
と
も

い
え
よ
う
。

こ
れ
故
、
現
職
議
員

の
な
か
で
、

ワ
シ
ソ
ト

ソ
に
お
け
る
不
在
が
選
挙
運
動

の
争
点
と
さ
れ

る
こ
と
を
憂
慮

し
警
戒
す

る
議
員

は
、
皆
無
も
同
然
で
あ

る
。
彼
ら
が
、
係
争

問
題

に
対
す

る
具
体
的
な
態
度
や
立
場

の
形
成
を
あ
え

て
回
避
し
よ
う
と
し
な

い
限
り
、
彼
ら
が
、

ワ
シ
ン
ト
ソ
に
お
け
る
投
票
行
為
を

放
棄
す

る
と

い
う

こ
と

は
、
ま
ず
、
あ
り
得
な

い
。

(463)215



上
院

の
場
合
、
大
部
分

の
立
法
業
務

の
予
定
表

へ
の
編
成

は
、

そ
れ
が
す

べ
て
の
上
院
議
員

に
受
容
可
能

の
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

な
ぜ
な
ら
、

そ

の
編
成
は
、
全
員

一
致

の
合
意

に
基
づ
く
協
約

(ロ
ロ
餌
謹
旨
o
器

8
話
〇
三

餌
㎎
①oヨ
窪
↓)

の
下

に
運
営
さ
れ
ね
ば
な
ら

な

い
か
ら
で
あ

る
。

こ
う
し
た
協
約

は
、
多
数
党
及
び
少
数
党

の
双
方

の
指
導
者
集
団

の
間

に
お
け

る
交
渉

の
う
え
形
成
さ
れ
、
さ
ら
に
、

そ

の
協
約

は
、
上
院

の

一
致

し
た
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

一
旦
、

そ
の
承
認
を
獲
得
し
た
な
ら
ば
、
そ
れ
は
、
上
院

に
お
け

る

公
式

の
立
法
業
務

の
予
定
表
と
し

て
機
能
す

る
。
上
院

に
お
け

る
全
員

一
致

の
合
意

に
基
づ
く
協
約

の
活
用

は
、

選
挙
区
配
慮

を
奨
励
す

る
他

の
制
度
的
装
置

の
導

入
と
同
時

に
、
増
大
を
示
し
て
い
る
。
げ

ん
に
、

こ
う
し
た
協

約

の
活
用

は
、

一
九
五
九
年

に
は
二
〇
回

で
あ

っ
た
の
が
、

一
九
七
七
年

に
は
、

六
七
回

へ
と
、

三
倍
強
と
な

っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
協
約

の
調
節
機
能
が
、

ワ
シ
ソ
ト

ソ
に
お
け
る

立
法
業
務

の
遂
行
と
選
挙
区

へ
の
滞
在
と

の
間

に
お
け
る
現
職
議
員

の
日
程

の
矛
盾

を
緩

和
し
、
彼

ら
の
選
挙
区

へ
の
帰
参
を
促
進
す
る

に
至

っ
て
い
る
。

も
と

よ
り
、

立
法
予
定
表

の
編
成

は
、
現
職
議
員

に
放
恣

な
自
己
発
散

や
惰
眠
を
許
容
す
る
た
め

の
制
度
的
装
置
で
は
な

い
。

ま
た
、

そ
れ
は
、
選
挙
民
と
現
職
議
員
と

の
間

に
お
け

る
相
互
的
視
線

の
成
立
を
否
定
す

る
わ
け

で
も
な

い
。
む
し
ろ
、
立
法
予
定
表

の
編
成

は
、

立
法
問
題

へ
の
不
断

の
関
心
の
集
約
や
立
法
責
任

の
厳
格

な
常
規
的
履
行
と

い
う
拘
禁
的
枠
組
を

は
ず

し
て
立
法
業
務

を
眺
望

し
、
選
挙

民

の
要
望
を
緻
密

に
汲

み
あ
げ
、

こ
れ
を
立
法
業
務

の
な
か
に
織
り
込

ん
で
ゆ
く
た
め
の
装
置

に
ほ
か
な
ら
な

い
。
そ
れ
は
、
立
法
業
務

の
遂
行
を
活
性
化
す
る
た
め
、
選
挙
区
か
ら

の

エ
ネ

ル
ギ

ー
を
周
期
的

に
媒
介
す
る
装

置
で
あ
る
。

こ
の
装
置

の
順
調
な
機
能
が
、
現
職

議
員

の
再
選
確
保

へ
と
直
線
的

に
結
合
す

る
。

な

お
、
議
会
が
、
現
職
議
員

に
よ
る
選
挙
区
配
慮

の
負
担
を
縮
小
す
る
た
め
の
立
法
予
定
表
を
作
成
す

る
方
法
な
か
で
、
最
も
簡
明
な

方
法

は
、
単

に
、
休
会
期
間
を
急
増
さ

せ
る
こ
と

で
足
り
る
。
議
会

は
、
通
常
、
休
会
中
、
立
法
業
務
を
遂
行

し
な

い
。

こ
れ
故
、

現
職

議
員

に
は
、
自

己

の
選
挙
民
と
と
も
に
時
を
過
し
て
い
る
間

に
、
自

ら
の
立
法
責
任
を
棄
却
す
る
と

い
う
懸
念

は
、
生
じ
な

い
。
議
会

に

216(464)



公共政策決定過程におけるアメ リカ大統領及び議会の機能位相(

図7議 会 の休 会 日数,19431884

馨

器
」
お
怨
δ

Congress

お
け

る
休
会

な

ら

び

に
休

日
期
間

は
、

法
規

で
定

め
ら

れ

て

い
る
。
例

え
ば
、

一
九

七
〇

年

の
立

法

部
再

組
織

法

(じ
①
。Q
乾
豊

奉

閃
8
茜
§

剛掴9。酔凶呂

〉
ε

は
、
各

議
会

の

第

一
会

期

の
間
、

議
会

は
、
訂

ぴ
o
H
一)
躇

の
三
〇

日
以
前

か
ら
当

該

日

の
二

日
後

に
至

る
ま

で
、

休
会

す

る
旨
、

明
定

し

て

い
る
。
本

質

に
お

い
て
、

立

法

は
、

休
会

期
間

と

し

て
、

八
月

一
ヶ
月

を
、

規

定
す

る
。
確

か

に
、

八
月

休
会

の
設
定

は
、

休

会

日
数

の
大
幅

な
上

昇

を
も

た

ら

し
た
。

け
れ

ど

も
、

ワ
シ

ン
ト

ソ
か
ら
離

脱

期
間

の
増

加
傾

向

は
、

こ
の
よ
う

な
特

別

休
会

期

間

の
宣

示

以
前

に
、
既

に
開

始

さ
れ

て

(
901

)

い
る
。
図

7
に
明
ら
か
な
よ
う

に
、
上
下
両
院
が
休
会
中

で
あ

る
日
数

は
、
第
八

九

議
会
以
後

の

一
九
六
〇
年
代
中
葉

に
、
増
大
し
は
じ
め
て
い
る
。

以
上

に
述
べ
て
き
た
よ
う

に
、
選
挙
区

に
お
け
る
活
動

に
補
助
金
を
給
付
す

る
こ

と

に
よ

っ
て
、
個
人
的

ス
タ

ッ
フ
の
規
模
を
拡
大
し
、
彼
ら

に
、
選
挙
区
諸
問
題

の

解
決

に
お
け

る
重
要
な
役
割
を
付
与
す

る
こ
と

に
よ

っ
て
、
そ
し
て
、

ワ
シ
ン
ト

ソ

と
選
挙
区
に
お
け

る
各

々
の
責
任

の
間

の
対
立
を
忌
避
す

る
た
め
に
、
立
法
予
定
表

を
操
作
す
る
こ
と

に
よ

っ
て
、
議
会

は
、
大
部
分

の
現
識
議
員

の
選
挙
区

に
お
け
る

行
動

に
影
響
力
を
及
ぼ
す
誘
因
体
系
を
樹
立
す
る

に
至

っ
て
い
る
。

こ
の
誘
因
体
系

は
、
現
職
議
員

の
側

に
お
け
る
選
挙
区

の
諸
問
題

へ
の
高
度

の
配
慮
を
助
成
し
て
ゆ

く
制
度
的
装

置

の
形
態

を
と
る
。

こ
れ
故

に
、
《
選
挙
区
生
活
様
式
》
に
お
け
る
顕
著

な
変
化
-
選

挙
区
諸
問
題

へ
の
配
慮

の
増
大
1

は
、

一
九
六
〇
年
代
及
び

一
九
七
〇

(465)a17



年
代

に
・
誘
因
体
系

の
発
屡

よ

っ
て
も

た
ら
さ
れ
た
。

こ
の
変
化
が
、
含

に
お
け
る
上
下
両
院
議
員

の

《
馨

区
生
活
様
式
》

の
恒

久
的

な
特

徴

と
な

る

に
至

っ
て

い
る
。

こ
う

し
て
・
制
度
的
装
置

は
・
選
挙
区

に
お
け

る
現
職
議
員

の
行
動
と
結
び

つ
き
、
次

い
で
、
肇

の
領
纏

奮

し
、

そ
し
て
、

現

霰

員

の
再
選
と
な

っ
て
再
生
す

る
・
さ
ら
に
、

こ
れ
が
制
度
的
蓋

に
円
環
し
、

発
端
と
到
達
点
が
蓉

三

つ
の
輪
を
形
成
す

る
。

そ

の
背
景

に
議
会

に
お
け
る
製

的
蕎

の
稜
禦

拡

が
る
精
妙
な

《
肇

区
生
活
様
式
》
が
、
政
治
的
地
平

に
も
た
ら
し
た
葉

は
、

三
誕

要
約
す

る
こ
と
が
で
軸

・
①

限
界
選
挙
区

の
衰
退
、
②
現
職
議
是

お
け

る
行
動

の
自
在
幅

の
拡
張
、
そ
し
て
、
③
選
挙
区
諸

問
題

の
万

能

の
解

決
者

と
し

て

の
現
職

議

員

の
イ
メ

!
ジ

の
定
着
、

以
上

が
、

こ
れ

に
当

る
。

ま
ず
・
①

か
ら
述
べ
る
な
ら
ぽ
、
議
会
肇

の
研
究

に
お

い
て
逢
着
す

る
奇
妙

窺

象
は
、

一
九
六
〇
年
以
降

の
上
下
両
院

に
お
け
る

現
讐

員

の
肇

上

の
塞

性

の
増
幅

で
あ
る
。

こ
れ
は
、

と
り
わ
け
、

一
九
六
〇
年
代
、

一
九
七
〇
年
代

に
お
け
る
限
選

挙
区

の
衰

退
と

い
い
か
え
て
も
よ
い
・

こ
の
原
因
と
し
て
、
連
邦
官
鷹

構

の
肥
大
化
、
適
格
性

の
あ

る
挑
戦

候
補
者

の
欠
如
、

ア
メ
リ
カ
に
お
け

る
選
糞

の
行
動

の
変
化
・

な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
(測
・

し
か
し
、

選
挙
民
と
現
職
議
員
と

の
関
係
と

い
う
、

よ
り
渠

的
藻

い
愛

照

明

を
当

て
る
な

ら
ば

・

精

妙

な

《
選
挙

区

生
活
様

式
》

の
採

択
、

も

し
く

は
、

そ

れ

へ
の
転
換

の
、

映
像

が
、

そ

の
原
由

と
し

て
、

深

層

か
ら
浮

上

し

て
く

る
。

充

六
〇
年
代
及
び

一
九
七
〇
年
代

に
、
現
職
議
員
と
肇

民
と

の
叢

と
交
感
、

そ
し
て

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
イ
シ

.
ン
を
、
順
調

に
推
進

し
た
嚢

補
助
金
や
そ

の
他

の
給
付
金

の
増
大

は
、
限
界
選
挙
区
選
出

の
上
下
両
院
議
員

に
対
し
て
、
彼

ら
の
支
持
連
合
体

の
規
模
を
拡

大
す
る
こ
と
を
・
可
態

し
た
・
彼
ら

の
選
糞

多
数

の
感
情
や
政
策

・
イ
デ
オ

・
ギ

体
系

に

一
致
す

る
強
力

な
倍
立.
を
響

か
せ
る
.」

と

の
で
き

る
態
度

を
と

り
得

な

い

こ
と

か
ら
、

あ

る

い
は
、

そ

う
し

た
態
度

を
と

る
積
極

的

意
田
心
を
欠
落

さ

せ

て

い
る
た

め
、

.」
の
よ
う

嶺

界
馨

区
蟹

の
上
下
両
院
議
凝

、
馨

民
懸

の
覆

先
配
慮
の
立
場
を
過
剰
な
ま
で
に
鯖

に
奮

し
、
.」
れ
を
、
馨

民

218(465)



図

o。

蝉

蹄

耕
嚇
θ
司

配
鱗
調
噛

お
黛
-
一
〇
。。
O

公共政策決定過程におけるアメリカ大統領及び議会の機能位相 ㈱

8U
O

Numberofchanges

N睡W.島OQO

 

"
OO

一
〇窃

1 1lllilllr一 【 「

i

願 ■ ■■圏旧■■■隔

i

、

轟

晶
り
α ㍉.幽'二'・ 寧

①

お
αo
◎

■ ■

1
1

一
cD
flhO

一

1『1

塁

患

O
co

繭轡

1

寒』囲

お8

お
0
ζ。

お
刈

圏

1

i

」

i
十F

i

Q

一
⑩ 、
VN

O
ov

轟

日一

詳

置

調
一

一

舘

一

i
刈響

書
o.

信◎

-

c,D
..

¶箇華遡

f・
r

,、 岬 脳__鵠 逓
o鰭'

[

勇

艶
。Φω

圏

認

。̀罫

器

■

。の蛋莚

齋

肋
。
舅

6
閥
ろ

。
薦

『鴨
迄

⇔
嵩
畠
、
冷
§
、
隔恥
「
貯
≧

嵩
嚇§

ミ

(葬

輪
三

縄

伸。
p

P
Ω

9

コ
。・
「
①
婁

璽

譜
5

鶏

器

量

ぎ
6
シ

邑

9

N
占

ひ
'

の
反
対
党
支
持
と
い
う
皮
膜
を
隔

て
て
彼
ら

の
意
識

の
原
層
に
ま
で
屈
折
し
て
到
達
さ
せ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
彼
ら

の
支
持
を
調
達
し
・

彼

ら
を
自
己

の
味
方

に
引
き
入
れ
る
方
途
を
選
ぶ

に
至

っ
た
。
諸
種

の
補
助
金

の
拡
大

億
、

こ
う
し
た
示
威
運
動
を
、
最
少
限

の
個
人
負

担

で
、
可
瀧

に
し
た

の
で
あ

る
。
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一
九
五
〇
年
袋

半
か
ら
.
一
九
六
〇
年
代
、
一
九
七
〇
年
代
を
通
じ
て
㌔
多
数
の
羅

議
員
は
、
反
対
党
の
勢

が
慈

的
に
き
わ
め

て
強
力
で
あ

る
地
域
か
ら
選
挙
さ
れ
た
。
例
え
ば
、
一
九
五
八
年

、
一
九
六
四
年
、

そ
れ
に
、

一
九
七
四
年

の
各

選
挙
は
、
伝
統
的

に
共
和

党

の
強
固

な
支
配
が
確
立
し
て
い
る
選
挙
区

か
ら
、
異
常

に
多
数

の
民
主
党
議
員
を
当
選
さ

せ
た
。

こ
れ
ら

の
民
主
党
議
員

の
大
部
分
は
、

空
白
議
席

(.
唱
φ
:

豊

姦

得
し
た
と

い
う
よ
り
も
・
む
し
ろ
・
覧

に
示
唆
さ
れ
る
よ
う

に
、
共
和
党

の
羅

萱

姦

走
さ

芸

こ
と

に
よ

っ
て
・
議
席
を
奪
取
す

る
に
至

っ
た
も

の
で
あ

る
。

こ
の
二
〇
有
余
年

の
間

に
お
け
る
現
職
議
員
と
選
挙
民

の
関
係

の
変
質
が
、

反
対
党
勢
力
が
、
牢
固
と
し
て
確
立

し
て
は
い
な
い
に
し
て
も
、強
大

で
あ

る
地
域

か
ら
の
相
手

方
政
党

の
上
下
両
院
議
員
多
数

の
選
出
と

い
う
奇
異
な
情
景

の
成
立
を
誘
導
し
た
。
す
な
わ
ち
、
政
党
組
織

は
、
通
常

、
選
挙
民

の
支
持
連
合
体

の
重
要
な
核
心
と
し
て
機
能
す

る
。

け
れ
ど
も
、
多
数
党
勢
力
が
優
位

を
保

ち

つ
つ
も
、
少
数
党
勢
力
と

の
乱
脈

な
混
溝

を
起
し
得
る
、

い
わ
ば
、
政
治
的

に
不
定
形
な
地
域

(
旦

三
。国
ξ

韓
巻
冨

冨

同$
m)
か
ら
選
出
さ
れ

た
現
職
議
員

は
、
自
己
本
来

の
少
数
党
支
持
層

の
狭
隆
な
範
域
を
越
え
て
、
広
く

一
般
選

挙
民

の
自

己
に
対
す
る
支
持
連
合
体

を
組
織

し
、

そ

の
外
延
を
拡
大
し
て
ゆ
く
必
要
を
痛
感
す

る
に
至

っ
た
。

こ
の
よ
う
な
現
職
議
員

の

眼
光

に
よ

っ
て
照
し
だ
さ
れ

る
と
ぎ
、
政
党
組
織
は
、
自
己

の
再
選
確
保
と

一
直
線

の
最
短
距
離

で
結
び

つ
く
選
挙
民

の
広
範
な
支
持
連

合
体
を
構
成
す

る
基
盤
と
し
て
、
き
わ

め
て
無
力
な
存
在

と
化
す
。
な
ぜ
な
ら
、

こ
の
地
域

に
お
け

る
彼
ら

の
政
党
組
織

は
、

こ
れ
ま
で
、

選
挙
区

の

一
隅

で
逼
塞
す

る
こ
と
を
、

よ
ぎ

な
く
さ
れ

て
い
た
か
ら

で
あ

る
。

そ
こ
で
、
当
該
地
域
選
出

の
現
職
議
員

は
、

よ
り
精
妙
な

《
選
挙
区
生
活
様
式
》

を
採
用
し
、

そ

の
慎
重

な
運
用
を
通
し
て
、
そ
こ
か
ら
、
選
挙
民

の
意
識

の
な
か
に
あ
る
反
対
党
支
持

の
磁
場

の

エ
ネ

ル
ギ

ー
を
減
殺
す

る
こ
と
に
よ

っ
て
、
政
党
忠

誠
感

の
限
界
を
超
越
す

る
、
自
己

の
再
選
確
保

に
直
結
し
た
首
尾

よ
い
選
挙
民
連
合

体

の
形
成
を
、
期
待
し
は
じ

め
た

の
で
あ

る
。

こ
う
し
て
・
強
力
な
反
対
党
支
持

の
伝
統
と
忠
誠
感
が
支
配
す

る
地
域

か
ら
選
出

さ
れ

た
現
職
議
員

は
、
自
己

の
政
党
所
属
を
切
り
替

え
る
こ
と
な
く
・
ま
た
、
自
己

の
政
治
的
立
場
を
選
挙
民

の
移
り
気

に
従
属
さ
せ
る
こ
と
も
な
く
、
自
己

の
選
挙

に
お
け
る
安
全
性
を
高

220{468)
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眞

め
る
方
途
を
発
見
し
た
。

こ
の
方
法

は
、

き
わ
め
て
簡
便
で
あ
る
。
選
挙
民

の
要

望
や
解
決
を
迫
ら
れ
る
諸
問
題

へ
の
配

慮
を
強
調
し
、
選
挙

に
お
け
る
根
源
的

な
主
題
系

で
あ
り
争
点
と
も
な
り
得

る

自

己

の
政
治
的
立
場
を
、
選
挙
民

へ
の

配
慮
と
い
う
情
緒
的
な
面

の
な
か
に
は

め
こ
み
、
純
化

し
、
単
純
化
す

る
こ
と

に
よ

っ
て
、
選
挙
民

に
対
す

る
徹
底
的

な
関
心
と
共
感

の
所
在
を
実
証
す
る
と

い
う

の
が
、
こ
れ

で
あ

る
。
精
妙
な

《
選

挙
区
生
活
様
式
》

の
採
択

は
、
個
人
的

負
担

の
軽
減

と
重
な
り
合

い
連
動

し

つ

つ
、
そ

の
集
積

の
な
か
に
、
限
界
選
挙

区
選
出

の
現
職
議
員

に
よ
る
議
席

の
固

紛

守
を
、
結

晶
さ

せ
る
。
そ
の
結
果
は
、

α

最
も
限
界
的

で
あ

る
選
挙
区
選
出

の
現

鋤

職
議
員
団
と
推
測
さ
れ
る
上
下
両
院
議



員
の
選
糞

け
る
不
肇

性
の
減
退
で
あ

っ
た
・
事
実
、
臥
鯵
が
示
し
て
い
る
よ
是

、
限
界
的
で
あ
る
か
、
あ
る
い
は
、
不
定
形
で

㎜

あ
る
肇

区
選
出
の
現
職
贅

の
側
に
お
け
る
肇

区
配
慮
の
態
度
の
変
化
は
、

一
九
六
四
年
か
ら

充

八
〇
年
ま
で
の
間
の
下
院
議
員

選
糞

け
る
彼
の
塞

隻

上
昇
さ
芸

の
に
、
少
な
か
ら
ぬ
出貝
献
を
し
た
.
同
じ
く
、
共
和
党
支
配
州
か
ら
誉

さ
れ
た
北
部
塁

…

党
上
院
贅

で
あ
る
歪

形
馨

区
奮

の
上
院
贅

に
よ
る
精
妙
な

《
選
挙
区
生
活
様
式

(皿
)

》
の
播

も
ま
た
、

異

四
年
か
ら

死

七
四
年
ま
で
の
間

に
お
け

る
選
挙

の
安
全
性

を
、
著
し
く
上
昇
さ
せ
た
の
で
あ

る
。

次

に
・
②

に
移

る
な
ら
ば
・
上
下
両
院
賛

が
、
政
策
上

の
、
あ

る
い
は
、
政
治
路
線
上

の
、
自
在
幅
を
有
す

る
こ
と

の
体
系
的
証
左

は
・
容
易

覧

究

め
難

い
・

な
ぜ
な
ら
、
上
下
両
院
議
員

は
、
何

よ
り
も
ま
し
て
、
思
想
と
行
動

に
お
け
る
皇

独
立

の
個
人
を
、
連
鎖

状

に
攣

か
に
繋
ぎ
合

わ
せ
た
構
導

と

っ
て

い
る
か
ら
で
あ
る
.
し

か
し
、
碑

叢

是

関
す

る
人

々
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
彼
ら

の
肇

区

へ
の
配
座

よ

そ

大
き
く
影
響

れ

る
と

い
至

」
と
は
、
実
証
さ
れ
て

い
る
。

こ
れ
故
、

.航

ら

の
イ
イ

ジ

の
な
か
に
は
、
現
職

議
員

の
提
示
す

る
具
体
的
な
政
策
内
容
を
覗
わ

せ
る
微
か
な
徴
候
も
な
け
れ
ば
、
従

っ
て
、
そ

の
余
響
も
覆

も
、

と
も

に
な

い
。

精
妙
な

《
馨

区
生
活
様
式
》

は
、
係
争
問
題

に
対
す

る
政
策
的
立
場
や
投
票

と
関
連
す

る
潜
在
的

に
消
極
的

な
影
響

か
ら
は
程
遠

い

現
駿

員

に
関
す

る
積
極
的
評
価
を
、
肇

民

の
間

に
、
恰
も
酵
母
菌

の
よ
う

に
、

発
酵

さ
芸

。
現
職
議
員
は
、
選
挙
区
も
し
く
は
選

出
州

へ
の
自
己

の
奉
仕
活
動

の
実
績
を
強
調
す

る
こ
と

に
よ

っ
て
、

肇

民

の
視
線
を
、

自
己
の
ワ
シ
ン
ト
ン
に
お
け

る
議
員
活
動

か
ら

逸
ら
す
・

ワ
シ
ン
ト

ン
に
お
け
る
贅

活
動
が
、

選
挙
区

に
お
け
る
自
己

の
イ
イ

ジ
や
世
評
を
、
窒
口
う
危
険
が
存
在
す

る
か
ら

で
あ

る
。

こ
の
た
め
・
現
職
贅

は
・
肇

民

の
視
線
を
、
自
己

の
馨

区

へ
の
奉
仕
活
動

に
微
視
的

に
薯

さ
せ
、

こ
の
活
動

の
な
か
に
、
自

己

の
ワ
シ
ン
ト

ン
に
お
け
る
議
員
活
動
を
有
欝

に
滑
り
込
ま
せ
、
溶
暗
部

に
溶

け
込
ま
せ
よ
う
と
す

る
。
さ
ら

に
、
精
妙
な

《
選
挙
区
生

活
嚢

》

は
、
肇

区

に
お
け
る
政
治
的
支
持
を
鍵

す

る
こ
と

か
ら
、
現
職
贅

は
、
視
占
{を
高
め
、

よ
り
広

い
視
野
の
藁

、

ワ
シ

ン
ト

ン
に
お
け

る
議

員
行

動

に
、

自
由

範

囲

を
獲
得

す

る

こ
と

が

で
き

る
。

フ

ェ
ノ
教

授

は
、

こ

の
こ
と

を
、

次

の
よ
う

に

い
う
。
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「
現
職
議
員
が
選
挙
区

に
お
け
る
政
治
的
支
捧
を
培
養
す

る
の
は
㌔

自
己
が
再
選
さ
れ

た
い
と
願
う

か
ら
で
は
な
い
。
彼
が
・
自
己

の

選
挙

で
政
治
的
支
持
を
培
養
す

る
理
由

は
、
彼
が
、

ワ
シ
ン
ト
ン
に
お

い
て
、
投
票
行
為

や
そ
の
他

の
行
為

の
自
在
幅
を
獲
得
し
た
い
と

お
も
う

か
ら

で
あ
る
。
選
挙
民

の
政
治
的
支
持
を
、
再
選
目
的

の
た
め
に
の
み
有
用
と
考
え

る
の
は
、
短
慮

で
あ
ろ
う
。
選
挙
民

の
政
治

的
支
持
は
、
再
選
臼
的
を
越
・兄
る
重
要
な
意
味
を
も

つ
。
選
挙
区

に
お
け
る
政
治
的
支
持

は
、
議
会

に
お
け

る
戦
略
展
開

の
自
由

を
、

現

職
議
員

に
保
障
す

る
」
。

精
妙
な

《
選
挙
区
生
活
様

式
》

は
、

ワ
シ
ン
ト

ン
に
お
け
る
議
員
行
動

の
自
由

の
保
障

と
選
挙
区

に
お
け
る
政
治
的
支
持

の
糾
合

と
を
、

二

つ
の
焦
点
と
す

る
惰
円
形

の
球
体

を
形
成
し

て
い
る
と

い
え
よ
う
。
そ
こ
で
は
、

一
方

で
二
つ
の
焦
点

を
峻

別
し
な
が
ら
・
他
方

で
連

繋
さ

せ
る
微
妙
な
回
線
が
、

設
定
さ
れ

て
い
る
。

最
後

に
、
③

の
現
職
議
員

の
選
挙
区

に
お
け
る
イ
メ
:
ジ

に
つ
い
て
言
及
す

る
な
ら
ば
、

精
妙
な

《
選
挙
区
生
活
様
式
》

の
効
果
と
し

て
、

選
挙
民
は
、
現
職
議
員
を
、
政
府
行
為

を
緩
急
自
在

に
引
き
だ
す

魔
術
的
な
操
作
者
と

み
る
。
こ
の
よ
う

に
陰
画

の
ご
と

く
選
挙
民

の
脳
裡

に
焼
き

つ
け
ら
れ
た
現
職
議
員

の
イ
メ
ー
ジ
と
、
選
挙
区
諸

問
題

の
解
決

に
当

る
現
職
議
員

の
伝
え
ら
れ

る
成
功

の
業
績

と
は
・

恰
も
伴
奏
音
と
主
旋
律

の
関
係

の
ご
と
く
、
互

い
に
照
し
合

い
、
餌
を
交

し
合

っ
て
、
選
挙
民

の
間
に
、
現
職
議

員
に
よ
る

一
層

の
選
挙

区

へ
の
奉
仕
活
動

の
展
開
な
ら
び
に
選
挙
区

に
有
利
な
官
僚
機
構

の
積
極
的
介
入

の
期
待
を
、
喚
起
す

る
に
至

る
。
も
と

よ
り
・
現
職
議

員
と
直
接

に
接
触
し
た
選
挙
民
は
、

現
実
に
は
、
皆
無

に
近

い
。
け
れ
ど
も
、
大
部
分

の
選
挙
民
は
、
も
し
彼

ら
が
現
職
議
員
と
接
触
し

た
と
す

る
な
ら
ば
、
現
職
議
員
は
、
何

ら
か
の
方
法

に
よ
り
、
彼

ら
に
援
助

の
手

を
差

し
延

べ
る
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。

こ
の
場
合
に
お

け

る
現
職
議
員

の
映
像

は
、
彼

ら
の
心
象

の
フ
ィ
ル
字

を
濾
過
し
た
虚
像

で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
て
、
大
部
分

の
選
挙
民

は
・
外

の
世
界

に
向

か

う
て
認
識
と
判
断

の
網
を
拡
げ

る
拠
点

と
な

る
べ
き
、
現
職
議
員
と
の
現
実

の
個
人
的
経
験
を
欠
如
さ
せ
て
い
る
に
せ
よ
、
彼

ら

の
現
職
議
員

は
、
常

に
、
彼
ら
を
援
助

し
て
く
れ

る
も

の
と
、
意
識
す

る
。
大
部
分

の
選
挙
民
は
、
政
治
的
現
実

の
地
平
に
立

ち
な
が
ら
、
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自

ら
が
創
り
だ
し

た
霧

を
頼
り
・
信
じ
・

こ
れ
に
言
動
を
統
御

さ
れ
て
い
る
と
い
う
意
味

に
お
い
て
、

互

い
に
放
電

し
合

う
現
実
と
虚

構

の
難

浮

む
と
い

そ

よ
か
ろ
う
・
大
部
分

の
選
挙
民

の
意
識

は
、
現
職
議
員
が
、
肇

民
と

の
叢

と
交
感

の
過
程

で
伝
達
し
た
、

肇

区
諸
問
題

の
万
能

の
蟹

者
と
し

て
の
明
快
な
描
線
を
刻
み
込
ん
だ
精
妙
な

《
肇

区
生
活
様
式
》

の
発
す
言

。
・。、・
-、
.
、
の
、
反

射
像

に

ほ
か
な

ら

な

い
。

呈

の
ご
と
く
・
精
妙
な

《
肇

区
生
活
様
式
》

の
採
択
と

こ
れ
と
連
動
す

る
議
会

に
お
け
る
製

的
装
置
と
は
、
合

わ
せ
鏡

の
支

.

に
・
倉

に
お
け

る
現
駿

員

の
優
越
的
状

況
の
肇

を
、
両
側

か
ら
照
し
だ
す
。
そ

の
状
況
は
、
「
ニ
ュ
ー
ズ

ゥ
{

ク
」
(Z
。
毛
・.ミ
8
犀
)

　
　
　

誌

に
よ

っ
て
、

次

の
よ
う

に
簡

潔

に
描

写
さ

れ

る
。

「年

姦

大

を
続
け
る
郵
便
物
舞

配
籍

典
も
し
く

は
郵
送
特
権
の
利
用
、
大
波

の
ゾ
、
と
く
流
入
す

る
P
A
C
墓

使
用

の
犠

、

こ
れ
ら
に
よ

っ
て
・
下
院
議
員

は
、
議
会
政
治

の
脂
棒

(
-・
§

・・琶

・
)
を
、

成
功
率
九
八
%

の
終
身
撃

へ
と
、

霧

さ
せ
る
.」
と
に

成
功
し
た
・
す

べ
て
の
肇

的
政
治
家

の
董

の
的

で
あ

る
こ
う
し
た
霧

の
安
定
性
は
、
明
ら
か
に
、
建
国
の
父
祖
が
構
想
し
て
い
た

と

こ
ろ
の
も

の
に
背
馳
す

る
・
由
来
・

任
塑

年

の
下
院

は
、

民
意

の
留

を
測
定
す

る
指
標

で
あ

っ
た
筈

で
あ

る
。
下
院

の
現
状

は
、

ま
た
・

一
九
五
二
年
以
来
、
下
院
を
制
覇
し
た
こ
と
の
な

い
共
和
党
を
、
不
利
な
立
場

に
立

た
せ
続

け
て
い
る
。
」
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-
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項
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拝
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こ
う
し
た
議
員
選
挙
費
用

の
彪
大
化

に
つ
い
て
、
前

民
主
党
上
院
議

員
W

・
プ

ロ
ッ
ク

ス

マ
イ
ア

ー

(
≦
「已

冨
ヨ

国

o
図
ヨ
詫
Φ
)
(
ウ
イ
ス
コ
ン
シ
ン
州
選
出
)
は

、

以
下

の
ご
と
き
感
想
を
述

べ
て
い
る
。

(因
o
げ
震
ニ

ソ
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㎝
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プ

ロ
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ク

ス

マ
イ
ア
ー
上
院
議
員
は
、

一
九

八
八
年

に
引
退

し

た
。

鋭

い
知
性

、

強
固
な
信
念

、

激
し

い
孤
絶
意
識
、

厳
格
な
禁
欲
主
義
、

高

い
識
見
、

そ
し

て
、
議
事
妨
害

(ゆ
一陣一∪一」mけ
①
穏)
の
愛
用
、
な
ど
を

特
徴

と
す
る
プ

ロ
ッ
ク

ス
マ
イ
ア
ー
上
院
議
員
に
は
、
今

日
ま
さ
に
失
わ
れ
よ
う
と
し

て
い
る
旧
式
の
上
院
議
員

の

残

照
が
、
か

い
ま
み
ら
れ

る
。

一
九

八
二
年
に
お
け

る
彼

の
最
後
の
再
選
費
用
は
、

一
万
四
五

一
〇

ド
ル
で
あ

っ
た
。

こ
の
時

、
彼

は
、
自
己
の
議
員
履
歴

を
前
景
に

押

し
だ
し
・

選
挙
民

の
裁
断

を
仰
ぎ
、
首
尾
よ

い
成
功
を
収

め
た
。
プ

ロ
ッ
ク
ス

マ
イ

ァ
ー
上
院
議

員

の
引
退
後
に
お
け
る
空
席
を
め
ぐ
る
選
挙
戦

の
勝
者
は
、
民
主

党

の
H
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コ
ー

ル
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コ
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は
、
選
挙
資
金

と
し
て
、
五
五
〇
万

ド

ル
を
使
用

し
た
。
そ

の
大
部
分
が
、
私
財
か
ら
支
出
さ
れ
た
。
プ

ロ
ッ
ク
ス

マ
イ
ア
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は
、
コ
ー
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ん
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き
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退
上
院
議
員
と
し

て
、
私
は
、

こ
の
度

の
選
挙
に
幻
滅

を
感
じ
る
し
、
些
細
な
羨
望
以

上

の
も

の
を
感
じ
る
」
。

こ
の
言
葉

か
ら
、
今
日
に
お
け
る
議
員
選
挙
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当
落

の
決
定
要

因
が
、
議
員
と

し
て
の
立
法
活
動

業
績
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有
無
か
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選
挙
資
金

の
多
寡
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ゆ
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看
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れ
る
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そ
の
;

は
、
議
員
の
立
肇

務
へ
の
臨

投
下
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舞

で
あ
る
。
現
職
賛

が
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肇
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葎
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舞

す
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彼
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・
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+
分

な
時
間
的
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。

一
九
七
〇
年
代
に
上
下
両
院

議
員

を
歴
任
し
た
R

・
シ

ュ
エ
イ
カ
ー

(
舛
一鼻

鑓
伽

ω
・
ω
臼

≦
①
幣

押
。
.
)
(
共
和
党
)

(
一
九
六
〇
年
⊥

九
六
八
年
下
院
議
員
、

一
九
六
八
年
⊥

九
八
〇
年
上
院
議
員
)
は
、
自
己
の
薯

時
聞

の

一
五
%
を
選
萎

金
の
調
達
に
充

当
し
た
と
回
想
し
て
い
る
。
會

、
多
く
の
欝

は
、
自
己
の
時
間
の
五
〇
%
な
い
し
七
五
%
を
、
選
挙
資
金
の
調
達
に
割

り
当
て
る
・
(馨

穿

ぴ
民

じd
①
量

..勺
》

O

U
馨

餌
『
自

冠

①
。
一
。
αq
矯

帥
民

bd
卑

呂

ぎ

2

ヨ

げ
窪

昌

噸、.
ぎ

〉
貯
鍵

}
、ミ

神

↓

§

藷

○
。
8

ぴ
霞

M
P

一
㊤
。。
。。
闇

㍗

一
ρ

)

次
の
魁

状
況
は
、
特
殊
利
益
集
団
の
強
大
化
で
あ
る
。

一
九
八
八
年
+
旱

音

の
時
点
に
お
い
て
、
P
A
C
は
、
そ
れ
ぞ
れ
・
下
院
議
縫

薯

に
対

し
・
総

額
八

δ

○
万
ド
ル
を
、
上
院
議
員
候
薯

に
は
、
同
じ
く
三
八
〇
〇
万
ド
ル
を
、
献
金
し
た
。
P
A
C
数
の
急
成
長
と
選
挙
過
程
に
お
け

る
そ
の
役
割
の
奨

と
は
・

現
代
政
治
に
お
け
る
藻

牲

(
悶艮
㊥
ゆQ
ユ
蔓
)
と

《
合
法
化
さ
れ
た
賄
賂
に
よ
る
買
収
》
(
剛俺
監

民

ぴ
ユ
げ

。
巳

へ
の
関
心
を
・
誘
起
す
る
・

第
三
の
問
題
状
況
は
、
現
職
議
員
に
対
す
る
翠

墓

の
優
先
鍵

供
儘

執
す
る
P
A
C
が
、
肇

過
程
を
需

す
る
と
い
う
懸
念
の
楚

で
あ

る
・

一
九
八
六

年
に
、
P
A
C
は
、
自
己
の
肇

墓

総
額

の
八
四
%
を
、
現
職
議
員
に
給
付
し
た
。

一
九
八
八
年
に
は
、
そ
の
数
値
は
・
九
〇
%
に
及
ん
だ
・

P
A
C
は
・
挑
戦
候

響

が
自
己
と
の
肇

.
イ
デ
オ
・
ず

体
系
上
の
和
音
を
高
ら
か
に
交
響
喜

た
と
し
て
も
、
彼
ら
の
肇

に
お
け
る
勝
利
の
可
薩

に
あ

凡
て
封
印
を
施
し
・

自

己
に
餐

の
鉱
脈
が
穏
さ
れ
て
い
る
と
お
も
わ
れ
る
将
来
の
公
護

策
決
定
過
程
に
可
及
的
多
数
の
味
方
を
造
り
・
そ

こ
へ
強
固
な
接
近
の
砦
藁

く
意
図
に
た

っ
て
・

現
職
蕾

と
挑
戦
候
薯

と
を
熱

と
分
け
隔
て
、
当
選
の
鍵

の
高
い
議

欝

に
向
か
い
、
多
額
の
肇

墓

を
籠

す
る
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
第
五
下
院
議
員

肇

区
の
例
を
あ
げ
る
な
・り
ば
、
こ
こ
で
は
、
進
歩
派
の
民
主
党

下

院

議

員
J

・
ジ
・
↓

ッ

(言

旨
。
量

は
・
p

働
}

ウ
イ
リ
ア
ム
ズ

(守

件門
蓬

r

ヨ

爵
伽
臼
の)
の
挑
撃

受
け
た
。
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
は
、
全
国
不
動
肇

者
馨

会

(
憂

§

;

.・.・9

岡誉

コ
。
豪

印
ぎ

邑

の
地
方
支
部
の
霧

局
長
で
あ

っ

た
。
と
.〕
う
が
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
が
仰
天
し
た
こ
と
は
、
禽

不
動
産
薯

連
合
会
の
p
A
c
が
、
ジ

・
↓

ッ
に
は
、
七
七
五
〇

ド
ル
の
肇

塞

毒

供
し
た
の
に

対
し
て
、
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
に
は
、
僅
か

δ

○
○
ド
ル
を
寄
付
し
た
に
す
ぎ
な
か

っ
た
と
い
・つ
肇

で
あ
る
・
こ
の
P
A
C
の
袋

は
・

こ
の
占
描に
つ
い
て
・
次

の
よ

.つ
に
釈
明
し
て
い
る
。
(切①
①
bd
H。
。
吋
・。
旨
鋤
。
犀
・。
。
均
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、.ω
窪

会

・
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夷

〉
Ω
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ミ
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鳶

§
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ω
①
や
ぎ

耳
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』
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も

典

)

「
漿

業
界
と
羅

を
も

つ
だ
け
に
す
ぎ
な
い
議

候
薯

と
は
対
照
的
に
、
我
々
の
霧

霧

に
対
す
る
立
証
済
の
記
攣

有
し
て
い
る
罎

欝

に
・
我
々
の

反
旗
を
翻
す
こ
と
は
、
正

し
く
な

い
と
、
我

々
は

、
結
局
、
悟

っ
た
の
で
あ
る
」
。

波
鶴

嚢

舗

難

穐

較
に
よ
。
て
、
P
A
C
歩
扁結
成
し
得
る
強
大
な
利
益
集
団
醤

ら
の
影
響
力
の
磁
場
を
、
公
共
肇

憲

程
の
全
域
に
ま
で
、
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な
お
・
民
主
党
が
謡

会
両
院
を
制
覇
し
て
い
る
こ
と
か
・り

(
一
九
空

年
現
在
、
下
院

良

主
党
二
杢

.
共
和
党

一
七
七
、
上
院

.
民
主
党
五
五

.
共
和
党
四

五
)
・
議

議
員
に
献
金
す
る
P
A
C
の
傾
向
は
、
選
挙
に
際
し
民
主
党
に
有
利
に
作
用
す
る
。

そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
。

塁

党
議

候
補
者
至

9
、り
、
共
和
党
挑

戦
候
薯

よ
り
も
・
多
額
の
肇

墓

霧

得
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、

一
九
八
八
年
+
月
+
九
日
の
時
占
{で
、
民
主
党
の
下
院
奮

磯

候
薯

は
、
共
和

党
の
下
院
贅

議

候
薯

に
対
し
て
、
三

〇
〇
万
ド
ル
対

一
三
〇
〇
万
ド
ル
の
比
率
で
、優
位
に
た
つ
。
も
と
よ
り
、
P
A
C
も
同
様
で
あ
る
。
P
A
C
の
民
主
党

下
院
議
員
議

候
薯

に
対
す
る
献
金
は
、

一
九
八
六
年
髭

較
し
二
六
%
増
で
あ
り
、
共
和
党
下
院
奮

挑
戦
候
薯

へ
の
献
金
額
の
五
倍
で
あ
る
。
あ
る
場
倉

は
・
民
主
党
下
院
議
員
挑
戦
候
薯

は
犬

用
で
な
い
P
A
C
か
ら
の
献
金
額
を
独
自
の
方
肇

再
配
分
し
よ
・つ
と
す
る
民
主
党
下
院
議
員
に
よ
.
て
、
財
政
的
に
支

援
さ
れ
る
・
(
・
曹ρ

奮

ぎ

曽
8

・
ユ
酔も

・
葎

・・§

ぎ

U
騨
邑

ω
・
Ω
・
鼻

..冨

窩

磐

①
㊦
乙

。
電

き

・。
望

コ
・q
・。
。
僧
口
駐

帥
叶①
・。
㌦
、
一5
。
。
騎N,

零

翁

篭
o
謡
ミ

◎

袋
嶺
試

ミ

竜

一
忘

馬
駕

隻

肉
愚

ミ

赴

ω
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冨

ヨ

げ
o
H

ω
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一
¢
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・

b
唱
・
漣

ミ

ー
㈹
ホ

O
・
)

P
A
C
が
・
挑
戦
候
補
者

へ
の
肇

資
金
を
提
供
す
る
に
せ
よ
、
現
職
議
員
護

先
の
原
則
が
、
P
A
C
の
献
金
髪

に
は
、

未

の
糸
と
し
て
嘉

し
て
い
る
。

従

っ
て
・
共
和
党
を
伝
統
的
隻

持
す
る
実
業
P
A
C
で
さ
え
、
現
羅

員
で
あ
る
こ
と
の
磁
極
か
・り
発
す
る
磁
力
に
抗
し
難
く
吸
い
寄
せ
・り
れ
、
民
主
党
へ
の
献
金

の
軌
道
姦

く
こ
と
に
な
る
・

一
九
八
七
年

耳

百

か
ら

一
九
八
八
年
六
月
三
〇
昆

至
る
ま
で
の
、
袈

覇

の
鵬

過
程
に
お
け
る
轟

な
期
間
に
、
実
業
p

A
c
は
・
共
和
党

へ
の
伝
統
的
な
支
持
と
い
う
幻
髪

引
き
ず
る
こ
と
な
く
、
そ
の
資
金
の
大
半
を
民
主
党
に
提
供
し
た
。
、、、
シ
ガ
ン
州
幣

の
共
和
党

下

院

議

員

G

・
ヴ
ア
ン
ダ
↓

ヤ
ッ
グ

(・
昌

く
註

①
吋
凌

)
は
、

か
つ
て
、

全
米
を
遊
説
し
、
P
A
C
を
所
有
し
な
い
企
業
は
3ー
ア
メ
リ
ヵ
的

(
二
⇒
-
雪

.

.
同§

)
で

あ

る

と

訴

え

た
・

そ

の

ヴ

ア

ン
ダ

ー

ジ

ャ

ッ
グ

議

員

は

、

怒

り

を

こ
め

て

「
す

べ

て

の
P

A

C

は

、

慧

・
蕊

で

あ

る

」

と

公

　
口
し

た

。

(
即

国
・
喜

ロ
の
。
昌

㊦
け
・。
r

8

』

一計
二
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ω
ω
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O
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匝

{
自

O
g
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註

訂
咀

昏

①

O
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二
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㌦
、
一
5

寄

ぺ
㊤

}
、
。
、
浮

↓

暁
ミ
罵

♂

2

0
〈
Ω
日

げ
①
H

bo
ピ

一
㊤
Qo
co
"

や

」

O
.
)

他
方
・

P
A

C

の
存
在
嚢

を
卒
庭

承
認
し

そ

の
機
襲

肯
定
す
る
全
国
不
動
産
萎

馨

会

の
副
会
長
D

・
ト

ン
プ

ソ
ン

(U
o
品

↓
ぎ

ヨ
窃
o
鵠
)
は
、

彼

の
組
織
は
き
わ
め

て
狭
阻
轟

囲

の
係
争
問
題

の
み

に
関

心
を
凝
集
さ
せ
る
に
す
ぎ
な
い
と
述

べ
、

続

け
て
、

「
我

々
は
、
特
殊
利
益
集
団

で
あ
る
。
我

々
の
関

心
の

赴
く

と
こ
ろ
は
・
不
謹

と
住
宅
問
題
に
限
ら
れ

る
。
我

々
の
関
心
事
項
は
、

ニ
カ
ラ
グ

ア
左
派
政

権

対
す
る
右
派

勢
力

へ
の
援
助
で
も

な
け
れ
ば
、
妊
娠
中

絶
で

も
な

い
・
そ
れ
は
ま

た
・
最
餐

金

で
も

な

い
し
工
場
閉

鎖
で
も

な
い
。
ま

し
て
や
、

そ
れ
は
、

こ
の
国

に

上
陸
し
て
く

る

呆

車

で
も

な
い
」
と
主
張
す
.。
。

(℃
.

国
圏
喜

ー

§

ぢ

。
.
α
けも

・
ω
ωε

こ
れ
垢

え

て
、
ト
ン
プ

ソ
ン
は
、
彼

の
組
織
は
民

主
党
罎

議
員
と
対
決
す
る
共
和
党
挑
戦
候
讐

に
肇

墓

を

供
与
す
る
よ
う

な
危
険
を
あ
え

て
犯

さ
な
い
、
と

言
明
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、

P
A
C

の
肇

墓

供
薯

は
、

「資
金
供
与

覧

含

つ
だ
け

の
効
果

(⇔
。6
。
日
、沖働
げ
三

,

q
)
以
上

の
も

の
を
要
求
す
る
か
ら
で
あ
る
。
…

P
A
C
献

金
に
関
す
る
我

々
の
行
動
零

は
、
明
白

で
あ
.⇔
。
敗
者

に
対
す
る
浪
費

は
や
め
よ

(
ω
停
8

づ
.9
.
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蓉

尾
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冨
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公共政策決定過程におけるアメリカ大統領及び議会の機能位相 ㈹
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げ
ぴ
⇔
箆

竃

巴

山
ヨ

①
艮

伽
冒
山

〉

コ
爵

o
づ
翼

窓

o
・

O
器

き

檀

》
偽

》
§

ミ

艦ミ

嵩

寄

鳶
勘
鼠

N

零

象

塁

3

馳
滝
翫

ミ

ニ

」
遷

卜

》

冨

昌

一
●
》

ぴ
箪

ヨ

o
毛

謬
N
㌦

.穿

8

ヨ

び
窪

o
ど

O
⇔
ヨ

層
鋤
於

昌

ω
や
窃

象

昌
αq
讐

き

山

停

①

O
①
o
一
ぎ

o

o
{
O

o
ヨ

唱
①
瓢
ユ
o
昌

ぎ

¢

9
ω
煽
頃

o
窃

o

国
8
自
臨
o
匿

㌔

ぎ

智

鶏
、
ミ

N

唱
～

智

、
糠
㌧亀

讐
建
ミ

e
訟

噛
㌘

?

,設
轟
、
棲

N
捻

さ

や
や
.
ω
や

ま

.

一
九
九
〇
年

の
下
院
議
員
選
挙

の
場
合
、
四
〇

六
名

の
現
職
議
員
が
立
候
補

し
、
そ
の
九
六
%

(
一
九
八
八
年
九
八
%
)

に
当
る
三
九

一
名

が
再
選
さ
れ
た
。

こ
の

再

選
議
員

の
う
ち
の
七
九
名

は
、
無
競
争

に
よ
る

当
選

で
あ
り
、

輔
六
八
名
は
、
二
万
五
〇
〇
〇

ド

ル
以
下

の
選
挙
資

金
を
辛
う
じ
て
調
達
し
得

た
脆

弱
候
補
者
と
干

文
を
交
え
た
に
す
ぎ

な
い
。
(団
コ"ミ
雨
℃
完
◎
<
①
田
げ
①
N
一
¢
"
一¢
ゆ
O
"
一V
'緊QQQ
噂)

《
敗
者
に
対
す
る
浪
費

は
や
め
よ
》

の
鉄
則
の
下
に
規
律
さ
れ
る
P
A
C
は
、

一
九
九
〇

年

の
下
院
議

員
選
挙

に
臨

ん
で
、
挑
戦
候
補
者
に
付
与

し
た
選
挙
資
金

の

一
九
倍
も

の
資

金
を
現
職
議

員
に
給
付

し
た
。

こ
う
し
た
状
況
か
ら
、

こ
の
選
挙
年
で
、
現

職
議
員

の
選
挙
資
金

の
二
分

の

一
を
確
保
し
得

た
挑
戦
候
補

者
は
僅
か
二
十

三
名

で
あ

っ
た
。
な
お
、

一
九
九
〇
年
九
月
三
〇

日
の
時

点

で
、

ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
州
選
出

の
S

・
J

・
ソ
ラ
ー
ズ

(
ω
冨
喜

Φ
目
廟
・
ω
o
ぼ
N
N
)

民
主
党
下
院
議

員
と

カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
州

選
出

の
M

・
レ
バ
イ

ン

(
竃
①
囲
H
①
<
ぢ
①
)

民
主
党
下
院
議
員
の
二
名

の
み
で
、
P
A
C
な
ど
か
ら
三
三
八
万
五
六
〇
六

ド

ル
の
選
挙
資
金
を
調
達
し
た
。

こ
の
額
は
、
こ

の
年

の
全
挑
戦
候
補
者
三
三

一
名

の
選
挙
資
金
総
額
三
三
二
万
六

七
ニ
ド

ル
を
上
廻
る
。

(同
げ
置
こ

戸

鵠
・)
「
コ
モ

ン
コ
ウ
ズ
」
(O
o
ヨ
臼
o
鵠

O
ロ
器
①
)

の
委
員
長
F

・
ヴ

ェ
ル
ト

ハ
イ

マ
ー

(
局
門
巴

♂
<
霞
匪
臥
目
①
H
)
は
、

こ
の
状

況

に

つ
い
て
、
「
下
院

議
員
は
、
彼
ら
を
ほ
ぼ
無
敵

状
態

に
す
る
政
治
資
金
の
障
壁

に
よ

っ
て
防
護

さ
れ
て
い
る
」
と
語

っ
て
い
る
。
(
Hげ
達
こ

や
』
。。
・)

現
職
議
員
と
挑
戦
候
補
者
と
の
間

に
拡
が
る
資

金
調
達
面

の
深
淵
は
、
現
実

に
、
以
下

の
事
実
を
立
証
す

る
。

(
℃
・
国
・
匂
o
ぴ
鵠
o
p

象

φ
r

o
唱
.
9
紳
こ
や

も。"
9
)

挑
戦
候
補
者
は
、

い
か
に
多
額

の
選
挙

資
金

の
調
達

に
成
功
し
た
と
し
て
も
、
現
職
議
員

の
対
立
候

補
者
と
し
て

《
き
わ
め
て
不
適
格
》

(昌
o
齢
ぐ
霞
網

ぬ
謡
巴
跳
Φ
伽
)

で
あ
り
、
従

っ
て
、
現
職
議
員
と

の
競
争
能
力

を
当
初
よ
り
虚
脱
さ
れ

て
い
る
と

い
う

の
が
、

こ
れ

で
あ

る
。
げ
ん
に
、

一
九
八
八
年
に
お
け

る
下
院
議
員
挑
戦

候
補

者

の
な
か
で
、

=

一
・
五
%

の
み
が
、

選
挙
公
職

の
占
有
経
験
を
有

し
て
い
た
に
す
ぎ
な

い
。
(。。①
①
閑
.
り
.
じ⇔
禽
ド
ρ

.、O
①
日
o
o
轟
甑
6
↓
ロ
舅

目
餌
げ
げ
。。
0
5

Ω
.○
・

勺
二
..
ぎ

審

零

《
o
藩

↓

軌ミ

馬
3

0
葺

o
げ
①
噌

卜。
"
"

お

。。
。。
噂

も
」

一
.
)

民

主

党

の
世

論

調

査

員

(
窄

竃

o
o
同
卑

一〇

筍
o
一
一
霞

犀
韓

)

G

・
ガ

ー

リ

ン

(
O
①
o
頃
器

璽

O
卑

「
げ

)

は

、

一
九

八

八

年

に
、

次

の

よ

う

に

語

っ
て

い

る

。

(
㎝
8

U
髄
く
箆

国
.
菊
o
紹

ロ
げ
碧

ヨ

"
..圃
↓
.。。
自
国

o
儒
器

o
{

鴎

o

ω
鶉
ヨ

Φ

閑
①
智

e
器

三

讐

ぞ

Φ
P
."
冒

ぎ

図
o
幕

↓
凡ミ
題
矯
ω
o
讐
①
露
げ
興

卜。
O
u
一¢
。。Q。
嘘
切

・膳
国
・)

「
共
和
党
は
、
恐
る

べ
き
候
補
者
調
達

の
年

に
遭

遇
し
た
。

い
か
に
多
く

の
選
挙
資
金
が
調
達
さ

れ
た
か
と
い
う
資
金
調
達
額
と
候
補
者

の
資

質
と
の
間
に
は
、
直

接
の
相
関
関
係
が
存

在
す
る
」
。

一
九
八
八
年

の
選
挙
運
動
の
終
了
の
時
点

に
お

い
て
、
現
職
上
院
議
員
全
員
が
、

一
人
を
除
き
彼

ら
が
対
決
す
る
挑
戦
候
補
者
よ
り
も
、
多
額

の
選
挙
資

金
を
獲
得

(477)229



し

て
い
た
。

こ
の
例
外
が
、

オ

ハ
イ
ォ
州

に
お
け

る
接
戦

の
上
院
議
員

選
挙

で
あ
る
。

(中

"

旨
o
げ
寓

o
ロ

曾

釦
一こ

o
戸

良
叶こ

や
.
零
P
)
そ

こ
で
は
、
民
主
党
現

職
議

員
H

・
M

・
メ

ッ
ツ

エ
ン
ボ
ー

ム

(
出
o
婁
餌
a

]≦
・
ζ

①
欝
①
コ
げ
弩

白
)
が
、

ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド
市

長
G

・
ヴ

ォ
イ
ノ
ヴ

ィ
ッ
チ

(
O
Φ
o
蹟
①
<
o
冒
o
〈
ぽ
ゲ
)

の

挑
戦

を
受
け
た
。
選
挙
資
金
に
お
け
る
ヴ

ォ
イ
ノ
ヴ

ィ
ッ
チ
の
成
功
は
、
彼

の

《
優
秀
挑
戦
候
補

者
》
(
ρ
=
巴
潔
鴇

。
匿

=
8

ぴq
霞
)

と
し

て
の
世
評
が
高

い
こ
と
に
よ

る
。
彼
は

一
九
八
八
年

に
お
け
る
州
規
模
大

の
公

職

の
占
有
経
験

を
有
す

る
唯

一
の
挑
戦
者

で
あ

っ
た
。
も

と
よ
り
、

こ
の
彼

の
経
験
は
、

一
九
七
〇
年
代

に
お
け
る

副
知
事

(
鵠
2

9
富

馨

αq
o
<
Φ
3

電
)

と

し
て
の

二
年
間

に
限
定

さ
れ
る
。

世
人

の
論

ず
る
と

こ
ろ
に
よ
れ
ば
、

《
優
秀
挑
戦
候
補

者
》

と
い
え
ど
も
、
議
席

の
争

奪
を
演
じ
る
相
手

の

現
職
議
員
が

巨
額

の
選
挙
資

金
を

蓄
積
し
て

い
る
が
故

に
、

選
挙
戦

へ
の
参

入
を

あ

え
て

躇
躇
せ
ざ
る
を
得
な

い
。

ア
メ
リ

カ
企
業
研
究
所

(
〉
ヨ
。臨
$
づ

国
三
①
弓
ユ
。。o
ぽ
。。黛

三
Φ
)

の
N

・
J

・
オ
ー

ス
テ

ィ
ン

(冥
o
『
日
騨
ロ
旨

○
誘
冨
げ
)
は
、
ヴ

ォ
イ

ノ
ヴ

ィ

ッ
チ

の
ご
と
き
挑
戦
候
補
者
が
登
場
す
る

理
由
を
、
彼

の
選
挙
資
金
調
達
能
力

に
帰

し
て
い
る
。
「
こ
の
よ
う

な
煮

て
も
焼

い
て
も
食

え
な
い

(
一〇
窃
団
)
挑
戦
候
補
者
が
立
ち
現
わ
れ
る
理
由
は
、

一
に
も
選
挙

資
金

の
備
蓄
、

二
に
も
選
挙
資
金

の
備
蓄
、
そ

し
て
、

三
に
も
選
挙
資
金

の
備
蓄

で
あ
る
」
。
(冒

8

げ
㎝
o
ロ
節
巳

同(
角
器

=
博
8

畳
臼

己

戸

ω
冒
)
選
挙
資

金
の
乏

し

い
挑
戦
候
補
者

に
は
、
現
職
議
員
か
ら
議
席
を
奪
取
す

る
こ
と
は
、

一
つ
の
到
達
し
得

な
い
彼
岸

の
幻
想

と
い
う
こ
と

に
な
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
現
職
議

員
の
豊
富
な
選
挙
資
金

の
効
果
は
、
も

と
よ
り
強
調
さ
れ
す
ぎ
て
い
る
と

い
う

こ
と
も

で
き
る
。
彼
ら

の
豊
富
な
選
挙
資
金
と
再

選
の
間

に
、

確

実
な
類
推
の
線

を
見

つ
け
る

こ
と
は
、
至
難

で
あ
ろ
う
。
若
干

の
事
例

に
基
づ
き
双
方

の
関
係
を

一
般
化
す
る

こ
と
は
、
必
ら
ず
し
も
賢
明

で
は
な

い
。
統
計
的
研

究

は
、

一
般

に
、
そ

こ
に
お
け
る
水
面
下

に
伏
在

す
る
若
干

の
闇
題
点

を
摘
出
す

る
。
(即

国
.
冒

げ
鵠
o
づ

9

帥
r

8

・
。
団叶二

b
b
む
窓
?
謹

一
・)

そ
の
第

一
は
、
挑
戦
候
補
者

の
資
金
が
、
選
挙
結

果

に
、
少
な
か
ら
ず
投
影

さ
れ
る
と

い
う

こ
と

で
あ
る
。
政
治
的
手
腕

に
長
け
た
有
能

な
挑
戦
候
補

者
は
、
あ
る
い

は

、選
挙
区
と

の
間

に
強
靱

な
紐
帯
を
有
し
選
挙
公
職

の
占
有
経
験

の
あ
る
挑
戦
候
補
者
は
、現
職
議

員

の
侮
り
難

い
強
力

な
対
立
候
補
者
と
な
る
。

一
九
七
二
年
か
ら

一
九
七
八
年

に
至
る
ま

で
の
六
年
間
に
下
院
議
員

選
挙

に
関
す
る

一
研
究

に
よ
れ
ば

、公
職
占
有
経

験
を
有

す
る
挑
戦
候
補

者
は
、
こ
の
経
験

の
な
い
挑
戦

候
補
者
よ
り

も

、
四
%
な

い
し
十

一
%
程
度
、
集
票
能
力

に
優

っ
て
い
る
。
7
8

U
o
屋

鑓

"

O
器
窪

帥
己

日
o
筐

曄
碧

ω
■
国
鑓
5
P

、、ω
巴
く
鎚
二
〇
コ
{
o
H
夢
Φ
ω
冨

コ
黛
茸

一津

冒
8

ヨ
げ
〇
三

"
幻
需
。。臨
ヨ
帥
ユ
コ
σq
昏
o
国
融
0
9
。。
o
{
O
餌
目
冨

一αq
コ

ω
冨
口
臼
昌
α守
ぎ

寓
o
帽
ωo
置

①
o臨
o
諺

脚.、
ぎ

誤
ミ
ミ

、ミ

謡
㍉
o
裳
§

ミ

ミ

ざ

、轡
苛
ミ

防
ら
時
・

謡
ら
♪

愚

.
鼠
縣
二

冒
物
・Q。◎。や
O
O
S
]

第

二
は
、
挑
戦
候
補

者
に
よ
る
選
挙
資
金

の
浪
費

が
、
選
挙

の
帰
趨

が
帯
び
る
競
争
性

に
、
少

な
か
ら
ぬ
実
質
的
な
衝
撃
波
を
与
え
る
と

い
う

こ
と
で
あ
る
。

こ
の

効
果
は
、
優
秀

な
資
質

を
具
有

す
る
挑
戦
候
補
者

の
場
舎
、
然
ら
ざ
る
資
質

の
候
補
者

に
比
較
し
、

よ
り
実
質
的

で
あ
る
。
(。。Φ
Φ

剛
薗
巳

力
●
》
げ
田
ヨ
㎝o
P

一
〇
ず
コ

寓

・
〉

観

ユ

6
貫

餌
口
恥

U
帥
く
置

芝

・
カ
o
げ
山
P

O
融
犠
謡
鴫
亀

蟄
隷
糺

9

ミ

旨

自
賊
竜

§

き

鳴

こ

。。
噂

肉

、
§

職
o
識
偽
層
、
き

・
免
匁

噛
こ

。。
鈍

)

事
実
、
優
秀
な
資
質
を
備
え
る
挑
戦
候
補
者
は
、
相
当
額
の
選
挙
資
金
を
調
達
す
る
こ
と
が
、
可
能
で
あ
る
。
多
く
の
研
究
の
示
す
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
も
し
挑
戦

侯
補
者
が
相
当
量
の
選
挙
資
金
を
投
下
し
た
な
ら
ば
、
現
職
議
員
が
そ
れ
以
上
の
選
挙
資
金
を
注
入
し
た
と
し
て
も
、
選
挙
は
、
接
戦
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

(。。①
①
O
・

P

智

8

げ
。・
8

w
..ζ

8

塁

帥
巳

く

。
奮

園
㊥
8

邑

島
Φ
州
&

一
〇
。
農

霧

。・
一8

巴

包

。
a

。
器

.

一
㊤
謁

山

㊤
。。
ド

..
言

空

尊
ミ

9

§

Q
・
〈
9

ミ

(
一
㊤
Q。
α
)
も

≧

・
〉
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公共政策決定過程におけるアメ リカ大統領及び議会の機能位相

第
三
は
、
苛

烈
な
競
争
を
繰
り
拡
げ
る
選
挙
戦

に
お

い
て
、
現
職
議

員
の
支
出
し
た
選
挙
費
用

が
、
い
か
な
る
効
果
を
あ
げ
た
か
を
測
定
す
る

こ
と
が
、
決

し
て
容

易

で
は
な
い
と

い
う
こ
と

で
あ
る
。
往

々
に
し
て
、
最
大

の
選
挙
資
金

を
使
用
し
た
挑
戦
候
補
者

は
、
最
も
鋭
利

な
攻
撃

の
対
象

と
さ
れ
、
ま
た
、
最
も
激
烈
な
競
争

に
直
面
す
る
。

現
職
議
員

に
よ
る
多
量

の
選
挙
資
金

の
使
用

が
、
選
挙
の
結
果
を
左

右
す
る
璽
大
な
影
響
力
を
行

使

し
得
る
か
ど
う
か

に
つ
い
て
は
、
視
角

の
設
定
方
法

の
偏
差

に

よ

っ
て
、
意
見
が
、
分
立
す
る
。

(や

国
藁

。
ず
筐

自

。
酔
凶
r

o
や

6
一叶こ

㍗

ω
自

)
候
補

者

の
知

名
度
や
名
望
を
、
選
挙
資
金
投
入
の
先
駆
と
し
て
捉

え
る
視
点

に

た

つ
な
ら
ば
、
現
職
議
員

の
選
挙
上

の
運
命
は
、

選
挙
区

に
お
け
る
彼

の
知
名
度
や
名

望
に
よ

っ
て
、
実
質
的
な
影
響
を
蒙
る
と
い
う

こ
と
に
な
る
。

こ
う
し
た
視
点

に
た
つ
統
計
的
分
析

に
よ
る
な
ら
ば
、現
職
議
員

は
、
選
挙
運
動

に
資

金
を
大
量

に
投
下
す
る
こ
と

に
よ

っ
て
、
得
票
の
上

で
何
ら
得
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
(。・

①o
O
器
窪

帥
民

閑
冨
昌
ρ

o
,

鼠
け:
)
こ
れ
と
は
逆
に
、
現

職
議
員

に
よ
る
多
大

の
選
挙
資
金

の
費
消
は
彼

の
知
名

度
や
名
望

へ
と
変
奏
さ
れ
そ

の
倍
音
を
高

め
て
ゆ
く
と
い
う

観
点
か
ら
は
、
現
職
議
員

に
よ
る
選
挙
資
金

の
費

消
は
、
得
票

に
大
い
な
る
貢
献

を
す
る
こ
と

に
な
る
。
7
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幻
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霊
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ω
・
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瓢
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¢d
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冨
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し

。。霧
山
O
①唐

冒

》
ミ
簿

智

押

勲

押

肉
き

・
§

、・象

(
§

凌
潮

ζ
こ
ソ

"
戸

一
Q。
〒
崔
。。
し

こ
う
し
た
論

争
は
、
い
ま
ま
で
の
と
こ
ろ
、

結
着
を
み
て
い
な
い
。

け
れ
ど
も
、
現
職
議
員
の
巨
大
な
選
挙
資

金

に
関
す
る
実
像
と
虚
像

と
を
併
せ
眺
め
る
立
体

的

な
視
座
か
ら
は
、
次

の

一
事

が
、
明
白

と
な

る
。
現
職
議
員

の
擁

す
る
彪
大

な
額
の
選
挙
資
金
と
現
職
議
員
の

一

般
的
な
有

利
な
地
歩
と

の
外

部

の
風
圧
と
力
学

に
よ

っ
て
、
優
秀

な
資

質
の
挑
戦
候
補
者
は
、

こ
の
騒
然
た
る
風
圧

に
吹
き
さ
ら
さ
れ
、
政
治
の
海
域

へ
立
入
る
勇
気

を
失
わ
ざ
る
を
得
な
い
と

い
う
の
が
、
す
な
わ
ち

、

こ
れ

に
当

た
る
。

い
か
な
る
資
格
審
査

の
尺
度

を
用

い
て
測
定
し
よ
う
と
も
、
挑
戦
候
補
者
に
賭

け
る
こ
と
は
、

総
じ
て
、
当
初
か
ら
危
険
と

い
う
結
論

に
な
る
と

考
え
て
よ
い
。
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窃
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ぎ

8

●
鼻

二

戸

鱒
8
量

フ
エ
ノ
教
授
は
、
十
八
名

の
下
院
議
員
の
選
挙
区
に
お
け
る
選
挙
諸
活
動
の
広
範
な
分
析
を
通
し
て
、
議
員
の

「
選
挙
区
生
活
様
式
」
と
い
う
概
念
を
、
結
晶
の
形

で
析
出
さ
せ
た
。

(
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(本
書
は
、

一
九
六
九
年
及
び

一
九
七
〇
年
代

に
お
け

る
下
院
議
員

に
対
す
る
面
接
調
査

の
結
果
を

議
場

に
お
け

る
彼
ら

の
投
票
決
断
の
基
点
か
ら
解
析
し

て
い
る
。
)

数

個
の
不
評

の
行
政
部
提
出

法
案

に
賛
成

票
を
投
じ
た
別
の
共
和
党
下
院
議
員
は
、
彼

が

「故

意

の
危
険

」
(O
m
一6
ロ
一挿
齢①
(μ
婦
一匂ゆ吋
)

を
冒
し
た
と
い
う
事
実
を
認
め
、

次

の
よ
う
に
語

っ
て
い
る
。
(匂
.
零

`
}(
一b
「αq
仙
O
コ
噂
O
や
.
O
一叶二

鳴
・心
憶
書)

「
私
は
、
私
が
投
ず
る
こ
の

一
票
が
私

の
政
治

的
命
運
を
左
右
し
得

る
ほ
ど

の
決
定
的
意
味
を
も

つ
と
は
思
わ
な
い
。
し
か
し
、
私
は
、
《
系
列
投

票
》
を
実
践
し

て

い
る
。

私
に
は
、
私

の
選
挙
区

で
い
た

っ
て
不
評

で
あ
る
現
政
権
を
支
持
す
る
数
回

の
投
票
経
験
が

あ
る
。
も
し
私
が
私
自
身
の
来
た
る

べ
き
次
期
選
挙

の
対
抗
馬

で

あ
る
と
し
た
ら
、
私
は
、

こ
の

《
系
列
投
票
》

に
関
す

る
情
報

を
収
集
し
再

構
成
し
、
私
自
身
に
対

す
る
恐
る

べ
き

選
挙
運
動
を
開
始

す
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
場
合
、

私
は
、
私
自
身
を
抹
殺

し
た
い
と
お
も
う
で
あ
ろ

う
。
私
は
、
来

た
る

べ
き
次
期

選
挙

の
私

の
対
抗

馬
が
、
そ
れ
を
な
し
う
る
ほ
ど
利
発

で
は
な
く
、
ま

た
、
卑
劣

で

も

な
い
こ
と
を
、
期
待
す
る
」
。

こ
の
よ
う
な
現
職
議
員
の

《
系

列
投
票
》

の
効
果

に
対
す

る
関
心
の
深
化
と
、

一
九
九
〇
年
代

に
お
け
る

《
単

一
利
益
集
団
》

(巴
コ
αq
一①
,げ
8
器
舞

αq
叫
o
ロ
や
)

の
急

速
な
増
大
と
は
、

パ
ラ
レ
ル
の
関
係

に
あ
る
。

双
方
は
、
互

い
に
他
者
を
写
し

だ
す
逆
向
き
の
鏡

の
ご
と
き
も

の
で
あ
り
、
あ
る

い
は
、
陰

画
と
陽
画

の
ご
と
き
関
係

に
あ
る
と

い

っ
て
よ

い
。
[
拙
著

『現
代
政
治
学
』

(
{
九

九
〇
年
)
(啓
文
社
)

一
一
九
頁
-

一
一
=

頁
参

照
。
9

≦
.・
訳
ぎ
㈹
α
o
P

8

・
9
紳・・
冒
U
・爵
ム
ω
]

す
な
わ
ち
、
《
単

一
利
益

集
団
》

の
存
在

は
、

も
と
よ
り
、
今
日

に
特
有

の
現
象

で
は
な
い
。
古
く
は
、

一
九
世
紀
中
葉

に
お
け
る

餌
纂
一。。
ド
〈
①
蔓

o
毎

鈴
畠
o
や

一

八
九
五
年
設

立
の

》
ロ
亭

ω
巴
o
o
ロ

『
①
自。
頓
β
o

o
{
》
目
o
ユ
8

が
、
《
単

一
利
益
集

団
》

の
恰
好

の
例

で
あ
る
。
彼
ら
が
唱
道
し
た
政
策

や
主
張
は
、

い
ず
れ
も
、
法

律

に
変
成
し
た
。

こ
の
意

味
で
、
《
単

一
利
益
集

団
》
は
、
そ

の
た
め
の
世
論
を
興
起

さ
せ
た
誘

爆
装
置

で
あ

っ
た
と
い

っ
て
よ
い
。

今

日
に
お
け
る

《
単

一
利
益
集

団
》

の
特
色
は

、
そ

の
数

と
多
様
性

に
あ

る
。
今

日
の

《
単

一
利
益
集
団
》

の
数
は
、
当
該
集
団
の

ロ
ビ

イ
ス
ト
が
そ
れ
を
通
し
て

活

動
す

る
装
置

で
あ
る
政
治
行

動
委
員
会

(
P
A

C
)

に
象
徴
さ
れ
る
よ
う

に
、

彪
大
で
あ
り

(
現
在

P
A
C

の
み
で
四
、
二
〇
〇
以
上
)
、
そ

の
種
類
も
、
m
韓

ぞ
Ψ

〈
一。。①
o
江
o
巳
・。富

か
ら

麟
三
一-冒
ロ
色
⑦
舞
も
o
≦
o
H
碧
一
同く
一。。岳

ま

で
、
αq
¢
旨
8

⇒
茸
o
一
か
ら

導

串

鋤
げ
自
ユ
o
ロ

買

o
b
o
⇒
⑦
鵠
宏

ま

で
、
多
彩

を
き
わ
め

る
。
そ
の
台

頭

理
由
と
し
て
、
選
挙
運
営
組
織
と
し
て
の
政
党
組

織

の
衰
退
、
候
補
者
中

心
の
選
挙
組
織

の
形
成

、
印
刷

.
電
子
媒
体

に
よ
る
選
挙
運
動

の
展
開
、
議
会

に
お
け

る
党

規

の
弛
緩
、
な
ど
が
、
あ
げ
ら
れ
る
。
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公共政策決定過程におけるアメ リカ大統領及び議会の機能位相

《
墜

利
益
集
団
》
は
、
そ
の
名

の
示
す
通
り
、

;

の
法
律
の
肇

も
し
く
は
法
肇

の
通
過
の
た
め
に
、
あ
る
い
は
、

一
つ
の
政
治

・
経
済

.
文
化

.
社
会
等

の
主
義
主
張
の
積
極
的
実
現
の
た
め
に
存
立
す
る
。
こ
れ
ら
の

《
単

一
利
益
集
団
》
は
、

選
挙
の
領
域
に
お
い
て
は
、
《
単

一
利
益
》
の
光
彩
を
燦
然
と
発
光
さ
せ
、

そ
れ
に
基
づ
き
行
動
し
、

そ
れ
に
つ
い
て
他
者
の
支
援
を
動
員
す
る
。

ま
た
、
《
単

一
利
益
集
団
》
は
、
現
職
議
員
に
よ
る
不
評
の

《
系
列
投
票
》
に
対
す
る
世
人
の

不
満
を
、
恰
も
熔
岩
流
の
突
然
の
噴
出
の
よ
う
に
、

一
挙
に
押
し
だ
す
機
構
と
し
て
も
作
動
す
る
。

そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
。
《
単

一
利
益
集
団
》
は
、

一
つ
の
狭
隙

な
関
心
事
項
の
み
に
焦
点
を
置

い
た
単
眼
的
な
物
の
見
方
を
す
る
た
め
、
公
共
政
策
決
定
過
程
に
お
け
る
諸
利
益
間
の
取
引
、
折
衝
、
妥
協
の
政
治
技
術

に
、
必
ず
し

も
習
熟
し
て
い
な
い
。
《
単

一
利
益
集
団
》
の
強
靱
性
と
は
、

単

一
の
自
己
利
益
の
社
会
的
実
現
と
い
う

一
本
の
直
線
的
な
視
線
の
透
徹
で
あ

り
・

自
己
利
益

へ
の
視

力
の
集
中
で
あ
る
。
彼
ら
の
言
動
に
は
、
荒
削
り
な
が
ら
社
会
全
体
に
普
遍
的
に
恥
も
b
①
銑

す
る
新
鮮
な
原
鉱
の
輝
き
が
、
認
め
ら
れ
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、

こ
う
し
た

《
単

一
利
益
集
団
》
は
、
自
ら
の
書
動
を
、
臼
己
嵐
標
が
最
高
度
の
重
要
性
を
有
す
る
と
す
る

冨

鶏
蝕

αq
言

の
な
か
に
、

厳
封
す
る
。
《
単

一
利
益
集
団
》

は
、
旧
来
の
嚢

.
労
働

.
肇

.
医
師

.
法
律
家
の
ご
と
き
既
成
の
利
益
集
団
と
は
異
な
り
、
そ
の
問
題
関
心
か
ら
発
す
る
多
種
多
様
の
諸
利
益
の

一
筋
の
光
束
を
・

そ
の
構
成
員
に
向
か

っ
て
、
虹
色
の
ヌ
ペ
ク
ト
ル
に
分
光
す
る
プ
リ
ズ
ム
装
置

で
は
な
い
。
旧
来
の
既
成
集
団
は
、
内
に
様
々
な
利
益
を
含
み
、
歴
史
の
年
輪
を
重
ね
、

政
党
、
官
僚
機
構
、
他
の
既
成
集
圃
な
ど
と
の
間

に
、
連
繋
の
補
助
線
を
幾
重
に
も
引
き
、
政
治
的
技
術

に
も
通
暁
し
て
い
る
包
括
的
な
利
益
集
団
で
あ
る
。
単
眼
と

複
眼
と
い
う
機
能
様
式
の
う
え
で
確
実
に
交
叉
す
る

一
点
を
内
在
さ
せ
て
い
な
い
こ
う
し
た

《
単

一
利
益
集
団
》
と
既
成
利
益
集
団
と
が
・
公
共
政
策
決
定
過
程
に
お

い
て
覇
を
争
い
拾
抗
し
て
い
る
。

取
引
、
折
衝
、
妥
協
の
た
め
の
柔
軟
性
に
乏
し
い
こ
の
よ
う
な

《
単

一
利
益
集
団
》
が
、
跳
梁
す
る
と
き
、
利
益
集
団
構
成
員
に
お
け
る
顕
著
な
階
層
的
偏
向
性
を

別
に
し
て
も
、
公
共
政
策
決
定
過
程
に
お
け
る
均
衡
は
、
失
わ
れ
、
そ
こ
に
、
停
滞
と
頓
挫
、
脱
臼
と
硬
直
が
、
生
ず
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
・
公
共
政

策
決
定
過
程
の
特
質
で
あ
る

《
政
治
的
精
練
工
程
》
(
b
o
露

寄
巴

昌
隆
一コ
α電
冒
o
o窃
。励)
の
破
綻
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

単

一
の
自
己
利
益
の
社
会
的
実
現
を
最
高
位
に
据
え
る
価
値
表
に
基
づ
き
行
動
し
、
こ
れ
を
現
職
議
員
の
投
票
行
為
に
対
す
る
比
較
軸
と
す
る

《
単

一
利
益
集
団
》

の
性
格
か
ら
、
《
単

一
利
益
集
団
》
は
、
自
己
の
敵
と
味
方

・
異
和
と
親
和
と
を
、
峻
別
す
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、

現
職
議
員
は
・

近
未
来

に
お
け
る
自
己
の
投

票
に
関
す
る
選
挙
区
の
反
応
を
個
別
に
癬
酌
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
投
票
が
自
己
の
全
投
票
記
録
の
な
か
に
占
め
る
位
置
を
も
、
慎
重
に
考
慮

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
配
慮
が
、
現
職
議
員
に
、
自
己
の
選
挙
区
の
意
向
と
の
共
鳴
と
共
感

・
協
和
と
響
応
の
投
票
を
促
す
誘
導
指
標
の
機
能
を
、
果
た
し
て

い
る
。
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公共政策決定過程におけるアメリカ大統領及び議会の機能位相

一①壽
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い
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形

で
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が
、
ど

の
よ
.つ
奎

垂

張

を
唱
道
し
よ

・つ
と
も
、
私
は
、
根

っ
か
ら

の
農
民
で
あ

る
。
な

芸

ら
・
私
は
・
肇

に
あ

つ
ら
え
む

き
の
人
間

だ
か
ら

で
あ

る
.

賭
糠
駆幾
魏
焔畷
雛
麗
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響
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纐辮
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轡
営
語
書
剃勤
黙
秒
謎
ボ謁
鮭
㌔
畿
脇
嚇精

私

の
肇

区

の
人
々
と
同
じ
よ
・つ
に
、
ご
く
あ
り

ふ
れ

て
い
る
。
私
は
、
私

の
選
糞

の
関

心
と
は

別
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関

心
を
抱

い
た
こ
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が
な

い
」
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こ
れ
高

じ
こ
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の
選
挙
民
舎

貝
と
席
を
同
じ
く
し

て
、
+

五
分
間

、
彼

・り
と
話
し
合
う
機
会

に
恵
ま
れ
て
い
た
と
し

た
.り
、
私
は
、

完
全
な
る
反
対
投
罪

行

う
で
あ
ろ
兎

し
か
し

・
私

に
は
、
そ
の
よ
う
な
機
会
が
な
い
.
選
謹

は
、
変
化
を
求
め
て

い
た
.
も
し
私

が
反
対
暴

を
し
た
な
、り
ば
、

彼

ら
に
は
・
私

が
・
変
化

に
反
対

で
あ
る
よ
・つ
に
お
も
わ
れ
よ
う
。

そ
し
て
、
私
は
、
私
自
身
を
説

明
す
る
機
会
を
、
失
.つ
で
あ
う

つ
」
.

(
53
)

宏

α
二

暑

.ミ
監
幽
。。
・

(
54
)

ヵ
』

』

9

・
。
し

H
こ

8

・
。
騨
・も

戸

§

・

甑

・

(
55

)

}
o
≦

①
=

m
コ
餌

℃
象

酔Φ
屋

o
銅

o
噂
・
9

静
こ

や
O
・
ざ

為

ド

(
56
)

〉
』

.
Ω

霧

①
員

き

廷

9

轟

慧

笥』
℃ミ

、軸
導

ら
ミ

Q
・
§

ら
帆賎
も

」
舞

U
睾

。
=

即
巳

諄

暮
窪

。
p

。
匂
・
舞

も

・浮

　響

籠

蕪

駕

藁

卸

黙

・
…

た
二
者
択
ξ

よ
乏

選

断
華

り
れ
る
わ
け
で
は
な
い
.
羅

議
員
の
《説
明
》
す
べ
き
係

嚢

難

砺難

甕

蕪

靴転

露

簸
聾

攣
鑓
㌦課
藷
蕪

蘇

臆

①
は
三

院
・
両
院
簸

会

(
§

ぎ

6
・
8
量

琶

、
あ
る
い
は
、
行
政
部
の
利
用
で
あ
る
.
す
な
わ
ち
、
現
職
贅

は
、
《
説
明
》
を
求
め
.b
れ
る
係
争
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問
題
に
関
す
る
投
票
の
象

量

・。
に
直
面
す
る
と
き
、

芳

の
側
の
立
場
は
、
統
治
馨

内
に
お
け
る
他
の
部
門
に
よ
っ
て
配
慮
さ
れ
る

も
の
と
仮
定
し
・
も

2

方
の
側
の
立
場
に
左
担
し
投
票
す
歪

と
が
、
可
能
で
あ
る
。
現
職
欝

は
、
自
ら
の
投
票
行
為

へ
の
ア
ポ

旦
丁

を
・
当
該
問
題
に
関
す

る
他
部
門
の
と
る
べ
き
態

度
の

勺
鋤
.帥
鎚
曹

の
な
か
に
密
封
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
摩

り
の
言
論
と
行
捲

決
蓼

つ
け
、
自
己
の
投
票
行
為
に
つ
い
て
・
納
得
の
ゆ

く

《
説
明
》
を
選

挙

民
鍾

示
す
る
こ
と
が
で
馨

。
他
方
、
上
院
、
大
統
領
、
あ
る
い
は
、
そ
の
他
の
統
治
馨

内
の
機
関
は
・
謬

議
員
の
馨

ポ行
為
に
よ

そ

難

さ
れ
た
相
翌

す
る
当
鶴

題
の
蟹

欝

の
間
に
お
け
る
不
均
衡
を
是
正
し
、
あ

間
睾

衡
状
態
を
覆

喜

る
故
に
・
そ
墾

・
れ
の
解
決
楚

に
・
実
害
が
・
ほ
と
ん
星

じ

な

い
と
考
え

て
よ

い
⇔

例
え

ば
、
肇

補

助
金

の
給
付
額

の
上
限
を
定

め

た
法

案
に
賛
成
票
を
投
ず
る
こ
と
は
、
そ
れ
が

上
院

で
否
決
さ
れ
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
る
た
め

に
・
き
わ
め

て
容

易
で
あ
る
、
と

い
う

の
が
、

こ
れ
に
当

た
る
。
あ
る
現
職
下
院
議
員
は
、
卒
直

に
、
次

の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
・
(
窪

も

・
朋
一
・)

「
こ
の
制
限
は
、
劇
.
ヨ
餌
・q
。
頓
儲
.
の
利
用
す

る
好

個

の
機
会
と
な
る
。

な
ぜ
な
ら
、

周
知

の
よ
う

に
、
上
院
は
・
是
が
非

で
も
・

こ
れ
を
廃
案
に
持
ち
込
も

う
と
し

て
い
る
々

り
で
あ
る
。
奎

.凡
、
農
業
の
生
鋳

が
上
昇
し
こ
れ
が
農
藩

助
舞

策
そ
の
も
の
叢

響

せ
て
し
ま

う
と
い
う
・

↑

デ
ィ
ン
農
業
醤

(ω
§

-

樽餌
.
罵

=
鋤
.
岳
講
)

の
い
・つ
す

べ
て
が
、

正
し

い
と
し

て
も
、
そ

の
こ
と
で
気

を
も
む
必
要

は
、
毛
頭

な

い
・
上
院

は
・
と
も
か
く
・

ハ
ー
デ

ィ
ン
長
官

の
面
倒
を
み
る

の
で
あ
り
、
我

々
の
仲
間

で
あ
る
下
院
議
員
は
、
自
分

自
身

の
始
末
を

つ
け

れ
ば
よ

い
」
。

こ
の
ホ

つ
に
し
て
、
護

議
員
は
、
他
の
統
治
機
関
の
利
用
を
通
し
て
、
《
説
明
》
の
苦
境
を
乗

り
切
る
通
行
証
を
手
に
す
る
こ
と
が
・
可
能
と
な
る
・

②
は
、
議
禽

に
張
り
め
ぐ
・り
さ
れ
た
精
密
な
制
度
的
脈
管
へ
の
腰

解
決

へ
の
移
管
で
あ
る
。
常
任
委
員
会
制
度
・
贅

か
ら
の
修
正
を
認
め
な
い
制

限

規

則

(.
一。
・.
。
α
・
ロ
一.)
、
記
録
投
票

(・
Φ
8
昏

・
琶

の
間
欠
性
、
な
ど
の
下
院
規
則
の
震

は
、
時

に
は
・
羅

楚

を

《
困
難
か
ら
救
出
す

る
》
・
い
わ
ば
・
誉

か

.り
の
脱
出
。
と
な
る
。
例
え
ば
、
税
製

正
案

に
つ
い
て
、
多
く
の
下
院
蟹

の
説
く
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
・
制
限
規
則
は
・
自
己
に
有
利
な
税
制
上
の
優
遇
地
位
の
葎

続
を
要
求
す
る
利
益
集
団
の
霧

を
、
巧
妙
に
操
作
す
る
こ
と
に
役
立
つ
。
あ
雫

院
議
員
は
、
こ
の
よ
う
な
優
鑑

位
の
離

を
護

す
る
利
益
集
団
に
・
次
の
よ

う

に

語

っ
た

。

(
圃
げ
乙

こ

弓
』

一
・
)

「
私
は
、
彼
。わ
に
、
護

蒙

の
す
べ
て
の
護

点
長

対
で
あ
る
と
述
べ
た
。
し
か
し
、
当
該
肇

は
、
制
限
規

則
の
下
に
付
託
さ
れ
た
・
こ
れ
故
・
護

蒙

に
関
す
る
私

の
能
事

は
、
終

っ
た
」
。

別

の
下
院
議
員
は
、
端
的

に
、
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。
(
一三
山

こ

戸

望
・)

「
制
限
規
則
は
、
完
全
に
、
蟄

を
奪

つ
。
そ
れ
が
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
利
藷

集
団
の
圧
力
が
、
常
任
委
員
会
と
上
院
に
・簸

さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
・
」

歳
入
奮

会

(
霜

餌
同
、
帥
5
象

。
隠
富

9

量

琶

の

萎

員
は
、
制
限
規
則
の
効
果
を
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
・
(登

"
も

9

一出

)

「
箋

、
何
と
い
.つ
こ
と
か
、
私
は
、
あ
り
と
あ

り
ゆ
る
人
々
の
意
見
を
聞
い
た
。
名
前
を
あ
げ
た
だ
け
で
も
、
嘉

萎

・
財
団
役

員
・
不
動
産
薯

・
自
治
体

欄
係
者
な
ど
が
、

こ
こ
を
訪
れ
、
私
と
面
談
し
た
嬬
。
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現
職
贅

を

《
困
蒙

ら
救
出
す
る
》
常
任
奮

会
の
も
う

;

の
事
例
は
、
公
奮

給
箭

き
上
げ
蒙

に
明
白

で
あ
る
。

こ
の
と
き
、
規
則
委
員
会

(閑
自
♂
.

O
o
舅
目

一洋
o
o)

は
、
当
該
法
案

を
議
場

に
報
告
し

な
い
旨
、
決
議

し
た
。

こ
の
間

の
状
況

に

つ
い
て
、
あ

る
下
院
議
員

は
、
次
の
よ
う

に
伝

え
て
い
る
。

口

甑

匹
二

,

舞

器

①

麟
ぎ

幻

。
げ
窪

じ

℃
雷

げ
巳

ざ

.・冨

。

じ弓
匿

お

a

寄

諒

o
。
ヨ

ヨ

葺

①
p
、、
ヨ

菊
・
り
』

①
餌
ぴ
。
匹
団

曽
頃
餌

2

Φ
一
m
。
昌

≦

-・
℃
。
響

団
(
①
飢
.)
.

奪

寄

、
愚
馬急
ご
覇

o
轟

縣}
馬
き

袋
亀

ミ

湘
§

ミ
篤
ミ

ミ
琶
恥
嘱
・
」
ま
恥
・
b
や
・
匡
ω
山
ホ

・

幻

亀

菖

。
巳

}

切
窪

魯

一
⇔三

巴

山
・

ω
。
一麟。

℃
。
。
一
b

巳

営

鼠

。。

》

類
件ぎ

昌

O
Φ
斡

①
『
・
}

、嵩
馬
、
賊
ら
黛
、、
しq
母
防
㌧ミ

物
偽

自
ミ

寒

ミ

凡
亀

寄

鳶
ら
8

一
§

.

Z

卑

ゴ
麟
輝

H
o
騨
窃

鴇
O
嵩

罫

恥

O
黛
ミ

馬

6
～

寄

鳶
嵩
象

§

肉
、
窺
嵩
も
馬
矯
」
類

ド

①
。。
や
・
6
ゴ
』

]

現

職
議
員
が
・
秘
か
窺

則
委
員
会
委
員
を
尋
ね
、
彼
ら
に
、
法
案
の
廃
棄
を
要
請
し
、
自
己
に
対
す
る
圧
力
を
委
員
に
肩
代
り
さ
せ
て
し
ま
,つ
と
い
.つ
事
態
は
、

少
な
か
ら
ず
起

っ
て
い
る
。
委
員

は
、
常

に
、
そ
の
要
請

に
応
ず
る
」
。

現
職
議
員
の
法
案

に
対
す
る
蔑

長

対
の
縫

の
表
明
を
、
発
声
投
票

(琶

〔
き

と
い
う
形
で
記
録
援

す
記
録
投
票
が
、
薯

で
あ
る
と
い
.つ
状
況
が
、

彼
ら
を

《
羅

か
ら
救
出
す
る
》
た
め
に
用
い
・り
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、

一
九
六
〇
年
代
の
後
半
に
著
し
い
。
も
し
投
票
が
記
讐

れ
な
い
と
し
た
、り
、
議

議
員
は
、

投
票
に
際
し
・
譲

す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
あ
る
い
は
、
彼
ら
は
、
記
録
投
票
の
場
倉

想
定
さ
れ
る
投
票
震

と
は
逆
の
投
票
餐

に
で
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
.

都
市
地
饗

出
の

〒

院
議
員
は
、
H
E
W
[
(
。
§

言

①
誉

{
蕾

穿

噛
穿

曇

・
暑

巳

蓋

{麟
吋①
)
(
警

星

省
了

奢

は
、

一
九
八
〇
年
の
教
薯

(。
§

旨

Φ
三

。
{
臣

§

江
。
昌
)
の
独
立
に
と
も
な
い
、
U
§

量

窪

。
;

婁

冨

・
山
野

塁

・
し。
①
婦く
一。
Φ・,
(
厚
生
省
)
に
改
称
さ
れ
た
.
]
が
策
定
し
た

人
種
差
別
禁
止
の
基
本
方
針
を
制
限
す
る
、
い
わ
ゆ
る

≦

葺

ー

ー

量

①
三

に
対
す
る
自
己
の
行
動
を
、
次
の
さ

つ
に
説
明
し
た
。
(Hぴ
ご
二
噂
・
認
唱)

「
バ
ス
通
学
の
問
題
は
・
難
問
で
あ

っ
た
。
バ
ス
通
学
は
、
私
の
市
で
は
、
多
く
の
頭
痛
の
種
を
、
蒔
き
散
・り
し
て
い
る
。
人
々
は
、
こ
の
賭

で
、
気
が
狂
.つ
ほ

ど
興
奮
し
て
い
る
・
こ
の

磐

邑

日
。
三

へ
の
投
票
が
、
発
声
投
票
で
は
な
か

っ
を

と
は
、
実
に
幸
運
で
あ

っ
た
。

私
は
、
ま
さ
し
く
、
投
票
し
な
か

っ
た
。
刷
寂

は
・
議
庭

坐
り
続
け
て
い
た
・

(質
問

・
も
し
そ
れ
が
記
録
投
票
で
あ

・
た
と
し
な

り
、
ど
・つ
し
た
か
)
そ
の
場
合
の
投
票
は
、
き
わ
め
て
困
難

決
断
と
な
っ
た

で
あ
ろ
う
。
私

が
・
そ

の
場
合
、

ど
の
よ
う
な
投

票
を
し
た
か
は
、
分

ら
な
い
。
け
れ
ど
も
、
非
記

録
投
票
は
、
私

の
決
断
を
、
容
易

に
す
る
」
。

他
の
下
院
賛

は
・
。
。
尋

①
旨

弓

仲巨

に
関
す
修
正
案

に
つ
い
て
の
挙
手
投
票

(
件①
ξ

〈
・
邑

で
は
、
着
席
し
た
ま
ま
で
あ
っ
た
と
語

っ
一し
い
る
。
ま
た
、

別
の
下
院
議
員
は
・
肇

補
助
金
給
付
鶴

制
限
に
つ
い
て
は
、
党
指
導
部
の
指
示
路
線
の
枠
の
外

二

気
に
飛
び
ξ

こ
と
な
く
、
そ
の
路
線
に
順
応
し
投
票
し
た
.

こ
れ
は
、
発
声
投
票
が
な
さ
れ
た
場
合
の
投
票
態
度
の
反
極
に
位
置
す
る
。

下
院
に
お
け
る
規
則
の
変
更
は
、
肇

修
正
に
関
す
る
記
録
投
票
の
施
行
を
、
少
な
か
・り
ず
円
滑
に
す
る
。
新
た
な
手
続

の
下
で
は
、
以
前
に
は
匿
名
で
実
施
さ
れ

た
挙
手
投
票
が
二

九
七
〇
年
代
よ
り
、
記
録
さ
れ
る
に
至

・
て
い
る
。
多
く
の
下
院
議
員
は
、
自
、り
の
投
票
行
為
の

《
説
明
》
と
い
.つ
視
角
か
.り
は
籍

録
投
票
が

至
便
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
・
特
定
の
場
合
に
、
無
記
録
投
票
に
挫
折
感
を
味
わ
う
こ
と
が
あ
る
。
稼

り
が
独
自
の
観
点
に
た

.
て
決
定
的
量

要
な
肇

修
正
に

関
す
る
明
快
に
し
て
平
明
な
解
釈
の
可
能
な
投
票
を

選
好
し
得
た
と

お
も
わ
れ
る
場
合
が
、
こ
れ
に
当
た
る
。

例
え
ば
、
A
B
M

(諺
馨
∵
切
巴
評
江
o
窓
蕾

嵩
。)
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私
は
・
記
録
投
票
が
行
な
わ
れ
な
い
と
み
る
か
ら
で
あ
る
・
何
ゆ
え
、
投
票
し
な
け
れ
寒

り
な
い
時
点
に
至
る
ま
で
、
私
は
、
寧

り
の
誓
約
に
拘
束
さ
れ
、
の
っ
ぴ
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難
鐸
講
鱗
難

騰
講

縦
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所
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特
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付
親

に
対

す

る
賛
成
投
票

を
正
当
化
す
る

こ
と
が

で
き
た
と
、
述

べ
て

い
る
。
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し
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叢
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論
調
査

の
結
果

を
、
ポ
ケ

ッ
ト

の
な
か

に
忍
ば
せ

て
、
ど

こ
に
で
も
持

ち
運
ん
で
い
る
。
彼
は
、
次

の
よ
う

に
い
う
。
(一
窯
山

二

戸

総
.
)

「
も

し
誰
か
が

〃
何
ゆ
え
、
そ
の
よ
う
な
投

票
を
し
た
の
か

〃
と
尋

ね
た
な
ら
ば
、
私

は
、
次

の
よ
う

に
話
す
。

〃
あ

な
た
の
隣
人

の
三
分

の
こ
は
、
あ

な
た
と
は
反
対

の
投
票
を
行

な
う

べ
き

こ
と
を
、
私

に
告

げ

た
か
ら

で
あ

る
"
」
。

こ
の
よ
う

に
、

こ
の
下
院
議

員
は
、
自

己
の
投

票

が
正
当
で
あ

る
こ

と
の
誇
ら
し

い
自

己
診
断
の
晶昌
葉
を

吐
い
て

い
る
。
他

の
選
挙
民

を
引

用
す

る
こ
と
に
よ

っ
て
、
現
職
議
員
は
、
自
己
の
投

票
の
正
当
性
を
、
逆

方
向
か
ら
ネ
ガ

テ
ィ
ヴ
に
浮
き
上
が
ら
せ
る
こ
と

が
で
き

の
で
あ
る
。
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政
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体
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帯
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度
、

な
ど

と
全
国
志
向

の
政
策
的
立
場

と
の
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性
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表
示
す

る
な
ら
ば
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表
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の
よ
う

に
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。
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Standardized

regression
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Standard

Errorb

R2顯.400

1・'i

O.356

0.31'1

-4 .596

0.2i4

0.520

0,238

3.01与

0.`51
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s.20s

O.375

Regression

Coefficient
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`」.Oti」Oa
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b2education

h,ADA

b4ADA2
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醇P≦
.05
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educationISthemedねneducationofpeoPlei箆tiedistrictover

theageof25;

%ruralisthepercentageofdistrictpopulation.inruralareas;

%centercityisthepercentageofdistrictpopulationincenter-city

areas;

ADAandADAMmeasuretheideologicalextremismoarthemember.
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〇
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刈
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粟

的
立
法
部
は
・
独
特
で
あ
る
・
こ
こ
で
は
、
議
員
の
間
に
お
け
る
影
響
力
の
不
均
衡
は
、
些
少
で
あ
る
。
し
か
も
、
職
業
的
立
法
部
は
、
素
人
が
決
し
て
な

し
得
な
い
方
法
で
・
行
政
部
に
霞

す
る
纂

叢

を
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に
影
響
力
を
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得
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的
罷

力
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る
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し
か
し
、
こ
の
能
力
は
、
選
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の
な
か
で
浮
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す
る
意
見

に
対
す
る
篶

約
の
萎

の
慧

と
い
う
犠
牲
の
う
え
に
、
獲
得
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
(肇

的
立
法
部
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モ
ッ
ト
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議
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理
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的
な
異
動
に
よ
る
よ
り
も
、
む

し
ろ
、
教

養
の
あ

る
議
員
の
変
動
す
る
立
楊

に
よ

っ
て
、
達
成

さ
れ
る
。
職
業
的
立
法
部

の
議
員
は
、
組
織
論
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複
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対
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す
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す
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図7上 下両院における常任委員会及び個人のスタヅフ数の増大,

Numberofemployees

soOO

188"-1987

7,000

b,oao

5,000

4,000

3,000

2,000

ユ,000

1891-1914

Date

閣

・●

6瓢2-"

303540455055606570

475767

House

members'staffs

.・ ・.● ●・.・ ●・・.・
● ●●

」

.。 ・・..・ ●　

o・Senate

.●members'staffs

House

committeestaffs

、,、 、 一 一 」 ρ一 〇廟 鞠葡

Senate

committeestaffs

Source:Norman].Ornstein,ThomasE.Mann,andMichaelj.Malbin,VifalStatistics

oπCo718r矯551989一 ユ990(washin呂 ㌃on,D.C.:CongressionalQuarterlyI戯c叩1990),133・

247 (495)



再

構

成

な

ど

を
担

当

し

、

現

職

議

員

の

常

任

委

員

会

及

び

常

任

小

委

員

会

に

お

け

る

活

動

を

監

察

す

る

。

。
舘

Φ
毛

o
時

2

は

、

行

政

部

に

お

け

る

部

省

・
機

関

と

交

渉

す

る

こ

と

に

よ

っ

て

、

現

職

議

員

の

選

挙

民

に

対

す

る

奉

仕

活

動

を

行

な

う

。

報

道

補

佐

者

は

、

現

職

議

員

の

新

聞

発

表

の

た

め

の

原

稿

、

演

説

草

稿

、

時

事

通

信

な

ど

を

作

成

す

る

ほ

か

、

選

挙

区

に

お

け

る

新

聞

社

、

ラ

ジ

オ

、

T

V

局

と

、

現

職

議

員

の
出

演

、

執

筆

、

あ

る

い

は

、

イ

ン
タ

ー

ヴ

ィ

ユ

ー

の

申

し

入

れ

、

な

ど

の

交

渉

に

当

る

。

な

お

上

下

両

院

に

お

け

る

常

任

委

員

会

及

び

個

人

の

ス

タ

ッ
フ

数

の

増

大

を

図

示

す

れ

ぱ

、

図

7

の

よ

う

に

な

る
。

(
ω
譜

く
①
昌

ω
.
ω
日

一昏

磐

山

O
ゴ
ユ

ー

ロo
↑
O
O
ゲ
㊦
『

旨

一)
Φ
①
ユ

路
σq
曽
O
O
ミ

ミ
轡
帖
慧
馬
Q
始

帆
嵩

6
ご
嵩
磯
、
鳥
』
♂

軸
隷
糺

馬
翫
二

N
も
も
亀
噂
弓
.
一
α
一
層
)

選

挙

区

に

常

駐

す

る

上

下

両

院

議

員

の

個

人

的

ス
タ

ッ

フ

の

数

と

比

率

は

、

表

10

に

示

さ

れ

る

。

(
ぐ
『
。
8

漏
①
臥

ρ

O
や

∩
一酔
二

『
①
.
)

(
……
)

∩
甲
・
カ

.
℃
騨
円
評
①
が

..7
{
①
臼

げ
O
「
ロ◎

O
{

O
O
昌
σq
村
O
on
o自

節
昌
α

日
Uぴ
面
貯

〔
りO
コ
ロ隠
江
け
口
①
"
沖
oa
堵噛、

O
層
.

O
潔
二

"
や
.
一
QQ
oQ
ー
一
㊤
9

畑
ロ
匹

、、】囚
O
ヨ

①

ω
け
団
一
①
ー
↓
ゴ
①
口

国
コ
餌

ツ
馴O
≦

》
サ層
O
噂
暉
6
諦
こ

も
0
9
α
bこ
1
窃
膳
・

(
㎜
…)

∩
甲
。
男
。
℃
国
N
匿
①
『
り

、̂口

O
唐

①

ω
陣
団
一
①
1
一「
7
Φ
口

僧
口
伽

ツ
『O
≦
♂
導響
O
娼
・
O
搾
二

喝
噛
α
弁

(
m

)

H
げ
一匙
二

b
b
・
α
α
i
柳
S

(
m

)

。。
8

U

勇

.

竃

勉
旨

窒

㌦

.0

8

αq
『
①
。・
い
一8

巴

田

①
。
陣
一。
・
。・
甲
昌

。

9

。・
o

。
{

一
冨

く

麟。
年

o自
ゲ
一
昌
颯

ζ

餌
月
αq
…冒
櫛
尻

鴇..

一ロ

寄

、
鴇

旨

q
o
N
●
"

(
鞍

、
㌧
謡
鴫

N
矯
、
職
Y

b
b
.
bこ
㊤
q
I
ω
一
唖
・

竃

・

勺
・

哨
一
〇
ユ

鎚
.
(
)O
隷
吋
、
馬
笥
脅

鐙

偽
牒
O
§
笥
ミ

W
》
偽
壽

恥
》
軌謎
鎖
琳O
麗

肉

亀
縞
尊
N
鋳
}
ミ

鳥
蕊
♪

』
謡
恥
鳥
駄
二

」
㎞
q◎
沖

ゆ

獅
円
げ
ρΩ
N
助

甲
岸
口
O
犀
一〇
団
場

、、類

O
自
qo
①

幻
O
①
一〇
6
怠

O
口
uo

O
口
匹

ω
Φ
譜
蝉
件①

一∪
Φ
暁
Φ
m
帥
匂o
甲
円

ず
Φ

幻
o
一
①

O
{

酔ケ
o

O
ケ
㊤
=
¢
ロ
αq
O
が
、、
一
5

¢む
、
魯
跨
}

智

袋
、
ミ

N
ミ

㌘

鳶
勘
ミ

N
恥
h
凡
恥
醤
ら
♪

盤
O
N

・
」
O

(
(
)
ら
馬
O
詠
恥
、

N
b
¢o
偽
)
皆

弓
O
.
劇
劇
O
I
劇
ゆ
O
.

O

・

O

.
一
9
0
0
げ
uo
O
昌

帥
コ
傷

ω
.
}
ハ
①
3

0
目

u
砺
牒
、
額
、
§

縞
嵩
翫

(
〕》
O
苛

馬

帖轟

O
o
謡
吋
、
軸
砺
嘱
凡o
謡
窺
N

肉

N
鳥
ら
勘
o
養
診

N
亀
。。
N

.

<
馴
巴

峠
O
「

U

o
O
昌

切

蝦
『
ロ
ず
帥
密

・

.、一
冒
oo
ロ
一伽
ユ

o
ロ

ロ
5
畠

舛

o
oo
b
o
昌
o自
一
〈
㊦
口
①
ロα
o自

一ロ

O

O
コ
αq
円
O
已自
oロ
一
〇
ロ
餌
一

国

『

O
訟
O
コ
oo
ψ矯一

油
ロ

ざ

、
塾

翫
ミ

N

象

僑
蓋
ら
馬

O

黛
斜
、
馬
Q
、
N
隻
u

建
o
N

・
竈

(
砺
袋
ミ
』§

蝿
、

N
℃
笥
噺
)
矯

娼
灼

」

一
一
ー
恥
ω
切
・

』
O
げ
コ

〉

.

国
㊦
N
Φ
U
O
ゲ
昌
層

伽儀O

昌

酔ザ
0

一)
①
O
一
一β
①

O
{

(
UO
ヨ

b
ゐ
二
〇
ロ

一
笥

O

O
ロ
σq
門①
㎝
口o
同O
P
師
一

国

8

0
怠

0
5
即

堕腰

一P

毎

ミ
軸恥
.
寄

卜

財
ら
賊
・
淘

馬
貿
二

建
O
N
.
閃
N

(
さ

、
q
》

」
鴫
、
笥
)
u

噂
や
邑
一
〇
〇
i
一
刈
0
.

一門
・国

.
り
h
β9
コ
コ

表10選 挙 区常駐 の個人的 スタ ッフの数,1972-1983
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n.a.

n.a.
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4
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Source;TableadaptedfromdatainN.J.Qrnstein,T.E.Mann,M.J.Malbin,

A.Schik,andJohnF.Bibby,VitalStatisticsonCongress1984-19&5ed.,1984,

p,123.
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